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＃01【唐とう突とつに音信不通でヤバイ】







　◆　オンライン　◆

「真ま面じ目めにやらないから、こういうことになんのよ」

　死体が不ふ機き嫌げんにそう言った。

　というか死体がしゃべったりとか、ましてや不機嫌になったりとかするわけがないのだが、オンラインゲームという特とく殊しゆな状じよう況きよう下かにおいては別だ。

　砂じや利り混じりの冷たい土の上で、ギルドメンバー五人全員が円を描えがくようにうつ伏ぶせで倒たおれていた。今は各人の背中から、まるで蝉せみの羽う化かのように生えた半はん透とう明めいの幽ゆう体たいがふわふわと浮ういている状態。

　このＭＭＯＲＰＧ【ゼクスヴェルトオンライン】では、プレイヤーが死ぬとこうして幽体になり、その場から動くことができなくなるのだ。パーティ内会話は可能なんだけどね。

　そんなわけで俺おれ達たちは死んでいた。

　さっき声を上げたのは俺の隣となりで死んでいる【白うさ姫ひめ】こと【姫】。

　尖とがった耳を持つ金きん髪ぱつエルフで職業ジヨブは盗賊シーフ。

　そんな姫が憤いきどおりをぶつけたのは、彼かの女じよの正面に倒れている獣使いビーストテイマーの黒くろ髪かみ少女、【雫しずく】だった。

「それは私に言ってるのか？」

「あんた以外に誰だれがいるってのよ」

　姫にそう言われて、幽体の雫は周囲を見回す。

「この中で不ふ真ま面じ目めな人間といったらリエルしかいないじゃないか」

「えええええっ!?」

　全然身構えてなかった所にいきなり振ふられたんで俺は思わず驚おどろきの声を上げた。

　リエルというのは俺、鷺さぎ宮みや慧けい太たのオンラインでの姿である。

　自分で言うのもなんだけど結構、美少女だ……と思う。聖職者クレリツクなんていう職業ジヨブを選んで控ひかえ目めな女の子を演じている。

　ネカマとして彼かの女じよ達たちと女の子友達のような関係でいることが唯ゆい一いつの楽しみな俺は、今日ものほほんとネカマライフを送っていたはずなんだけど……。

「そんなはずないでしょ。回復役としての仕事はちゃんとこなしてたはずだよ？　雫に言われた通り、全員にローテーションで【治癒ヒーリング】をかけてたし」

「確かに私はそう言ったが、状況によって臨機応変にとも言ったはずだが？」

「それももちろん考えてやってたと思うけど……？」

「やってた？　ふふ、笑わせる。この私が瀕ひん死しの状況に追い込まれていたというのにリエルは私のことを全く無視していたではないか」

「いやいや瀕死もなにも雫がこの中で一番ＨＰヒツトポイントに余よ裕ゆうがあったじゃない。現に最後まで生き残ってたでしょ？　治癒ヒーリングが足りないとか言わせないよ？」

「何を言っている。私が求めているのは〝愛の治癒ヒーリング〟のことだ」

「はああ!?」

「私にはリエルからの愛が足りない。よって全身でそれを受け止めようと必死だったというのに……」

　またおかしなこと言い出したよ……。

　そういえばさっきの戦せん闘とう中ちゆう、俺が死にそうになってるみんなを必死になって治癒ヒーリングしてたんだけど、魔ま法ほうをかけようとする度たびに雫が横から分け入ってきて視界を塞ふさいでたなあと思い出す。

　この世界では魔法をかけたいプレイヤーやモンスターに武器の先を向ければ自動標的オートターゲツト機能が働いて、頭上のネームにカーソルが出るようになっている。

　だから魔法自体はすごくかけやすいんだけど、如何いかんせん目の前でこうもチョロチョロ動かれると手元が狂くるってしまう。おかげでミスを連発。あっさり逝いってしまったのだった。

　まったく……無む駄だに疲つかれた……。

　俺が疲ひ労ろうを露あらわにしていると、横にいた姫がムッとした顔で、

「あんたがそうやって馬ば鹿かなことやってるからこういう結果になったんじゃない！」

「うるさいな。顔が精神的ブラクラなうさっころは少し黙だまってろ」

「ブ……ブラクラ!?　意味分かんないわよ！　あたしの顔を見たらみんなショック死するとでも言うの？　何？　どこがよ??」

「すまない、間ま違ちがった。顔だけじゃなく体全部がブラクラだった」

「はああん!?」

　さて…………この人達のことは毎度のことだから置いといて、

　俺達が死んでいる理由はそういうことなんだけど、石ころしかないようなこの殺風景な場所に、たまにしか冒ぼう険けんしないような我わがギルドが何しにやってきてるのか？　その理由をここで話しておこうと思う。

　まあ端たん的てきに言うと彼女らが発病してる〝お姫ひめ様さま症しよう候こう群ぐん〟、

　それがすべての元げん凶きようなんだけどね。

　白馬の王子様的存在に守られていたいっていう彼女らの欲望を満たす為ため、持ち上がったオンライン上での結けつ婚こん話ばなし。しかし俺のもう一つの姿アバター【騎き士し様さま】と結婚できるのは一人だけ。その枠わくを狙ねらって彼女らがしのぎを削けずってるってわけ。

　中でも大聖堂で行うことができるという〝特別な挙式〟を狙ってる彼女らは、その権利獲かく得とく条件であるギルドランクを現在のＦランクからＣランクに上げなくてはならなくて、その為にはギルドメンバーを三十人に増やす必要が――

　とか色々あって、ここ最近はゼクスにログインしてもギルド勧かん誘ゆうばかりの毎日だった。

　で、あの手この手でやってきたんだけど……コミュ力皆かい無むのこんな人達だから当然うまくゆくはずもない。

　あっさり勧誘活動は停てい滞たいしてしまっていた。

　そこへ今日、雫がとある提案を持ちかけてきたのだ。

　それはギルドの名声を上げること。

　名声って名めい誉よとか評判とかそのまんまの意味なんだけど、このゼクスヴェルトオンラインではちゃんとしたデータで名声度が表記されるのだ。

　どのクエストを攻こう略りやくしたとか、どのイベントに参加したとかそういうやつね。

　そういった名声度の他ほかに、ギルドの活動傾けい向こうから二つ名みたいなものが付いたりもする。たとえば〝王国の勇者一行〟とか〝ドラゴンキラー部隊〟とかそんな感じ。

　ちなみにうちのギルドの今の二つ名は〝ひきこもり集団〟ね。

　ゲフン……俺達のことはひとまず置いといて……。

　だから特に難関と言われているクエをクリアして名声度を上げれば、ギルドの評判が一気に上がるってわけ。そうすれば自然と俺達のギルドに入りたいってプレイヤーが現れるんじゃないか？　というのが雫の出した案だった。

　騎士様との特別な挙式を獲得したい→ギルドランクＣが条件→ギルメン増やさないとランクが上がらない→名声を上げればギルドに入りたいって人が現れる→ランクが上がる→ヒヤッフゥーッ！　の図だ。

　雫にしては至し極ごくまともな案だった。

　そんなわけでその難関と言われているクエを攻略する為にこんな【アクトゥス山脈】くんだりまでやってきているってわけ。

　その目的が達成されたところで俺的にはなんのメリットも無いので、できれば進展して欲ほしくないんだけどね。

　じゃなんで参加してるのかっていうと、

　まあ……オンライン上で他に居場所無いし…………俺。

　あー…………えー……そうだ、今俺達が挑ちよう戦せんしてたクエストについて話しておこう。

　クエ内容は麓ふもとの住民からの依い頼らいっていう設定。

　山に魔ま物ものが巣くっているらしく、最近町にそいつらが頻ひん繁ぱんに入り込こんできて何人も死傷者が出ているから、その元凶を突つき止とめて一いつ掃そうして欲しいというもの。

　と、ここまで聞くとなんてことはない極ごく普ふ通つうの討とう伐ばつクエのように思えるが、

　このクエ、未いまだクリアしたことがあるプレイヤーはほとんどいないのだとか。

　だから名声を上げるにはもってこい！　って雫が言うもんだから、それでみんな乗り気になっちゃって……。

　で、その結果は見ての通り。

　全ぜん滅めつだ。

　敵は大量のスライム。負の念を溜ため込んだとされる色の黒い【アグリスライム】という名のモンスターで、一匹ぴき一匹はたいして強くないのだが、とにかく物量がハンパじゃなかった。

　一いつ斉せいに襲おそってきて、為なす術すべも無く埋うもれるように死ぬ。そんな感じ。

　このクエストの対象レベルは20から。ギルドの平均レベルからしたら余裕なはずなんだけど……どうやらそれだけで攻略できるってもんでもないらしい。

　ちなみにこのクエにチャレンジするのはこれで十二回目。

　十二回とも同じ場所で全滅していた。

　でもそれはさっきみたく雫が真面目にやらなかったからってわけじゃーない。それまでの十一回はみんな真面目にやってた。そりゃもう必死に。

　結婚への執しゆう念ねんって恐こわいよね！

　それでも結果が変わらないってことは、やっぱり噂うわさ通りこれが難関クエってやつなんだろう、と妙みように納なつ得とく。

「それでこれからどうするにゃん？」

　雫の隣で銀ぎん髪ぱつ猫ねこ耳みみ少女の幽体がそう言った。

　錬金術士アルケミストの【リコッタ】だ。

　言わずもがな中の人は俺の実じつ妹まい、鷺さぎ宮みや理り央おである。

「また麓の町からここまで歩いてくるのにゃ？」

「それはさすがに……あたしも結構疲れちゃったし……」

　姫は心底ヘトヘトな様子。そして力無く辺りを見回す。

「それにしてもなあに、ここ？　誰もいないじゃない。【蘇生リバイブ】かけてくれるようなプレイヤーくらい常にいなさいよね」

　相変わらず無む茶ちや苦く茶ちや言うなあ。

　確かに俺達の死体の周りはひどく静かだった。あれだけ大量にいたアグリスライムもこちらが全滅したと見るや蜘蛛くもの子を散らすようにいなくなってしまったし、狩かり場ばとしてもおいしくないのか他のプレイヤーの姿もまるで無い。

　たまに通りがかりの親切な人が蘇そ生せい魔ま法ほうをかけてくれる光景をＭＭＯではよく目にするが、こんだけ綺き麗れいさっぱり誰もいないとそれも期待できない。

　しかし、その上から目線発言はどうかと思うぞ？

　姫の相変わらずのお嬢じよう様さまっぷりに俺が閉口していると、雫が鼻先で笑って見せた。

「この程度で音を上げるなんてお笑いだな。これだからお嬢様はヤワでいけない」

「そうよ、お嬢様だからかよわいの。あんたみたいな庶しよ民みんと一いつ緒しよにしないで欲しいわ。なにしろナイフとフォークより重い物持ったことないんだから」

「それ自じ慢まんになってないよ？」

「うるさいわね！　【必中射撃イーグルシヨツト】で串くし刺ざしにするわよ？」

　俺がちょっと突っ込んだら全力で怒おこられた。

「あ、そうそうナイフとフォークの話が出たから丁度いいわ。この中でフォアグラを食べたことある人いる？　いないわよねーしょせん庶民なんだから。かわいそー、あたしなんか毎日食べてるわよ」

「ふん、あんなもの毎日食べたら高脂肪で体に悪いだろ」

　姫はムッとした表情を雫に向ける。

「そんなこと言って、食べたことないから負まけ惜おしみでしょ？」

「まさか、私はただそんなだらしない体にはなりたくないというだけだ」

「なっ!?」

　姫はアバターの体なんか見回してもしょうがないのに（しかも幽体）、慌あわてるように体をチェックし始めていた。

　そんな最中、リコッタが誇ほこらしげに胸を反らす。

「ふふん、リコッタはまだ食べたこと無いので勝ち組にゃりね。危あやうくぶくぶくになるところだったにゃん」

　まあうちではそういった食べ物はこれからも一生出てこないけどね。

　さて、そろそろ死体でいることにも飽あきてきた頃ころ合あい。

　俺は前に向き直る。

　眼前には宙に浮く半透明のウインドウがあった。

《所持金を半分にして記録ポイントまで戻もどりますか？　ＹＥＳ／ＮＯ》のダイアログだ。

　雫達たちがいまだ言い争っている中、俺はそっと口を挟はさむ。

「再チャレンジするかどうかは別として、そろそろ町に戻らない？　ここでこうしてても仕方無いし」

　すると、

「それは別にいいにょだけど……ちょっとその前にアレをなんとかしないといけないにゃ」

　とリコッタが目の前の地面を指差してそう言った。

　そこには俺達と同じ死体が転がっていた。

　ただ様子が違ちがうのは、ゆらりと立ち上っている幽体が白目を剥むいていたことだ。

「恐っ!?」

　この気持ち良さそうにふわふわと浮いているウェーブ髪がみの少女は、メイド服スタイルの装備が可愛かわいらしい暗殺者アサシン、【ましゅー】だった。

　どうやら寝ね落おちしちゃってるっぽい。

　いつものことだけど、こういうのはマジで心臓に悪いからホント止やめて欲しいなあ。

　で、どうしようか？

　幽体だと揺ゆすって起こせないのが欠点。だから俺は彼女の耳元で囁ささやいた。

「ましゅー？　起きてーみんな戻るよ？」

「……ん、んんっ………………はっ!?　じゅるっ」

　彼女は寝ね惚ぼけ眼まなこで目元をこすった後、状況に気づいてハッとなった。

　最後になんか、じゅるっとか聞こえたような気がするけど空耳ってことにしとこう。

「あっ、わっ、寝ちゃってました？　わたし」

「寝ちゃってましたね」

「あわわわわわ、すみません、すみません。ご迷めい惑わくかけちゃいました？」

「いや迷惑ってわけじゃないけど……大だい丈じよう夫ぶ？　ちょっと休んだら？」

「いえいえ大丈夫ですこれくらい。まだ三日目ですから」

「はい??」

　なんか聞き間違えた？

「ちょっと三日目ってなに？　三日目って」

「ですから、連続ログイン時間が三日目ってことですー。あ、もちろん放置とかじゃないですよー？」

　ましゅーはニコニコしながらそう言った。

「ちょちょちょちょっ!?　笑え顔がおで普ふ通つうにとんでもないこと言ってるよ!?」

「そんなことはないですよ？　最長記録は五日連続ですから三日なんてたいしたことないです」

「たいしたことあるよ!?　いいから寝ねて！　今すぐ寝て！」

「えー大丈夫ですよー？」

「というか、なんでそんなに長時間プレイする必要が？」

「やですねー、決まってるじゃないですかー。リエルちゃんがいつログインしてもお迎むかえできるようにって」

「どんだけ!?」

　こんな理由なら、

「俺、昨日二時間しか寝てなくてマジつれぇー。マジ二時間しか寝てねえし」

　とか睡すい眠みん時間の短さを自慢してくれた方がまだマシだった！

　ましゅーはいつものように微笑ほほえみ続けていた。それが余計に俺の背筋をぞわぞわさせる。

　俺をこんな気持ちにさせるのは彼女だけじゃない。

　周囲に目を向ければ、雫、姫、リコッタ。

　彼女らも同様だ。

　リエルである今の俺に対してはまだこんなもんだけど、騎士様の前では何をし始めるか分かったもんじゃない。

　女性耐性不全症候群ＦＥＤＳっていう特異体質がある身としては、どんな時も気が気でないのだ。

　ほら、そんなこと言ってるそばから隣にいるリコッタが俺の方に身を寄せてきた。（とはいっても幽体だが）

　彼女は得意気に尻しつ尾ぽを振ると、ましゅーに向かって言う。

「リエルの言う通りましゅーは寝てていいにゃりよ？　あとはリコッタとリエルでイチャイチャするから安心するにゃん」

「だから寝ないって言ってるじゃないですかー。ぷんぷん」

「あたしもそれには賛成だわ。あんた、ちゃんと寝た方がいいわよ」

「姫ちゃんまでそんな……」

「これは親切で言ってるのよ？　そんなに寝ね不ぶ足そく続きだとお肌はだに悪いでしょ？」

「えっ、お、おおお肌ですか!?」

「そうそうパンダみたいな隈くまだってできちゃうし、そりゃもう大変よー？」

「ぱぱぱぱんだぐまー!?」

　姫のその一言が効いたのか、ましゅーは頬ほおの辺りに両手を当てて、しきりに目元を気にし出す。

「ど、どうしましょー……もう慧太さんに顔を見せられないくらいになってたら……あわわわわ」

　ましゅーはブツブツと小声で何か言ってるが良く聞き取れない。対して姫はその横で小さくガッツポーズを決めていた。

　なんなのこれ？

　そこで唐とう突とつに雫が口を開く。

「まあ正直な話、この中で一番お肌がヤバイのは姫なのだが」

「ちょっ、何言ってんのあんた!?　それは聞き捨てならないわ！」

「あらー？　お肌が一番大変なのは姫ちゃんでしたかー。ならわたしは安心ですねーえへへ」

「なっ、なんでそれで納得してんのよ！　ましゅー！」

「この中で一番若いリコッタは、おばちゃん達と違ってそんな心配無用にゃりねー。にゅふふん♪」

「「「ギロリ」」」

　俺おれを除いた全員の鋭するどい視線がリコッタに向けられる。これにはさすがの彼かの女じよも殺気を感じたようで、猫ねこ耳みみを両手で押おさえてぶるぶると震ふるえ出す。

　言ってしまった後で後こう悔かいしても、もう遅おそかった。

　リコッタが救いを求めるような視線をこちらに送ってくるもんだから、俺は一つ溜ため息いきを吐ついた後、仕方なく割って入った。

「あーもう、こんな所で死体同士で話しててもしょうがないでしょ？」

「まあそれもそうだな。一いつ旦たん戻もどろう」

　いち早く雫が同意した。

「リエルちゃんがそう言うなら」

「ふん、ここ埃ほこりっぽいし、早く移動したかったのよね」

　ましゅーと姫ひめもそれに賛成し、残るリコッタは頷うなずきだけを返してきた。

　そこで俺はみんなを見み渡わたし再度確かく認にんする。

「じゃ、戻ろっか？」

「「「「おっけー」」」」

　全員合意のもと、俺はダイアログ上のＹＥＳをタップした。




×　×　×




　体が光に包まれて数秒後、ギルメンのアバターは山の麓にある町【プルム】へと転送されていた。

　目の前にあるのは町外れに建っている【記き憶おくの祠ほこら】と呼ばれる石版。

　大陸各所にあるこういった祠を事前にチェックしておくことで、もしも死亡した時には最後に記録した祠まで転送してもらえる。どんな職業ジヨブでも必ずお世話になる石版だ。

　ちなみにログイン時の復帰地点は祠ではなく、ログアウトした場所になる。

　死体から卒業してやっと自由の利きく体になった俺おれ達たちは、なんとなく体から伝わってくる感覚を確かめる。

　そこで姫が疲れたように、

「ふぅ……それはそうと散々だったわね。もうこのクエ、攻略は無理なんじゃないの？　ゲームバランス絶対おかしいし調整ミスかバグじゃないかしら。他のクエで名声上げたほうがよくない？」

「そうは言っても私達のギルドレベルでは一気に名声を上げるとなると、このクエ以外に無いぞ？」

　と雫。

　そもそも一気に上げようとすること自体問題あるわけで。

　それにしてもさっきのクエは、ホントどうやって攻略するんだろうなあ。

　指定エリアに入った途と端たん、尋じん常じようじゃない量のアグリスライムが襲ってきて、倒たおしても倒しても全然追いつかない感じだった。後方にはスケルトンらしきものも徘はい徊かいしてたし、どうやってあの先まで進んでいいのか全く糸口が掴つかめない。

　でもあれをクリアした人も少なからずいるわけで、何か別の方法でもあるんだろうなーきっと。

　そんなことを思っていると、ましゅーがハイハイと手を挙げ、それに対し雫が偉えらそうに発言を許可する。

「何だ、言ってみろ」

「あのスライムさん達がたっくさん発生してるせいで普ふ段だんより体が重いっていうか、何をしても反応が鈍にぶい気がしましたー」

「ふむ、そういえば行動しようと思ってからの遅ち延えんが酷ひどかったな。それが無ければもう少し善戦できたかもしれない。しかしあれだけのＭＯＢモブが大量発生してる状じよう況きようだからな。多少のラグが出ても仕方が無いだろう」

「でも、それとはちょっと違うような気がしたんだよねー」

「気がしたとは何だ？」

　俺が反論すると雫は不服そうな顔をした。そこへリコッタが飛び出してきて、

「リコッタもリエルと一緒でそれとは違う変な感じがしたにゃりよ」

　二人が揃そろってそんなふうに言うもんだから、雫は少し考え込んで――

　何かひらめいたように手の平の上で拳こぶしを打った。

「そうか、これはアレだ。きっとクジョータイマーというやつだ」

「「「クジョータイマー？」」」

「クジョー・コンピューター・エンターテイメントＫ．Ｃ．Ｅの電子機器は、ある一定の期間使用すると不具合が生じる確率が高まると某ぼう所しよで良く言われているではないか。大方ＥＳＧ内部にある神経伝アーテイフイ導体シヤルセンス辺りで接せつ触しよく不良でも起こしているのだろう」

　ＥＳＧっていうのはゼクスをやるのに必ひつ須すなヘッドギア型次世代デバイスだけど、それに不具合？　俺、結構丁てい寧ねいに扱あつかってきてるつもりだけど、そんな簡単に壊こわれちゃうもんなのかなあ？　でもタイマーだから関係ないのか？

「あるわけない！　そんなことあるわけないわよ！」

　突とつ然ぜんそんな大声が近くで上がったもんだから、俺を含ふくめみんなが目を丸くした。

　そこには眉まゆの吊つり上あがったいつもの表情とは違い、必死な形相の姫がいた。

　それを雫は訝いぶかしげに見ている。

「なんだ藪やぶから棒ぼうに。鼓こ膜まくが痛いじゃないか」

「クジョーの製品に限ってそんなことは無いって言ってるの！　クジョーを馬ば鹿かにしないでよね！」

「なんでそこまでクジョーの肩かたを持つのだ？」

「当たり前でしょ！　それはあたしのパパんの会社なんだから！　……って、はっ!?」

　姫は言ってしまってから一いつ瞬しゆん、

「しまった！」

　というような顔をした。もう遅いけどね。

　そこで俺は以前、姫から本名を聞いていたことを思い出す。

　確か――九く條じよう妃き梨り。

「そういえば姫って苗みよう字じが、九條だったよね？」

「そ、そうよ。悪い？」

「いや悪くはないけど……」

　いつにも増して突っ掛かかるような物言い。それが妙に引っかかる。

「それにしてもＫ．Ｃ．Ｅって言ったら九條グループの一つだけどすごい大企業じゃない。そこの社長さんだなんて――」

「誰だれがＫ．Ｃ．Ｅの社長だなんて言ったの？　パパんは九條グループ全体の社長よ」

　もっとすごかったーっ!!

「えええっ!?　九條グループって言ったら鉄鋼、石油、通信、化学工業、自動車、建設、他ほかにもたくさんあるよ？　それ全部のトップってこと??」

「ふっ……もちろん。恐おそれ入いった？」

　ウンウンと俺は頭を縦に振ふる。すると彼女は嬉うれしそうに頬を赤らめた。

「姫ってホントにお嬢様だったんだね！　って前にも言ったような気がするけど」

「やっとあたしの気高さに気づいたようね。さあ庶民よ、あたしを敬い崇あがめなさい」

　姫が祠に片足をかけ、胸を張っていい気になってると雫が冷めたように言葉を吐く。

「虎とらの威いを借る狐きつね……いや、この場合はウサギか」

「……なっ!?」

　図星なので姫は固まって動かなくなってしまった。

「恥はずかしい奴やつだなあ。親の力をまるで自分の力のことのように誇こ示じするとは」

　雫の肩に乗っている彼女の使し役えきモンスター【すあま】も同調するように「ふきゅう」っと鳴いた。

「あっ、あたしはただ、クジョー製品の質の良さを言いたかっただけで……ば、ばかぁ！」

　姫はさっきまでの踏ふん反り返りっぷりはどこへやら。言い返す言葉が見つからず、そのうち顎あごの先から頭の天てつ辺ぺんまでを真っ赤に染め上げてその場でちっちゃくなって屈かがんでしまった。

「でも姫の言う通り、ＥＳＧに不具合がある可能性は低いと思うよ？　だって全員が同時にそんなことになるなんてちょっとタイミングが良すぎるもの」

　そんなふうにフォローを入れた俺のことを姫がキラキラとした瞳ひとみで見ている。

　雫はなぜだかそこで、

「ふん、私は可能性の一つを指し摘てきしたまでだ」

　と言って急に不ふ機き嫌げんになってしまった。

　何がしたいんだろうね？　この人は。

「あのー……」

　そこでましゅーが遠えん慮りよがちに雫に尋たずねた。

「それでこれからどうします？　またあのクエに再さい挑ちよう戦せんします？」

「もちろんだ。一刻も早く〝特別な挙式〟を手に入れなければいけないのだからな」

「それが手に入れられた頃ころにはリエルも騎き士し様さまでログインできるようになってればいいにゃりね」

　ぎくっ！

　リコッタの発言に俺の心臓は強く脈を打った。

　俺のもう一つのアバターである騎士様は現在メンテナンス中でログインできないってことになっている。もちろんそれは本当のことなんだけど……。

　五分間だけ騎士様のアカウントに切きり替かえられるあの反則チートアイテム、【暁天の鍵デイブレイク・キー】。

　その存在がちとまずい。

　あんなのが公おおやけになったら運営側からお咎とがめがありそうだし、数分だけど騎士様になれるって事がみんなに知れたら、そりゃもう騒さわぎ立たて始めるのに違いないからだ。

　それに姫にはこの事バレちゃってるし……。その辺はなんとなく誤ご魔ま化かしていきたいところなんだけど……。

　て、そんな時分に姫と目が合っちゃった。

　向こうは意味ありげな視線を送ってくるけれど、それ以上何かするってわけでも無く、暁天の鍵デイブレイク・キーのことをみんなに話す様子も無い。

　よく分かんないけど、ひとまずは安心ってことか??

「では準備でき次し第だい、再出発ということで」

「はいですー」

「はいにゃ♪」

　雫に続いてましゅーとリコッタが高らかに返事をする。

　俺としてはまたあの長い道のり（しかも山だから斜しや面めん）を歩いて行くのかと思うと気が滅め入いってくる。そもそも攻こう略りやくへの作戦を何も立てずに向かってもまた同じ結果になるだけだってのに。

　でもこうやって冒ぼう険けんするのも我わがギルドにとっては久しぶりのことだし、やってて楽しいのは事実だけど。

　問題はクエ攻略の目的だ。それがあるからモチベーションが酷く上がらない。

「ねえ今日はもう遅いからやめようよー。しかもこれで十三回目でしょ？　いい加減疲つかれてこない？　それに攻略の目め処ども立ってないし、先に作戦を考えた方がいいんじゃないのかなあ。いや、むしろ作戦を立ててもこのクエは無理かもねー。まったクリアできる気がしないし、さっき姫も無理じゃないかーって言ってたよね」

「そんなことないわよ」

「ええええっ!?　だってさっき」

　今の今まで屈んでいた姫は意い気き揚よう々ようと立ち上がってそんな事を言い出した。

「は？　早くギルドランク上げないと〝特別な挙式〟の限定枠わく逃のがしちゃうでしょ」

「……」

　言ってる事がコロコロ変わりすぎだろ。俺はもうついていけないよ？

　そんなふうに思いながら疲れ切った顔を表に出してしていると、雫が何かおかしなことを言い出した。

「そんなに疲れたというのなら温泉なんかどうだろうか？」

「おんせん??」

「さっきクエに向かう途と中ちゆうに通っただろ。あの山には温泉が湧わき出でている所があって、実際に入浴できる場所があるらしいぞ。神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスのおかげで温かさも感じることができるし、リフレッシュするには最適だ。なのでリエルは私と一いつ緒しよに入るがいい」

「こ、混浴!?」

「なにを言ってる。私達は女同士じゃないか、恥ずかしがることはないぞ。無論その際は〝真っぱ〟だが」

「入浴スタイルとか聞いてないからっ！」

「わー温泉ですかーいいですねー。わたしも一緒に入りますー」

「ましゅー!?　あのね、少しはこう恥じらいってものを……」

「え？　なんでですか？」

「いくらヴァーチャルでもそれはその……とにかくまずい！　まずいからっ！」

「リコッタはまずくてヤバイのは大だい歓かん迎げいにゃん」

「そっちが大歓迎でも、こっちが歓かん迎げいしてないのっ！」

「ちょっと、あんた達だけで盛り上がらないでよね。あ、あたしも一応、行くんだから」

「ちょっ姫!?　別に盛り上がってないから！　無理に行こうとしなくていいから！」

　そこで俺の意志を無視して雫が勝手にまとめに入る。

「では温泉に寄りつつクエ再挑戦ということで」

「「「りょーかーい」」」

「えええーっ！」

　そんなわけでクエストに余計な寄り道がプラスされてしまった。

　早さつ速そくギルメン達はこれから行くクエと温泉の為ために必要なアイテムを買いに走ったり、それぞれにステータス画面を開いて道具の整理や準備を始める。

　そんな中、姫が顔を赤らめながら俺に聞いてきた。

「ねえリエル。やっぱり温泉は水着不可かしら？」

「リアルでは普ふ通つう駄だ目めだと思うけど……ってそうじゃなくって！　そんな心配するなら行くの止やめようよ」

「つまるところそれは……全ぜん裸らがいいってことよね？」

「どうやったらそう捉とらえることができるの？　ねえ、どういう思考で？　良かったら教えてくれないかなあ」

「湯ゆ煙けむりの中に見みえ隠かくれするあたしの肢し体たいをなぶるように視し姦かんしたいってことでしょ？」

「そんな話いつした!?」

「ＢＤ版なら不自然な湯煙とか透とう過か光こうとかが解禁だったのに残念ね」

「何の話!?」

　もう、久しぶりに頭痛くなってきちゃったよ。

「で、でもね……」

　今までおかしなことを言ってた姫が、そこで急にモジモジと体をくねらせ始めた。

　な、なんなんだよ一体!?

　赤い顔した彼女は、目を伏ふせてこちらに視線を合わせないようにしていたが、そのうちチラチラと俺のことをうかがい始める。そして、

「リエルなら……〝約束〟をしてくれたリエルなら……あっ、あたしのぜんぶ、みみみみせても……いいわよ？」

「ぜっ、ぜんぶってなに!?　ぜんぶってっ!!」

「それをあたしに言わせたいの？　相変わらずね。なら言うけど、この」

「いいいいいぃぃぃわなくていいから！」

「なによ、そっちから聞いてきたクセに」

「無し無し！　今の取り消し！」

　ほっといたら何を言い出すか分かったもんじゃない。

　姫は口を尖とがらせ頬を膨ふくらまし、そっぽを向いてしまった。

　それはそうと、さっき姫が口にした中に気になる言葉があった。

〝約束〟

　それは前に【カエルラ鍾しよう乳にゆう洞どう穴けつ】で、いかさま臭くさい剣士ソードマンと魔道士ソーサラーに襲おそわれている彼女を助けた時にも聞いた言葉だ。

　あの日からずっと俺にメールを寄よ越こし続けているユーグからの文面の中にも、関連があるんじゃないのかと思える内容のものがあった。

　それがもし姫が送ってきたものだとしたら……。

　俺はチラリと横目で彼女を見やる。当の本人は明後日の方向を向いていまだプリプリとしたままだ。

　うーん……。

　それにしても約束の内容がまったく思い出せない。

　そもそもそれ自体いつしたのかも分からない。

　ホントに俺、なんか約束したのか??

　ぬぬぬぬぬっと悩なやんでいると、いつの間にか準備を終えたギルメン達が俺達の周囲に集まっていた。

　あとは雫が放つ出発の号令を待つのみといった感じ。

「どうやら整ったようだな」

　そう言って雫が全員を見渡す。

　ましゅーとリコッタは元気良く返事をし、姫はそれほど準備しなくても間に合っていたみたいで、

「もちろんよ」

　みたいな表情を雫に向けている。

　俺はなんも準備してないけど……ま、いっか！

「では出発する」

「「「おー」」」

「おー」

　やる気満々な声の中に、弱々しい俺の声が混じって消える。

　雫を先頭に、みんなまるで遠足に向かうみたいな面おも持もちで意気揚々と歩き出す。

　俺は道程を思い出すだけでだるーくなってくる。加えて温泉なんていう不安材料もあって足が重いのなんのって。

　そんな俺の思いが通じたのかなんなのか、不意に事件はやってきた。

　それはプルムの町から出ようというその時だった。

　俺の前を歩いていた姫の体に突とつ如じよノイズのようなものが走り始めたのだ。

「えっ……!?　なにこれ……？」

　彼女自身も自分の身に何が起こっているのか分からないようで、手や体を見回しながら戸と惑まどっている。

「どうしたの??」

　俺は心配になって彼女に問いかける。それで他のみんなも気づいた。

　足を止めたみんなは不思議なものを見るような目で姫の様子を見守っている。

　そこで雫は一人、眉をひそめた。

「なんだ？　やはりＥＳＧの調子が悪いのではないか？」

「はッ……!?　あ……た、な……ってんの！　ち……て……しょ！」

　姫の状態は見る間に悪化してゆき、まず音声が途と切ぎれ途切れになり始めた。どうやら怒おこっているということだけは判別できたが、分かるのはそれだけ。
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「おーい、何を言ってるか全然わからないぞ？」

「……ハ!?　……ッ……ス！」

　ニヤニヤした雫がからかうように言うが、姫の音声はそれで完全に途と絶だえてしまった。

　ノイズ混じりの姫アバターは瞬まばたきもせずに硬こう直ちよくし、フリーズ状態。

　数秒間そのままの状態が続いた後、まるで煙けむりのように目の前から消えてしまった。

「あ、落ちたにゃん」

「回線の調子でも悪いのですかねー？」

　リコッタとましゅーがそう言った。

　まあネットワークを介かいしている以上、こういうことはたまにある。

　それはゼクスと使用してるプロバイダーとの相あい性しようだったり、ゲームプログラムのバージョンアップで出てきたバグだったり、回線の混こみ具合だったり、電磁波など周囲環かん境きようからの影えい響きようだったり、原因は色々。

　だからあんまり頻ひん繁ぱんに落ちるなんて事がなければ、特別気にするようなものでもない。

「待っていればそのうち戻もどってくるだろ」

　雫の言うとおり、みんなも俺もそう思っていた。

　数分もすれば、

「あーむかつく、なんで落ちんのよ。あたしに手間をかけさせないでよね」

　とかなんとか文句を言いながらログインしてくるだろうと思っていた。

　そんな姫の姿が容易に想像できた。

　だけど、

　姫はやってこなかった。

　五分待てど、十分待てど、まったくその気配がない。

　最終的に一時間待ってみたが、姫はログインしてこなかった。

「この私をこんなに待たせるとは、あとでこの分の借りを返して貰もらわないとな」

　雫は足先でリズムを刻みながらイライラとしていた。

「落ちたらめんどくさくなっちゃって、そのまま寝ねちゃったんじゃないのかにゃー」

「うむ、自分以外の人間の都合など何とも思わないあいつなら有り得るな」

　リコッタの言うことに同意する雫。

　でも姫は落ちる前、クエスト＆温泉へ行くことを楽しみにしてたよな？　なのにそのまま戻ってこないなんてことがあるだろうか。彼かの女じよの性格からしてどうだろう？

　そんなことを思っていると、ましゅーが遠慮がちに手を挙げた。

「とりあえずこのメンバーで出発しますー？」

　するとリーダーである雫が首を横に振った。

「いや、この人数で行ってもあのクエは無理だろう。それに、うさっころをいじる楽しみも無くなってしまったしな。今日はこれで解散しよう」

　それって姫いじりが目的の大半を占しめてるんじゃ？

　日ひ頃ごろの姫に対する雫の行動をぼんやり思い返していると、いつの間にかみんながログアウトの準備をしている事に気がついた。

「仕方ないにゃー。今日はこれで落ちるにゃん」

「ああ、私もこれで落ちる。ではリエル、また明日」

「えっ、あれ？　ちょっと？」

　目の前でエフェクト光が飛び散り、彼女らの姿が消えた。

　俺おれはあんまりあっさりログアウトしてしまったリコッタと雫に呆ぼう然ぜんとする。

　いやね、もうちょっとくらい姫ひめを待ってあげててもいいんじゃないかなーって思ってただけなんだけど。

　でも背後にイヤーな視線を感じて、俺もそろそろ落ちるか！　という気になった。

　その視線の主はましゅー。

　彼女は微笑ほほえみを絶やさず、首を傾かしげた。

「リエルちゃんは落ちないんですかー？」

「ましゅーこそ落ちないの？」

「わたしはリエルちゃんがログインしてる限り、ずっとここにいますよ。えへへ」

「えへへ、て！　もう休んだほうがいいよ？　自分も落ちるからさー」

「そうですかー……残念ですけど仕方ないですね。それで明日は何時頃いらっしゃいますか？」

「えーと、明日は多分……って、その時間聞いてどうすんの？」

「もちろん、その時が来るのをこの世界で指折り数えて待ってるのですよ？」

「いいから！　待ってなくていいから！」

「だって、誰よりも早くリエルちゃんに会いたいじゃないですかー」

「それなら、ログインしたらすぐにダイレクトメッセージで教えるから！　それでいいでしょ？」

「え？　真っ先にわたしに教えてくれるんですか？」

「うん」

「誰よりも？」

「うん」

「わー♪　それならさっそく携けい帯たいに通知転送するように設定しておきますー」

「え……ああ、はいはい」

「それなら今日は落ちますー」

「うん、そうしてそうして」

「それじゃあ、リエルちゃん、おやすみなさいですー」

「おつー」

　なんかいつにも増してニコニコしてるなあ……。

　でもこれで彼女もゆっくり休んでくれることだろう。

　ましゅーは俺に向かって深くお辞じ儀ぎをする。すごく丁てい寧ねいな別れの挨あい拶さつだった――が？

「……」

「……」

「ちょっと！　なんで落ちないの!?」

　俺は少し声を荒あららげて言った。別れの言葉を言った二人が向き合ったまま一分も沈ちん黙もくしてればそうもなるってもんだ。

「で、でもぅ……リエルちゃんが落ちないからー」

「わ、わかった、わかりました！　こっちが先に落ちるから、ましゅーはちゃんと休んでね？」

「はいー」

　そんなことだから、俺一人でもう少しだけ姫を待つなんていうのは叶かなわなかった。

「じゃ、ホントにおつー」

「おつですー♪」

　俺はましゅーの笑え顔がおに見送られ、ログアウトのエフェクト光に包まれた。

　本当に彼女は休んでくれただろうか？　と心配しつつ――。




×　×　×




　◇　オフライン　◇

　俺はゼクスをログアウトしてすぐに、携帯から姫にメールを送った。

　内容は「何かあったの？」的なもの。

　送ったあとで、別のメール着信があることに気づく。

　受信時刻は俺がログアウトするより少し前。




［件　名］口くち惜おしい

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《僕ぼくは非常に残念だよ。温泉楽しみだったのに》




　いつものアイツからだった。

　これ、もう最近じゃあ慣れっこになってきて、適当に読み流すクセができ上がっていた。

　それにしても今回は文章短いなあ。

　温泉がそんなに楽しみだったのかよ。もうランク上げより、メインがそっちになってるじゃん。

　とかブツブツ言いながら携帯をベッド脇わきに放ほうり、その日はそれで寝ねた。

　明日も普ふ通つうにやってくるしね。

　それから学校行ったり、バイトしたり、俺はいつもの日常を送ってたんだけど――

　違い和わ感かんを感じ始めたのは、その晩から数日経たってのことだった。

　あれから姫がゼクスにまったくログインしてこないのだ。

　それは毎晩欠かさずログインしていた彼女からすると珍めずらしい出来事。

　最初は「まあ、そんな事もたまにはあるよね」という感じであまり気にしてなかったんだけど、それが四日、五日と続くとさすがに不安になってくる。

　はっきりと事態の異常さを自覚した決め手は、普ふ段だんとは違ちがう日常がオンラインだけでなくリアルにも現れたことだ。

　俺のバイト先である喫きつ茶さロープレにも顔を出さなくなっていたし、近ちか頃ごろでは通学路で待まち伏ぶせしてるのが習慣化してたのに、あの日を境にその姿をとんと見かけなくなっていた。

　そういえば姫が強制切断されたあの日、すぐに携帯からメールを送っていたんだけど、それの返事もいまだ返ってきていない。

　勇気を出して直電してみたりもしたけど、

《おかけになった電話は、お客様の都合によりお繋つなぎできません》

　なんてアナウンスが流れる始末。

　こうなってくると現実リアルでの姫の身に何かあったとしか思えない。

　なんだか心配で、いてもたってもいられない。

　あとは直接様子を見に行くくらいしか残されてないけど、それは俺にとってハードル高すぎだ。

　だけど良く考えたら、そもそも彼女の家の場所なんて知らないんだよね。

　以前、住所録を作ろうと言われて姫から渡わたされた用紙は婚こん姻いん届とどけという罠トラツプだったし。

　なんだかんだで今の俺にできるのは状じよう況きようを見守るという事しかなかった。

　で、その見守り続けた数日間、

　結局姫のログインは一度たりとも無かったわけで……。







＃02【お嬢じよう様さまの気品がヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　休日、自宅。

　本来ならバイトがある日だけど、今朝突とつ然ぜんマスターから連れん絡らくがあって、

「今日はやる気が出ないから休業」

　とか言ってきた。

　気分でお店閉めちゃうとかいいの!?

　などと文句を言っても仕方がない。あのマスターだし。

　そんなわけで久しぶりのゆったりとした休日がやってきた。なにしろ毎晩遅おそくまでゼクスをやってるから慢まん性せい的てきな睡すい眠みん不足。だから休みになったのをいい事に二に度ど寝ねしてしまった。

　それにしても起きなきゃいけない時はものすごく億おつ劫くうなクセに、寝てていいよーと言われた途と端たんに眠ねむくなくなるのはなんなんだろうね？

　あんまり深くないぼんやりとした意識の中で、そういえば昨晩も姫の姿見かけなかったなーとか考えちゃったり。

　それでもなんとかうつらうつらと眠り、のそのそと起きだした頃ころには昼だった。

　着き替がえて自室のある二階から一階に降りる。すると台所の方からなんだかいい匂においがしてきた。

　香かおりに誘さそわれるようにダイニングへと続くドアを開けると、テーブル上に美味おいしそうな料理が並べられていた。

　匂いの正体はそこにあるパスタからだった。

「あ、にぃ♪　おはようにゃん」

　俺がパスタをじっと見ていたら、キッチンの方から声がした。そこにはエプロン姿のリコッタ……じゃなくて、理り央おがいて、サラダボウルを両手にニコニコとしていたのだ。

　俺はほんの一いつ瞬しゆんだけ戸惑った。

　相変わらず彼女はリアルでも銀ぎん髪ぱつ猫ねこ耳みみなもんだから、時々ここが現実だかゲーム世界だか分からなくなってしまうことがあるのだ。

　あれだけはいつまで経っても見慣れないなあ……。

　と、心の中で苦笑いをしていると、理央はサラダボウルをテーブルに置いたあと、嬉うれしそうに俺の顔をのぞき込んできた。

「そろそろ起きてくる頃だと思ってお昼ひる御ご飯はんを作っておいたにゃん♪」

「え？　お？　あれ？　これ、理央が??」

「そうにゃりよ？　なんでそんなに不思議なものを見るような目でリコッタを見るにゃん？」

「え、いや、お前が料理作るとこなんて初めて見たからさ。そういう事もできるんだーと思って」

「失礼にゃりねー、料理くらいできるにゃん」

「それにしても急じゃないか。なんでまた？」

「ふふん、これからはにぃの妻として立派に家事をこなしていかなくてはならにゃいから、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようにゃん」

「え？　誰だれが誰の妻だって？」

「だからリコッタがにぃの妻にゃん！」

「……」

「あれ？　にぃ??　新しん婚こん旅行の行き先でも考えてるのかにゃ？」

「んなわけねえ！」

　この妹ダメだ、ダメすぎる。

「まあまあ、それは食事をしながら二人で楽しく考えるにゃん」

「いや考えないから！」

「でも料理は食べるにゃりよねー？　せっかく作った料理が冷めちゃうしー」

「そ、それは一理あるが……」

「じゃ、ほら座すわってにゃん」

「えっ、おい」

　俺は押おし切きられるように背中を押され、無む理り矢や理り席に着かされる。

　目の前には夏野菜をたっぷりと使ったトマトソースのパスタと、彩いろどり綺き麗れいなグリーンサラダがあった。見るからにうまそうだ。

　ゴクッと喉のどが鳴る。

　そういや昨日の夕飯から何も食べてないんだもんなー。

　空腹には勝てず、俺はそいつに手を出すことに決めた。別に食べたからって何があるわけでもないし。あるとすれば理央が新婚旅行の話題を振ふってくることくらい。それなら新婚旅行の「し」の字が出た時点で全力無視を決め込めばいいだけだ。

「じゃあ……いただこうかな」







[image: ]







「どうぞにゃん」

「と、いきたいところだけど……なんでお前そこに座ってんの!?」

　理央は俺の隣となりにピッタリと椅い子すをくっつけて、食べようとする姿をじっと見守っていたのだ。

「これはほら、この場所じゃないとにぃのお世話ができにゃいから」

「お世話だと？」

「たとえば〝あ～ん〟とか、お口の周りを拭ふいてあげたりとか色々あるにゃん」

「んなことしてもらわなくても一人で食えるから！」

「もちろんそんなことは分かってるにゃりよ。これは心からの愛情表現にゃん」

「もっといらねえぇぇっ!!　というかホントに冷めちゃうぞ？　ほら、お前はあっち」

　そう言って俺が向かい側の席を目で示すと、彼女は渋しぶ々しぶそこに座った。

「しょうがないにゃりねー。にぃは照れ屋さんだから。にゅふふふふふ」

「ぐぬ……」

　喉のど元もとまで言葉が出かけたが、俺はグッと我が慢まんして手元のパスタにパクついた。

「う…………うまい!?」

「そうにゃりか？　それはよかったにゃん」

「いやあ、これはなかなかいけるよ？　驚おどろいた」

「まあパスタゆでて、市し販はんのレトルトソースかけただけにゃんだけど」

「ぶふっ!?」

　なんだ？　素す直なおに感動した俺はなんだ？

「でもこっちのサラダはさすがに手作りだろ？　ほら、むしゃむしゃ、このドレッシングなんか、むしゃむしゃ、素そ朴ぼくで家庭的な味がして……」

「もちろんそれはリコッタが作ったにゃりよ。野菜千切って、酢すかけただけにゃけど」

「ねえ、それちゃんと洗ったよね!?　野菜洗ったよね!?」

　花嫁修業とか言って張り切ってたから、もうちょっと手の込んだものかと思ってたけど、俺の思い込みだった！

　一いつ旦たん食事の手を休めて息を吐つく。

「お前のそういう大おお雑ざつ把ぱなところ、相変わらずだよなー。友達とかにも何か言われたりしない？」

　俺はただ日常会話の一つとして言っただけだった。

　なのに目の前の理央は急に暗い顔になってうつむいてしまった。

「どうした？　俺、なんかまずいこと言った？」

　コトッ。

　そこで理央は静かにフォークを置いた。

「にぃは忘れたにゃりか？」

「な……なにを？」

　気まずい沈黙。

　俺は無意識に何かとんでもないスイッチに触ふれてしまったのか？　思い返してみてもどこにそれがあるのか分からない。

「……ニャ……に……る」

　不意に彼女が何か言い出した。でも下を向いて小さな声でもにょもにょとしゃべるから全然聞き取れない。

「え、なんて？」

　そう聞き返したのが最後だった。

　理央は表情を隠かくすようにうつむいたまま立ち上がった。でもなんとなくその顔が哀かなしみに包まれているのは分かる。そして瞳ひとみにはうっすらと涙なみだが浮うかんでいるようにも見えた。

　そんな彼女は席を離れる際、椅子の脚あしに爪つま先さきを引ひっ掛かけて一度、

　びたーん！

　と見事に転ぶも、こちらが心配する余地も与あたえてくれず即そく座ざに立ち上がる。

　そして、

「ニャニャ星に帰る！」

　と言い残して部屋を出て行ってしまった。

　ドタドタと二階に駆かけ上あがる音。

「ニャニャ星って……おいっ！」

　そんな星がどこにあるのか知らないが、彼女をこのまま放って置いていいってわけでもなさそうだ。

　俺は階段の下まで行き、そこから上に向かって呼びかける。

「おーい、理央？　何か気に障さわったことがあるなら謝あやまるからさーっておわっ!?」

　俺は思わず仰のけ反ぞって退いてしまった。だってそこには――

　パンツがあったんだから。

　しかも色は白で、小さなネコちゃんが前の方でニコッと笑ってた。

　て、そんなことはどうでもよくて！

　二階から折り返すように戻ってきた理央は、直視できない俺を他所よそに玄げん関かんから飛び出して行ってしまった。

　その手には大きなバッグとＥＳＧがあったように見えたけど……。そんなもん持ってどこへ行こうっていうんだ？

　ああ、ニャニャ星か。

　いや、そうじゃなくて！

　俺は急いで理央の後を追いかけた。

　だけど家の前の通りに出た時には、もう彼女の姿はまったく見えなくなっていた。

　……足早過ぎるだろ。

　俺は辺りをうろうろとしてみたが、どっちに向かったのか全然見当がつかない。

　あのうっすらと涙を浮かべていた目と、悲しそうな顔を思い出すと心配でならない。ちょっと前まで二年近くも家に居付かなかった前歴があるから尚なお更さらだ。

　またこのまま帰ってこないんじゃないのかと不安だけが募つのる。

　とにかく駅の方にでも行ってみようか。

　そう決めて行き先を定めた足が動き出した直後、携帯が鳴った。




［件　名］ごめんにゃん <(_ _)>

［差出人］リコッタ［nyanya_rico@pocomo.co.jp］

［宛　先］慧けい太た［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《にぃ、いきなり取り乱してゴメンにゃん。

　ちょっと驚いちゃっただけにゃり。

　落ち着いたらすぐ帰るにゃん。だから心配しにゃいでね》




　そんな内容のメールだった。

　それでひとまず安心したが、〝驚いた〟ってなんだろう？

　なんか俺、そんなふうになるような事言ったかなあ……。

　とにかくそれは彼女が家から飛び出すほどの事なわけで……。

　うーん……。

「あー分からん」

　ここで考えていてもしょうがない。とりあえず家に戻ろう。理央の方もひとまずは大だい丈じよう夫ぶっぽいしね。

　俺はとぼとぼと自宅に戻り、そういえばさっきのパスタ食べかけだったなーとか、理央の分どうしようとか、もったいないから全部食っとくか、とか、考えながらダイニングに入った。すると――

　食べかけの料理が載のるテーブルの周りでゴソゴソと蠢うごめく人ひと影かげが！　まさか……

　泥どろ棒ぼう!?

　俺は不ふ審しん者しやに気づかれないように咄とつ嗟さに物もの陰かげに隠れた。

　現在両親は仕事で外だし、朝から我わが家やには俺と理央しかいなかった。

　なのにそこに知らない人間がいる。

　推測できるのは俺と理央が家を飛び出した後、蛻もぬけの殻からになっていた所に侵しん入にゆうしたんじゃないのかって事くらい。

　それにしても大だい胆たんな犯行。この肝きもの据すわり具合からして相当な凶きよう悪あく犯はんである可能性が濃のう厚こうになってきたぞ……。

　そう考えると途端に心臓がバクバクとしてくる。

　でも……良く見たらこの泥棒、泥棒というには随ずい分ぶんと華きや奢しやで可愛かわいらしい。

　スカートなんか超ちよう短みじかくて、とても犯行に適した格好じゃない。

　髪かみは長くて茶色い巻き髪で――――

　ってあれ？　この感じどこかで…………もしかして、

　美み咲さきさん!?

　物陰からチラチラと確かく認にんしてみたけど、やはりそれはクラスメイトの工く藤どう美み咲さき、その人だった。

　彼女はここ最近、俺の周りでうろうろとしていて非常に困ってるんだよね。

　で、彼女何してんだ？

　俺は物陰を伝いながらちょっとばかり近付いて様子を探さぐってみる。

　すると彼女はテーブルの周りで息いき遣づかい荒く、何か独り言を呟つぶやいていた。

「こ、これが、鷺さぎ宮みやくんの使ってたフォークかー。こんなにトマトソースが付いちゃって……ハァハァ……これはナプキンに包んで回収だね。それとこれが、食べかけのパスタ！　ハァハァ……このぷつんっと切れた端はしに鷺宮くんの唇くちびるが触れたんだ。こ、これも、サンプルとして回収っと♪　んふふ……」

　何してんだあああああああっ!?

　俺は思わず叫さけびそうになったけど、なんとか堪こらえる。

　だってあまりにアレすぎて、突然出て行ったら何されるか分かったもんじゃないからだ。

　今も美咲さんの手には検体採取とばかりにパスタを挟はさんだピンセットと、それを入れる為ためのタッパーがあった。

　そんな恐こわい人、正面から相手にしたくないでしょ？　普通。

　でもこのままにしておくわけにもいかないやーね。

　そこで俺は彼女を撃げき退たいするとある方法を思い付いた。

　気づかれないようにカウンターキッチンの中に入り、冷れい凍とう室しつから氷の入ったトレイをまんま引き出して、それを持ったまま彼女の背後に忍しのび寄よる。

　都合のいいことに美咲さんは目の前のものに夢中でこちらの存在に全然気づいていない。

　タイミング的には今だ。

　俺は彼女の襟えり足あしの辺りからトレイにあった氷を全部注ぎ込んだ。

「わふひゃあぁぁぁっ!?」

　案の定、美咲さんは甲かん高だかい声を上げてその場で飛とび跳はねた。

「ひにゅうぅっ!?　ひゃっ、ひゃにこれっ!?　つ、つ、つつつつつつつめつめつめたいぃぃぃっ!!　とととととって、とととって、早くとってよぉぉぉっほっほっほっほっ……ふぉぉぉぉぉーっ!?」

　そのうち絶ぜつ叫きようしながら床ゆかでのたうち回る。

「……」

　予想以上に効果有りで、仕し掛かけた俺の方が困こん惑わく。

　そのうち彼女の様子が段々おかしくなってきて……

「も、もうだめっ、だめっ、しっ、しんじゃう！」

　そう言いながら、あろうことか着ていたシャツを脱ぬぎ始めた。

　両手でシャツの端を持ってめくり上げ、形のいいおへそが露あらわになると同時に氷がバラバラと音を立てて床に落ちる。

「うぼっ!?」

　こんな所で不意に俺の中にある女性耐性不全症候群ＦＥＤＳが頭をもたげる。

　目の前が少し霞かすんでクラッときちゃった。

　だって薄うすピンク色のブラがちょっと見えちゃってるし！

　俺は慌あわてて顔を背そむけた。

　でもそれで美咲さんもようやく状況が冷静に判断できるようになったらしく、

「えっ……？　あれ？　さ、鷺宮くん!?　いつ戻もどってきたの？」

「そ、そんなことはいいから早くしまって！」

「しまう？　………………………………………………………………っ!?」

　そこで自分がどんな格好でいるのか今さらながらに気づいたようだ。

「ひゃいっ!?　鷺宮くんのエッチ!!」

「って、自分で脱いだんでしょが！」

　とは言ってみたものの、元を正せば俺のせいか！

　なんていう自じ爆ばく!?

　背後でゴソゴソと衣きぬ擦ずれの音がする。

　それを待つ間、俺おれの心臓はドキドキしっぱなしだ。

「もういいよ」

　そんな声がして、俺は前を向く。

　そこにはシャツの裾すそをギュッと掴つかんだまま床にぺたんと座っている美咲さんがいた。

　頬ほおは赤く、瞳にはうっすらと涙が浮かんでいる。

　その姿はなんだか穢けがれのない純な女の子に見えて……。

　あれ？　美咲さんってもっとこうビッチっぽいイメージだったけど……なんかいつもと違うなあ。見た目はそれっぽく飾かざり立たてているし、周りにいる友達もそんな系統の人達だったからそう思い込んでただけか？

　それはそうと肝かん心じんなことを忘れていた。

「それで美咲さんは俺んちに勝手に上がり込んで何やってんの？　不法侵入だよ？」

「え？　それはほら、鷺宮くんが食べたものと同じ物を食べたいと思うのは彼かの女じよとして普通でしょ？」

「その普通は新基準すぎるっ！　で、何？　彼女って何!?」
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「へへへ、それはほら、分かってるクセにっ」

「わかんねえぇ！　全然わかんねえぇ！」

　なんで美咲さんまでギルドメンバーみたいなこと言い出してんだ？

「それにそんなに同じ物が食べたいからって、なにも食べかけを持って行くことないだろ。それレトルトだし普通に買えるよ？」

「鷺宮くんの食べかけだから価値があるんだよ？」

「なにそのクラスで好きな子のリコーダーの先っぽ狙ねらってるような発言は！」

「鷺宮くんのリコーダーなら美咲がとっくの昔にもらったよ？」

「ええええええええええええぇっ!?　ど、どこでそんな!?」

「タンスの二段目の引き出しの奥おくに小学校の時に使ってたやつがあったよね？」

　ああ、そういえばそんな所に捨てられずにしまい込んでいたような記き憶おくが朧おぼ気ろげに蘇よみがえる。

　って……ええっ!?

　いつの間に!?

「な、なにがしたいんだ!?　美咲さんは！」

　本当にそう思ったからそう言っただけなんだけど、彼女はなぜかそこでポッと顔を赤らめた。

「なにがしたいって……それは……決まってるじゃない。ふふふふふ……」

「何その笑いは？　ねえ何!?」

「ふふ、美咲は鷺宮くんと何もかも一つになりたいってことだよ」

　ぎゃああああああああああああぁっ！

　心のどこかで何かの間ま違ちがいであってくれと思うところがまだ僅わずかに残っていたが、もうこれは無理！　完全に無理！　正しよう真しん正しよう銘めいのストーカーさんでした。ありがとうございました。

「だから何もかも鷺宮くんと同じにしていたいんだよ。同じ空気を吸って、同じものを食べて、同じ場所で寝て、最後は……」

「ちょっと待った！　そこに俺の意志ってのは入らないの？」

「もちろん、鷺宮くんも美咲と同じ気持ちだよね」

「……」

　ダメだ。彼女には普通の会話が通じない。

　背筋が凍こおるようなぞっとする思いで立ち尽つくしていると、足あし下もとに見慣れぬ手帳が落ちているのに気づいた。

「なんだこれ？」

　そいつを無造作に拾い上げる。

　ビーズでやたらとデコられたピンク色のカバーが付いていて、一見するとシステム手帳のような感じ。

「あっ、それは!?」

　美咲さんが焦あせったように言ったが、遅かった。

　開かれた状態で落ちてたもんだから、俺が手にした時には嫌いやでもそこに書かれているものが目に入ってきたわけで。

　それにそこに書かれている内容を目にしたら、誰だって渡す気にはなれないだろう。

　一部だが、そこに書いてあったのはこんなのだった。







【鷺宮くんの行動パターン集　Ver.8.2】

　○休日編・パターンＢ（バイトが休みの場合）○




　午前11時、起き床しよう。

　起きてすぐに部屋の鏡の前でボディチェックをする習慣有り。高確率で特とく撮さつヒーローの変身ポーズを決めたり、両手から変な気とかエネルギー弾だんを出す練習をする（約10分）

↓

　午後12時、昼食。

　遅めの朝食兼けん、昼食。ブサイクな妹と一いつ緒しよに取ることが多い。

（勝手口付近にゴミ箱があるので、裏に回り残飯を確認すること）

↓

　午後１時～６時。

　ほぼ自室で過ごす。たまってるゲーム（オンライン以外）、マンガ、アニメなどを観みて過ごす為、外出することは稀まれ。たまに外に出る場合は一番近いコンビニであることが多い。この時間、監かん視しは比ひ較かく的てき容易。

↓

　午後７時、夕食。

　昼食とほぼ同じパターン。薄うす汚ぎたない妹とやっぱり一緒に食べる。

　食後の歯は磨みがき。（この後、必ずお風ふ呂ろに行く。この間に歯ブラシを回収すること）

↓

　午後８時、お風呂。

　洗う順番は、頭→胸→脇わきの下→お腹なか→きゃっ♪　が通常の流れ。

　風呂上がりにまたボディチェック。

　着き替がえのパンツは曜日ごとに決まっていて、土曜日はハート柄がら。（←美咲のお気に入り）

↓

　午後９時～明け方まで（終しゆう了りよう時間ランダム）

　オンラインゲームに没ぼつ頭とう。




　※特記事じ項こう

　パターンＡ（バイトがある場合）は午後７時から同じ流れ。

　行動パターンがほぼ毎日一緒なので先回りが基本。







「なるほど、なるほど、どうも最近歯ブラシがなくなることが多いなーと思ってたら……ってそうじゃねえええええええぇ！　なんだよこれ!?」

「見ての通り、鷺宮くんの一日だよ」

「そうじゃなくて、どうしてそんなものがあんだよ!?　まさか監視しながら逐ちく一いち書き留めてたとか!?」

「美咲はね、鷺宮くんのことなら全部知ってるんだから」

「全部って……」

　恐いやら、恥はずかしいやら、俺もなんだかもう訳分かんなくなってきた！

「と、とにかく、これは俺が預かっとくから！」

「ええーっ!?　それは困るよー……」

　美咲さんは本当に泣きそうな顔で訴うつたえてくるが、その手帳があって困るのは俺の方だと思うんだけど！

　さて、あとは彼女にどう言ってお帰り頂くかだが……。

　これは中々難題だ……と思ってたところに、不意に美咲の携けい帯たいが鳴った。

　彼女は画面上で相手の名前を確認した途と端たん、妙みように焦り始めて、部屋の端っこまで小走りで行くと、そこで身を小さく屈かがめて電話に出た。

「もしもし？　あ、さっちー？　え……あっ、ご、ごめん……うん、うん、今行く……わかった、うん」

　なんだか気まずそうに会話する美咲さん。どうやら相手はいつも彼女とつるんでいる友人っぽいが……。

　とか思っている内にあっさり電話が終了したようだ。

　美咲さんはそそくさと俺の所に戻ってくると、すごく名な残ごり惜おしそうにしながら、

「ごめんなさい、急用ができちゃった。今日はこれで帰るね」

　と言い残して颯さつ爽そうと去って行ってしまった。

　まるで嵐あらしが過ぎ去ったよう、とはこういうことを言うんだろうな。

　俺は床に散乱した氷とか、食べ残しの料理とかを見ながらそう思った。

「はぁー……」

　どこから片付けようかと溜ため息いきを吐ついたところで、俺は手の中にある手帳のことを思い出す。

　他に何が書かれてるのか、普ふ通つうの人間なら当然気になるっしょ？

　別にやましい気持ちは無い。これは俺自身の自衛の為なんだから。

　と言い聞かせて、ページをめくる。

　案の定、中身は俺が家や学校やバイト先などで今までやってきた行動がびっしりと書かれていた。これだけでも怖おぞ気けが走るのだが、ページの最後の方にそれとは全く別べつ枠わくで書かれたものがあって、その題字を目にした瞬しゆん間かん、手が震ふるえた。




［殺しのリスト］




　そこにはそう書かれていた。

「どういう意味だ……？　まさか本当に人を殺すつもりじゃないだろうな……」

［鷺宮くんとのラブラブ生活を邪じや魔まする奴やつらに死の鉄てつ槌ついを］

　そう綴つづられたあとには、〝抹まつ殺さつ候補〟と呼ばれる人間の名前が羅ら列れつされていた。




［抹殺候補］

　綾あや羽はね梓月しずく

　九く條じよう妃き梨り

　鷺さぎ宮みや理り央お

　鍵かぎ主ぬし日ひ眞ま里り




　えーと、雫しずくに姫ひめにリコッタ……って、この並びはギルドメンバー？　ってことは本名知らないけど鍵主さんってのはもしかしたら、ましゅーなんだろうか？

　まあそれが誰であれ、この《殺しのリスト》というやつは物ぶつ騒そうでいただけない。

　今度美咲さんに会ったら問とい質ただしてしっかりと注意しなきゃ。

「とりあえず人目につかないとこにしまっとくか」

　そう思って手帳を閉じようとしたんだけど、ふとある項こう目もくに目が行った。

　それは抹殺候補者それぞれの名前の下に書かれていた住所だ。

　こんなのどこで調べたんだろうね？

　彼女の情報収集能力の高さについては今は置いといて、ここで注目すべき点は姫の住所だ。

　これで彼女の家の場所が判明した。

　ということは、あの日以来ずっと気がかりだった姫の様子を直接確かめに行くことができるってことだ。

　女の子の家に直接訪問、しかもアポ無しだなんて大胆すぎる行動。リアル女子嫌ぎらいの俺からすれば考えられない事だ。自殺行こう為いに等しいかもしれない。

　けど純じゆん粋すいに彼女の事が心配で……

　いや、そうじゃないな。

　そっ、そうそう、俺はヴァーチャル世界の彼女が心配なだけなんだ。

　姫のいないゼクスが。

　リアルの姫のことはどうでもいいけど、ヴァーチャルの姫がいなくなるのだけは困るってだけなんだから。

　ホントだよ？　う、うそじゃないって！

　だから俺は自分でも良く分からない謎なぞの行動力に導かれて、その住所をもとに姫の家を訪ねてみることにした。




×　×　×




　姫の家は俺んちの最も寄よりの駅から僅か一駅先だった。

　まあ通学路でいつも顔を合わせていたわけだから、そんなに遠い所じゃないとは思ってたけどあまりに近所すぎてビビった。

　電車を降りた俺は携帯に先さき程ほどの住所を入力して地図を確認する。

　簡素な２Ｄマップが目的地を示すと、

　やはり九條グループの御ごれ令い嬢じようともなるとさぞかしすごい豪ごう邸ていなんだろうなーとか。

　やたらと広くて、お手伝いさんとかいて、庭にプールとかあったりするんだろうなーとか。そんなことが頭の中に駆け巡めぐる。

　そう思うと、そんな所に赴おもむこうとしている俺はあまりに場ば違ちがいな人間なんじゃないだろうかと怖おじ気け付づく。

　でもここまで来て引き返すのもあれだし、行かなければ不安は消えない。

　俺は気持ちを奮い立たせ、地図にある通りに道を辿たどって行く。

　駅から歩き始めて二十分。

　周りは住宅街。

　結構、遠くまで来たなーと感じ始めた頃ころ合あいだった。ようやく俺は目的地まで目と鼻の先という所までやってきていた。

　地図上ではそこの角を曲がればすぐ目の前に姫の家があるはず。

「ああ緊きん張ちようするなあ……。そういえばどうやって家の人に挨あい拶さつすればいいだろ？　普通にギルメンです。って言っても通じないだろうし……うーん……。まあ、なるようになるか」

　考えててもしょうがないので俺は目の前の角を曲がる。

　道の先には思おもい描えがいていたような超ちよう豪ごう邸ていが建って――――

　いなかった。

「あ……え？」

　俺はまるで狐きつねにつままれたような感じで棒立ちになっていた。

　だって目の前にあったのは木造二階建てのボロアパートだったんだから。

　辺りを見回しても倉庫とか、駐ちゆう車しや場じようとか、住宅とは思えないものしかなく、それ以外の建物は見当たらない。今一度携帯を確認してみても目の前のオンボロで間違いなかった。

「マジ……で??」

　そもそも住所の末まつ尾びに２０２とか書いてあった時点でおかしいなーと思うだろ、普通。多分そんなはずあるわけないと盲もう目もく的てきになっていたんだろうなー……。

　それでそのアパートの外観なんだけど、全体的にじめっとした感じで、壁かべには得体の知れない謎の染みが斑まだら模様を作っていたり、所々に亀き裂れつが入っていたりと結構な老ろう朽きゆうっぷり。雨どいには蔦つたなんかもからみ付いてた。

　入口の所には【氷ひ雨さめ荘そう】っていう寒々しい札が掲かかげられている。

「とりあえず行ってみるか……」

　俺はいまだ信じがたい気持ちのまま錆さび付ついた鉄製の階段を昇のぼる。

　一段一段踏ふみ締しめる度たびに足下で鉄板がキィキィと不快な音を立てる。

　緊張と戸と惑まどいが混じり合った複雑な気持ちで俺は２０２号室のドアの前に立った。

　見上げるとそこには〝九條〟という表札が確かにかかっていた。

　九條グループの令れい嬢じようがよもやこんな場所に住んでいるなんて、何かの間違いだろ。

　そうだ、そうだよ。これは美咲さんが書いた住所が間違ってたか、同どう姓せい同名の別人とかそういうオチだろ。

　こうやってピンポーンとチャイムを鳴らせば見知らぬ人が中から顔を出して、俺はすかさず、

「すみません、人ひと違ちがいでしたー」

　って謝あやまるだけだ。ほら現に、

「はーい」

　って、姫っぽくない軽かろやかで明るい声が中からしてきたし、すぐさま開けられたドアの向こうにはきょとんとした顔の女の子が立っていて、その庶しよ民みん派は丸出しの上下ジャージ姿なんてとても姫とは似ても似つかなふおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっっ!?

「ひっ、ひひひ姫ぇぇ!?」

「へ？」

　俺が指差した玄げん関かん先さきの少女は、どう見ても姫以外の何者でもなかった。あの特とく徴ちようあるストロベリーブロンドなんて他にはそうそういないし。やはりここは姫の家で間違いなかったのだ。

　それで当の彼女はというと、慌てている俺を見てようやく状じよう況きようを理解し始めたのか、急に顔を真っ赤に染め上げてドアをピシャリと閉めてしまった。

　しかしすぐに数センチだけドアが開き、そこから恥ずかしそうにしている姫の瞳ひとみだけがのぞく。

「なっななななんんで、あ、あんたが、こっ、ここここにいんのよ!?」

「えっ、それは……姫のことが心配になって……」

「そ、そうじゃなくって！　なんで慧太があたしの家を知ってんのよ!?」

「それはそのー……なんというか偶ぐう然ぜん知ってしまったというか……」

「はああっ!?」

「俺もまさか姫がこんなってうおわっ!?」

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。俺は姫に腕うでをつかまれて家の中に引きづり込まれたのだ。その力たるやものすごかった。いくら俺が細身だからって片かた腕うでで大の男を引っ張り込むわけだから。

　彼女は顔だけドアの外に出して人目を気にするように辺りの様子を確かめると、素す早ばやくそこを閉めた。

「誰だれにも見られてないでしょうね？」

「え？　そりゃあ多分……」

「多分って……使えないわね」

　姫の顔はまだ上気していた。

　体育の授業で着るような赤いジャージ姿の彼女を改めて見返していると、その視線に気づいたのか、姫は両りよう腕うでで体を隠かくす。

「なっ、なに見てるのよ！」

「いっ、いや……姫って九條グループのお嬢じよう様さまだって聞いてたからさーてっきり……俺の偏へん見けんかもしれないけど、こういうの想像してなくて……」

　そう言って俺は室内を見回す。

「わ、悪かったわね、貧びん乏ぼう臭くさい所で」

「いや別に悪いって言ってるわけじゃなくて」

「とにかく上がって」

「えっ？」

「いいから早く！　そこにいつまでも突つっ立ってるわけにもいかないでしょ？」

「え、あ、ああ……」

　俺はその言葉に甘あまえて上がらせてもらうことにした。

　中は２ＤＫのこぢんまりとした間取りだった。
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　俺は畳たたみ敷じきの茶の間に通され、座ざ卓たくの前に座すわらされる。

　緊張からなのか、なんとなく正座して周囲を見回す。

　室内は外見のボロさに相反して意外に綺き麗れいだった。古くはあるが建物自体は結構しっかりしているのだろう。掃そう除じも丁てい寧ねいに行き届いていて埃ほこりっぽさもない。

「麦茶でいいわよね。というか麦茶しかないけど」

　台所から戻ってきた姫が座卓の上にグラスを置く。すでに選せん択たくの余地無し。

　まあそれは別にいいんだけど。

　彼女はそのまま俺のすぐ隣となりに座り、なぜだかモジモジとし始めた。

　えーと……これは？

「あれ……家の人は？」

「仕事」

「……そう」

　会話はそれだけで、なんだか気まずい空気が流れる。

　沈ちん黙もくに加えて、この茹うだるような暑さが体に応こたえる。

　真夏だというのにこの部屋にはエアコンが効いていない。というかエアコン自体無かった。それどころか扇せん風ぷう機きの一つも無い。

　なのに隣にいる姫は腕まくりはしているものの長なが袖そでのジャージを着ている。

「その格好で暑くないの？」

「……はっ!?」

　俺は何気なく尋たずねただけなのに姫は自分の胸むな元もとに素早く手を持って行き、目め端はしをきりっと吊つり上あげて睨にらんでくる。

「な、なにやってんの……？」

「ま、またそんなこと言って……私を丸まる裸はだかにしようと企たくらんでるのが見え見えなのよっ」

「は、はいぃ？」

「ねえここ暑くない？　脱いだほうがいいんじゃない？　脱いじゃおうよ？　ほら、ついでだからコレもコレもコレもさー。おっと、これはいい体してるじゃねえか、ちょっと触さわらせてみ？　い、いや！　ダメよっ！　いいじゃないか、誰もいないんだし、どーら……ぐへへへへへ……。あれ!?　いやっ、やめて！　らめえぇぇ～……って方向に持って行こうとしてるのは分かってるんだからねっ！」

「ねーよ!!」

「しかも家族が留守な時をわざわざ狙ってやってくるところなんか、かなり狡こう猾かつよね。もしかしたらこの状況は最初から想定内だったとか？」

「どうやったらそんな妄もう想そうができるのか教えて頂きたい！」

「狭せまい空間に若い男女が二人きりになる状態を作り上げる。この局面で何も起こらないなんてあるわけないじゃない。あたしはまんまと罠わなにはめられてしまったのね」

「お前が上がれっつったんだろーがっ！　覚えてねーとは言わせないぞ？」

「はっ!?　もしかしてあたしの知らぬ間に睡すい眠みん薬やくを盛ったのね!?」

「盛ってねえぇぇぇぇ!!　つーか、これまでのやり取りの中でどこにそんなものを盛る余地があったよ!?　んな事は今はいいから、それより俺が聞きたいのはゼクスの事だよ。何かあったの？　メールの返事もないし、携帯も出ないし」

「そ、それは…………止められたからよ」

「止められた??」

　姫は目の下辺りを赤らめて視線を泳がせる。

「そ、それは……分かるでしょ？　見てのとおりよ……」

「??」

　察しの悪い俺に対して彼女は言いにくそうに、

「だっ、だから！　びっ、びび貧びん乏ぼうだからよ！」

　俺の中で一瞬時が止まっていた。

　あの高貴なお嬢様であることを周囲に振ふりまいていた彼女から出る言葉じゃなかったから。まあ、このボロアパートを見た時点ですでにそのイメージは崩くずれていたわけだけどさ。それでもハッキリとそう言われるまでは受け入れられなかったんだと思う。

「プロバイダー料金とかゼクスの月額課金とか携帯料金とか……払はらえなくて……それで、全部停止されちゃったってわけ」

　なるほど、この前強制ログアウトしちゃったあの時が丁度それらの停止の瞬間だったってわけか。再びログインできなかった理由もそれで判明した。

「このジャージだって着たくて着てるわけじゃないのっ。これ以外には外に着ていく服が数着と、あとは制服くらいしか持ってないから……だから下手に家着として着ちゃうと服が足りなくなっちゃうのよ」

「そんなに困ってるの!?」

「わ、悪い??」

「悪くはないけど……それじゃあお父さんが九條グループの社長って話は……？」

「それは本当よ」

「ええっ!?」

　訳が分からないよ。それでなんでこんな暮らし？

「正確には社長だった」

　そこで姫の面おも持もちに陰かげが差した。

「どういうこと？」

「乗っ取られたのよ。外からやって来た連中に会社ごと……。それまではあたしとパパんとママんの三人で楽しく暮らしていたわ。でもある日突とつ然ぜん、今まで信しん頼らいしていた仲間から裏切られた。パパんはショックから病気になって……そのまま帰らぬ人に。その時に奴らは多額の負ふ債さいまでパパんに背負わせてたの。ママんとあたしは資財を全すべて売り払って、それで負債はなんとかなったんだけど……」

　そんな事情があったとは露つゆ知らず。

　不意の重い話にどんな言葉をかけてよいのやら思いつかない。

「今はママんが働いて生活を支えてくれてるんだけど、ママんはイギリスの人だからまだ日本語がうまく話せなくてちょっと苦労してるみたい……。あたしが通ってる学校も結構学費がかかる私立校だし、辞やめてもいいって言ったんだけど……。中高一いつ貫かん校こうだったし、せっかく受かったんだから行きなさいって言われて……。そんな状況でゲームなんかやってる場合じゃないんだけど、それはあたしの生いき甲が斐いみたいなものだから諸もろ々もろの料金はあたしがバイトして支し払はらうってことにしてもらったの。でも……そのバイトがうまくいかなくて……」

「それって……」

「な、なによっ？　だってしょうがないじゃない。つい、なんていうか……その、きつい言葉が出ちゃうって言うか……」

　姫は恥ずかしそうにしながら、こちらをチラリと見た。

　なるほど。普ふ段だんからゼクスやリアルで彼女と接してきた俺にはなんとなく分かる。持ち前の高飛車な性格が邪魔をしてバイト先でうまくやっていけないのだろう。姫の幼い頃ころのことは知らないけど、相当なお嬢様として育てられたっぽいから、そうそう抜ぬけきれるものでもなさそうだ。でも一応自覚症しよう状じようはあるんだな。

「前のとこも店長怒おこらせちゃってクビになっちゃったしー、だから早く次のバイト先を探さないといけなくて。ホントむかつくわよね」

「いや……その言い方がまずいんだと思うんだよ？　まずは謙けん虚きよにならないと」

「なっ!?　そ、そんなこと言うなら教えなさいよ！　その謙虚ってやつを」

「えっ？　そ、そう言われてもなあ……普通にしてればいいんだと思うんだよ。まずは相手の言ってることを素す直なおに受け入れてみるとかさ……」

「素直に？　このあたしに絶対服従を誓ちかわせるというの!?」

「そうそうこの左目に宿る絶対遵じゆん守しゆの力でってそうじゃねえよ!!」

「この機に乗じて、慧太はあたしを絶対に逆らえない牝めす奴ど隷れいに仕立て上げようって魂こん胆たんなのね!?」

「どうしてすぐそっち方面に行っちゃうの!?　ねえ!?」

「だ、だめよ！　絶対っ！　あたしそういうの苦手なの。どちらかと言うと服従させる側の方が向いてると思うの」

「誰も姫の趣しゆ向こうなんて聞いてないよ？　それと立ち上がってそのハエ叩たたきをムチみたいにブンブン振るのはやめてくれ！　というか座れ！」

「座れ!?　早さつ速そく命令!?　あたしにここで四よつん這ばいになって床ゆかを舐なめろっていうの!?」

「なんでそうなるの!?　まあいいや、それはそうとちょっとトイレを借りたいんだけどいいかな？　さっきから我が慢まんしてて、俺もう限界なんだ……へへへ」

「とうとう本ほん性しようを現したわね!?　あたしを狭い個室に連れ込んで朝までなぶるようにじっくり時間をかけながら悪戯いたずらするつもりね？」

「誰がそんなこと言ったよ！」

「だってずっと我慢してたんでしょ？」

「我慢の意味が違ちがうだろが」

「で、でも……いいわ。慧太がそこまで言うなら、ちょっとくらいあたし我慢する……」

　姫は急におとなしくなり、恥ずかしそうにしながらも両足を横に投げ出して艶なまめかしいポーズを取る。（でもジャージ姿）

「ハイハイ、良かったですねー」

　俺はそんなのに付き合ってられないので、勝手にトイレを借りることにした。

　なんかもう漏もれそうだしね。

　立ち上がってトイレがあると思われる方向に向かう。そうしたかったんだけど……

　正座なんていう慣れないことをしたのがまずかったんだろうね。足が痺しびれちゃってうまく立てない。それだけならまだしも、あろう事か足先がもつれちゃった。

「あれっ!?」

「きゃっ!?」

　俺はそのまま前向きに転てん倒とう。しかも倒たおれた先は変なポーズを取っていた姫の体の真上だった！

「えっ!?　うおっ!?」

　柔やわらかい感かん触しよくを感じて、俺は咄とつ嗟さに身を起こす。

　手足を突いて四つん這いになった俺の目の前に真っ赤に染め上がった姫の顔があった。

　こ、これは、完全なマウントポジション!?

　いつもだったらここで文句の一つも吐はく彼かの女じよが今は何も言わず、困こん惑わくの表情で沈黙を保っている。

　家の中には俺おれ達たち以外誰もいない。

　開け放たれた窓からは遠くの方で鳴く蝉せみの声だけが聞こえてくる。それに重なるように壁にかけられた時計の秒針がチッチッと音を立てている。

　恐こわいくらいに静かだった。

　俺は静せい寂じやくに耐たえきれず声を出す。

「こ、これは、ちっちがっ……」

　でも、うまく言葉にできなくて……。

　そんな時、姫は何かを覚かく悟ごしたように目を瞑つぶった。心なしか顎あごが上がり、僅わずかに唇くちびるが突き出たように見える。

　なになに??　それどういう意味!?　もしかして……

　そ、それはまずいだろ!!

　姫は目を閉じたまま言う。

「慧太なら、あたし………………いいよ？」

「うえっ、うおっ、うええっ!?」

　俺おれは変な声しか出なかった。だってそんなこと言われても……

　無理無理無理無理無理!!

　心臓がバクバクと脈打つ音をはっきりと捉とらえることができる。

　目の前には王子の口づけを待つ白しら雪ゆき姫ひめのような存在が横たわっている。

　ほのかに上気した彼女の表情はなんとも色っぽくて――――とても平常心ではいられない。

　それがきっかけみたくなっちゃったんだろうね。毎度のことながら俺の中の女性耐性不ＦＥ全症候群ＤＳが反応。

　そのまま気を失ってしまった。







　どのくらい気絶してたんだろうか？

　目を覚ますと見慣れぬ天てん井じようがそこにあった。和風な造りで少し古めかしい天井だ。

　この感じ、ここはまだ姫の家？

　そう思いながら視線を僅かに移動させると、眼前にいまだ頬ほおを赤らめたままの姫の顔が現れた。

「わあっ!?」

「わあっ、じゃないわよ。どうしてそういう反応しかできないわけ？　せっかくこのあたしが膝ひざ枕まくらなんていう大サービスをしてあげてるのに失礼じゃない？」

「ひっ、ひざまくらだとおぉっ!?」

　俺は後頭部に不ふ穏おんな感触を感じて、慌あわてて飛び上がった。

「サ、サービスとかいらないから！　ホントやめて！　マジやめて！」

「はああ!?」

　姫は目め尻じりを吊り上げ、少しムッとした表情をした。

「あ、うん、気持ちだけ受け取っとく」

　しょうがないじゃん。このままじゃエンドレスホワイトアウトになりかねないんだから。

　特にその白くて柔らかそうな生足の上に、意識が無かったとはいえ今の今まで自分の頭が載のっていたことを想像するだけで、また体の芯しんが熱くなってきちゃうんだから。

　って、あれ？　生足??

　そこで俺はとある変化に気づいた。さっきまでジャージ姿だった姫が、いつの間にか夏らしいブラウスと爽さわやかな色合いのスカートを着ていたからだ。

　どうやら俺が気絶してる間に着き替がえたらしい。

「どうしたの？　その格好」

「え？　ああ、出かけようと思って。それとその……あ、あたしに恥はじかかせたんだから慧太も付き合いなさいよね」

「恥？」

　そう口にした後、先程の艶つやっぽい姫の顔を思い出してちょっと気まずくなる。姫も俺と同じように何かを意識して恥ずかしそうにしていた。

「とっ、とにかく行くわよ！」

「えっ、ちょっ!?」

　漂ただよっていた空気を振り切るように姫は勢い良く立ち上がって玄げん関かんに向かう。俺もこの家に一人残されても困るので、慌ててその後を追った。
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「で、どこ行くの？」

　スタスタと歩く姫について歩きながら、俺は尋ねた。

「行けば分かるわよ」

　彼女はそうとしか答えてくれない。

　外はいつの間にか夕ゆう闇やみに包まれていた。

　俺、どれくらい気を失ってたんだろうな？　その間、彼女はずっと俺の面めん倒どうを見ててくれたんだろうか？

　姫の背中を見ながらそんな事を考えていると、彼女の足が止まった。

　どうやら目的地に着いたっぽい。

　目の前にあったのは極ごく普ふ通つうのスーパーだった。

　姫はさっさと店の中へ。店内に入るなりカートと買い物かごを手にする。

「えっ、買い物？」

「そうよ、買い物。あたしを辱はずかしめにやってきた変態さんに餌えさの一つも出さないとかわいそうでしょ？　だってブタ箱に入ったら臭くさい御ご飯はんしか食べられなくなっちゃうものね。それくらいの慈じ悲ひはあたしにもあるのよ」

「誰がブタ箱に入るって？」

　姫は足を止め、俺を見る。

　そしてどこからか料金滞たい納のうのスマホを取り出し、とあるアイコンをタッチした。

《さっきから我慢してて、俺もう限界なんだ……へへへ》

　俺の声が店内に響ひびいた。そいつはスマホのボイスレコーダーアプリだった！

「いいっ!?　いつの間に録とってたの!?」

「これが動かぬ証しよう拠こよ。これを持って交番に行き、あたしが証言すればどうなるか？　火を見るよりも明らかだわ」

「馬ば鹿かな!?　そんなことしても誰も信用し」

《さっきから我慢してて、俺もう限界なんだ……ぐひゃひゃひゃ》

「やめい!!　ほら周りのみんなが変な目で見てるから！　そしてなんで誤解を受けそうなその台詞せりふだけ切り出しちゃってるわけ!?　しかも最後の方、変なエフェクトかかってるし!?　悪意ありすぎだろ！」

《さっきから我慢してて、俺もう限界なんだ……ぐひゃひゃひゃ》

「ふごっ!?　わ、わかった、わかったから！　ごめんなさい！　なんで謝ってるのかわかんないけど、ごめんなさい!!」

　姫は満足げな顔をしてスマホをしまう。

「じゃ、あたしの作ったありがたい餌という名の夕食を食べていってくれるという事でいいわね？」

「え、あ、はい、ありがたくいただかせてもらいます」

　これは結局、自分が作った料理を食べてもらいたいという事なんだろうが、最初から俺が断るっていう選択を潰つぶしにきたってことでＯＫ？

　そりゃまあ御ご馳ち走そうになるぶんには何も問題はないんだけど……

　それより俺にはちょっと心配な事があった。

「でもさ……今金銭的に困ってる時でしょ？　こんな時に俺なんかの為ために余計な出費しちゃって大だい丈じよう夫ぶなの？」

　スチャッ

　と音がしたと思ったら姫の手には再びスマホがあった。

「ぐあっ!?　そ、それはもういいから！」

　彼女は威い嚇かくするようにそいつをしまいながら言う。

「あたしが何も考えずこの時間を選んでやってきたと思ってるの？」

「へ？　時間？」

「あれを見なさい」

　姫が視線で指し示したのは精肉コーナー。そこにはエプロンをした店員さんがいて、今まさに割り引きシールをパックに貼はり付けている最中だった。

「この時間帯になると日持ちしない生せい鮮せん食品が一いつ斉せいに割引になるのよ。いつもなら高くて手が出ないお肉が格安で買えちゃうんだから。安くなるのはベントーだけじゃないのよ？　食材から自分で作った方がもっと割安なんだからっ」

「は、はあ……でもいくら安いからといって普段に加えて余分なものを買っちゃうことには変わりはないんじゃ……」

「何言ってんの？　これは我わが家やの普段の買い物。慧太はそのついでなだけなんだから」

「……さいですか」

　そうは言うものの、この前だって俺にアイスをおごってくれたりしちゃってたし、大だい丈じよう夫ぶなんだろうか？

　そんな心配をしてたら姫に急せかされる。

「ほら、早くしないといいのが無くなっちゃう」

　元お嬢様とは思えない庶しよ民みんっぷり全開で精肉コーナーへと駆かけ寄よる彼女。俺はカゴを載せたカートを押おしてその後に続いた。

「あら？　この豚ぶた小間安いわね。ちょっと量が多いけど全然大丈夫。あ、こっちの挽ひき肉にくも消費期限間近で三割引！　ちょっと色悪くなってるけど問題ないわ。ああっ、普段買えないこのロース肉がまさかの半額!?　久しぶりにトンカツが食べられるの？　あたし??」

　姫はそんなふうに半ば独り言のようなことを呟つぶやきながら、カゴの中にパックをどんどん放ほうり込こんでゆく。

　ちょっと買いすぎじゃないのかと口を挟はさんでみたら、安い時にまとめ買いして小分け冷れい凍とうしておくと逆にお得なんだって。

　そんなわけでカゴの中は特売品で結構な山盛りになっていた。肉だけでなく、魚や、その他ほかのものも入っていたけど、正規価格のものは何一つ無い。

　それを持って、そろそろレジに向かおうという頃だった。

「あらら？　慧太さん？　姫ちゃん？　こんなところで二人でお買い物ですかー？」

　まったりとした声に呼び止められたのだ。

　そこにはいかにも主婦って感じで買い物カゴを腕に下げたましゅーがいた。彼女は俺と姫に疑念の目を向けてくる。

　そんな中、姫は素早く俺からカートを奪うばい取とり、自分の背後に慌てて隠す。ましゅーもその行動を不ふ審しんに思うのは当然なわけで。

「どうしたんですか？　姫ちゃん」

「いっ!?　なっ、なんでもないわよっ」

「そういえば姫ちゃんとは、オンでもオフでもずいぶんとお久しぶりですねー」

「そ、そそそうね」

　姫はどうしても特売品の山をましゅーに見られたくないらしい。

　まあそれはさておき、俺はましゅーに尋ねる。

「いつもここで買い物してるの？」

「はい、そうですよー？　品しな揃ぞろえが良くてー、安いですしー、しかもお家うちから一番近いので大体いつもこちらですー」

「なんだ、ましゅーもこの辺に住んでたんだ。それなら姫の家も近っいいっとわぁっ!?」

　なんだか腕に痛みが走ったと思ったら姫のつねられていた。ついでに彼女は無言で頭を横に振っている。

　なんだそれ？　家の場所を知られたくないってこと??

　しょうがないな……。

「姫ちゃんのお家がどうかしたんですか？」

　ましゅーがきょとんとした表情で聞いてくる。

「あ、いや、なんでもないんだ、うん」

「そーですかー？」

　ましゅーは訝いぶかしげにしている。でもすぐに笑え顔がおになり、

「じゃあ一いつ緒しよにお買い物しませんかー？」

　なんて言ってきた。

「一人で買い物するより楽しいですし、一緒に食材をみながら――慧太さん今晩は何が食べたいですかあ？　いや俺はましゅーが作るものなら何でも美味おいしいよ。あらイヤだ慧太さんったらお世辞がうまいんですからー。ふふふ、なんなら今日はましゅーも食べちゃおうかな？　えっ、それは、いや、でも……やさしくして下さいね♪　なんてーえへへへへってあら？　慧太さん??」

　ましゅーはぽかーんとした様子で俺達の姿を捜さがし辺りをキョロキョロしていた。

　なんでそんな事になってるかというと、ましゅーがぶつぶつと自分の世界に入り始めたと同時に姫が俺の腕を掴つかんでこの棚たなの陰まで引き連れてきたからだった。

「なんで隠れるんだよ」

「いいから、さっさっと会計して出るわよ」

　姫はレジのおばちゃんを急かすように視線でプレッシャーをかけ、俺は会計が終わった品物を尻しりを叩かれるように袋ふくろに詰つめさせられ、すぐに店を出た。

　パンパンに膨ふくれ上がった買かい物もの袋ぶくろを両手に提さげて歩く俺。当然のように姫は手ぶらだ。

　彼女の足取りは来たときよりも数段速く、重い荷物を持っている俺にとってはついて行くのがやっと。
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「ちょっと待ってよ。もう少しゆっくり歩いてくれない？」

「まったく軟なん弱じやくね。仕方が無いから少し持ってあげるわ」

「仕方が無いって……これ姫ひめの買い物でしょが」

「文句を言うなら手伝ってあげないわよ」

「はいはい、ごめんなさい。手伝って下さいお嬢様」

　俺が皮肉っぽくそう言うと彼女はフンと鼻を鳴らして、買い物袋に手を伸のばしてきた。

「あたしの繊せん細さいな腕じゃ一袋は重くて無理だから、一緒に持ってあげるわ」

　そう言って持ち手のところに指を一本からませてきた。

　全然手伝いになってねえええええっ！

　そこでそんなふうに文句を言っても話がこじれるだけだから何も言わないけどね。

「それにしても、こんなふうに逃にげるように出てこなくてもよかったんじゃない？　ましゅーだって捜してると思うよ？」

「何言ってんの。もたもたしてたらお嬢様のあたしが特売品ばかり買ってるところがバレちゃうでしょ！」

「まずいの？」

「まずいわよ。どこで漏れるか分かったもんじゃないわ」

「お嬢様だって特売品の一つや二つ買うんじゃない？　今回は全部そうだけど」

　キッと睨まれた。

「正確には特売品を買ってることがバレたくないんじゃなくて、お嬢様でないことがバレたくないの。バイトだって働いてるところ見られたくないから表に顔が出るような場所じゃ働けないし、本当は部活なんてやってる暇ひまは無いんだけど、カモフラージュの為に仕方なくやってたのっ。それくらい気を使ってるんだからこんな事で易やす々やすとボロを出したくないわけ」

「いやなんでそこまでして見み栄え張るの？」

　その問いが何かのキーワードだったのか、姫はふと足を止めた。

　うつむき加減で先さき程ほどまでと少し様子が違う。

「…………見栄を張らなきゃいけないの」

　姫はぼそりとそう呟いた。

「張ら……なきゃ？」

「あ、あたしは、お嬢様であり続けなくちゃいけないの」

　わけが分からないよ？

　姫の指が持っていた袋から離はなれ、地面に向かって垂れる。

　薄うす暗ぐらい街灯の下、俺がしばらく黙だまって見守っていると、彼女はゆっくりと顔を上げる。

　視線は少し前方の地面を見み詰つめていた。

「あたし、これでも元お嬢様なのよ？　それは周りから見ても同じ。九條グループのトップに立ち、それを束ねていた人物の娘むすめには変わりはないの。そんなあたしが落ちぶれた姿を世間に晒さらしたらどうなると思う？　パパんが間ま違ちがってたって事を世の中に認めることになるのよ。だからあたしはお嬢様でなくてはいけないの。たとえそれが偽いつわりでも」

　姫の瞳ひとみは真しん剣けんそのものだった。こんな彼女の目を俺は見たことがなかった。

「いやまさかそんな事情があるなん――」

「同情はやめてよね。あーなんでこんなこと話しちゃったのかしら。ムカツクわ」

「へ？」

「これはあたしの事なんだから構わないでよね。ゼクスも好きでやってるんだから自分の力でなんとかするし。あたしが戻もどるまでレベル上げずに待ってなさいっ」

「そりゃ構わないけど……」

「それと、この事はあたし達たちだけの秘密よ。わかった？」

「あ、ああ……」

「じゃそれ寄よ越こして」

「え？」

「今度はちゃんと一つ持ってあげるって言ってんの」

　姫は不ふ機き嫌げんそうにしながらも俺が持ってる買い物袋を指差した。

　どんな気の変わりようだ？

「ホントに大丈夫？」

「へーきよ」

　お嬢様の繊細な腕うでは伊達だてじゃない。本当に弱々しいから心配だ。この前だって俺の自転車を転がすことすらままならなかったし。

「それじゃあ気を付けてね……」

　不安ながらも彼女に片方の袋を渡わたそうとしていたその時だった。

「あ、こんな所にいたのですかー」

　背後から声がした。振り返ると通りの角にましゅーの姿があって、俺達を見つけた喜びから満面の笑えみを浮うかべていた。

　彼女は俺の近くまで小走りでやってくる。

「もーう慧太さんたらー、突然いなくなってしまったので心配してたんですよぉー？　あっ、あれ??　これって今思ったんですけど、もしかして…………わたし避さけられてるんですかー？」

「いっ、いや、そんなことはないよっ？」

「そーですか？　わたしには姫ちゃんと何かこそこそやっているように見えるんですがー……」

　ましゅーは涙なみだを目に溜ためながら俺の手にある袋をチラッと見た。

　だから俺はそいつをサッと背中側に隠かくして苦笑い。

　だって姫の事情を知ってしまった今、簡単に明かすわけにもいかないだろ。

「こっ、こそこそなんかしてないよ？　これは普ふ通つうの買い物。姫の家で使う食材だって」

「な……なんで……姫ちゃんちのお買い物を慧太さんがしてるんですか……？」

　ましゅーの涙目は決けつ壊かい寸前。それだけじゃなく洟はなまでじゅるじゅるとすすりだした。

「そ、それはその、たまたま買い物中の姫にそこのスーパーで出会ってさ、それで荷物が重いからっていうんで手伝ってただけだよ、うん」

「怪あやしいですー……」

　ましゅーは赤い目をしたまま俺と姫を交互に見詰める。

　そこで我慢ならなくなったのか、姫が口を開いた。

「なんにも怪しくないわよ！　あたし達のことはもういいから、あんたも早く家に帰りなさいよ。旦だん那なさんが待ってるんでしょ」

「いえいえーウチの人は夕食遅おそめなのでまだ大丈夫ですー。それより慧太さんがこき使われて大変そうなのでわたしも荷物持ちを手伝いますー」

「いいわよあんたは手伝わなくて！」

「遠えん慮りよしなくてもいいですよー」

「心の底から遠慮なんかしてないわよ！」

　なんだか泥どろ沼ぬまになってきたなー……とか思い始めたそんな時、ましゅーが顔を赤らめモジモジとしながらおかしなことを言い出した。

「だって……姫ちゃん達……この後わたしがいなくなったら姫ちゃんのお家で、二人っきりで、その……あの……あんなことや、こんなことや……イケナイことをするかもしれないじゃないですかー」

「「はあぁ!?」」

　思わず俺と姫は頓とん狂きような声をハモらせた。

「なっ、なななななななななに言い出すのよあんたは!!　いっ、いいからあんたは帰りなさいって！」

「やっ、いやですー。わたしも一緒にまぜて下さい！」

「ままままぜて!?」

「ばっ!?　慧太も馬鹿なことに反応してないでなんとかしなさいよ！」

　ましゅーが何気なく呟いた言葉にクラクラしてると、そんな俺の手から袋をもらい受けようと白い手が伸びてきた。

「こっちをわたしが持ちますねー。さあ行きましょう。姫ちゃんの家はどちらですか？」

「ちょっと、やめてよ」

　そこで姫が間に入って、互たがいが軽くぶつかり合うような感じになったのがいけなかったんだろうね。当たった際に彼女の懐ふところから何かが始動するような電子音がピッと響いたんだ。

《さっきから我慢してて、俺もう限界なんだ……ぐひゃひゃひゃ》

「ぶほぉっ!?」

　なんでこんなにタイミング悪いんだ!?

　どうやらボイスレコーダーが暴発しちゃったっぽい。

　慌てる俺。

　そしてもっと慌ててる姫はやっとの思いで再生を停止させる。

　ましゅーに至っては俺に向かって、

「限界って……や、やっぱりそういうことなんですね？　色々なものを持て余して我慢の限界、そういうことなんですね？」

　とか言い出した。

「んなわけない！　持て余したりとかしてないから！」

「いいんですよ我慢しなくて。その猛たけり狂くるう熱情をわたしにぶつけて下さい。全部受け止めますから」

「だからそうじゃなくて！」

　そろそろ収しゆう拾しゆうがつかなくなり始めたその時だった。俺の手から突とつ如じよ買い物袋の重みが消えた。というか奪い取られた。

　見れば姫がそいつを両手に提げていた。

「ここまででいいわよ。後は自分で持って帰るから。お手伝いご苦労様」

「えっ、おい」

　突然そんなことになったら普ふ通つう困こん惑わくする。それに買い物袋を持つ彼女はよたよたとあからさまに大変そうにしてるんだから心配しないわけがない。

　俺が「大丈夫なのか？」と聞こうとしたら寄ってきた姫に耳打ちされた。

（あんたはこのまま帰って。残念だけど餌……っていうか御馳走するって話はまた今度ってことで）

　姫はそう言い捨てるとフラフラとしながら家の方向へ歩き出していた。

　なるほど、姫が元お嬢じよう様さまだってことをバレないようにするにはそうするより他は無い。

　俺もその案に乗ることにした。

「じゃ荷物持ちは約束通りここまでってことで。ましゅーも遅くなってきたから気を付けて」

「え？　あっ、はいー??」

　そう言って俺は「え？　えっ??」と戸惑うましゅーを置いて、さっさと自宅の方へ足を向けていた。

　三方に別れる人ひと影かげ。

　俺はようやく色んなものから解放されホッと息を吐いていた。

　とりあえず姫の安否は確かく認にんできたし、これでひとまずは安心か？

　プロバイダー料金とか諸もろ々もろ、自分でなんとかするって言ってたしな。

　そんなわけで、なんだか小腹が空いてきた俺は腹を押さえながら家路に就ついた。







＃03【キャンペーンが太っ腹でヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　その日の晩、俺がログインするとギルドハウスは閑かん散さんとしていた。

　いるのはテーブルに金属系アイテムを広げて彫ちよう金きんスキルを上げているリコッタだけだった。

　でもそろそろみんなやって来る頃ころ合あいだと思う。

　メンバーを待つ為、俺はリコッタの向かいの席に座すわった。

　そこで違い和わ感かん。

　いつもの彼女なら俺を目にした途と端たんに、

「リエル待ってたにゃ～ん！」

　とか言って飛び付いてくるのが常だったはずだけど、今日はなぜだかアイテムに視線を落としたままでおとなしくしている。

　そういえばリアルの彼女は昼間に家を出て行ったきりで、まだ戻ってきていなかった。

　ＥＳＧを持って行ったのは知ってるけど、一体どこからログインしてるんだろう？　また友達の家とかからか？

　ちょっと心配になった俺は声をかけてみる。

「ねえ理り央お、今どこからアクセスしてんの？　そろそろ帰ってきたほうが……」

「理央じゃないにゃん。リコッタはリコッタにゃりよ」

　ようやく視線を上げた彼女は、むくれた顔でそう言った。

「えっ、ああ、そ、そうね。で、話を戻すけど……」

「心配ないにゃん」

「え？」

「リコッタは大丈夫だって前にも言ったにゃん。ちょっと用事ができちゃっただけにゃので、それが終わったらちゃんと帰るにゃりよ」

「そ……そう？」

　用事って何だ？　とは言い出せなかった。なぜなら、

「そんなことよりリコッタのしっぽを見て欲ほしいにゃん」

　とか言ってこちらにお尻を向けてきたからだった。

　錬金術士アルケミストのロングコート装備の下からにゅっと伸びてきた白いしっぽ。その先に可愛かわいらしい蝶ちよう々ちよう形がたブローチが付いていた。

「これかわいいかにゃ？　彫金スキルを上げるついでに作ってみたにゃりよ」

「へーなかなかいいね」

「ふっふー♪　ちなみにこれを装備すると魅力ＣＨＲ値が２上じよう昇しようするにゃん」

　リコッタは体を揺ゆらしながらとても嬉うれしそうにしていた。

　その様子に大丈夫そうだなーとほっとする俺。

　そうそう、それにそのＣＨＲ＋２っていうのもあながち数値だけのことじゃないかもしれない。実際、しっぽを大きく振ふって喜びを表現する彼女はとても可愛らしく――――

「ってうおえっ!?」

　俺が奇き妙みような声を上げたのはフルフル揺れるしっぽの合間から白い……その、あの……パッ……パ、パンツがチラチラと見え隠れしていたからだった！

「ちょっ、見えてる！　見えてるよ!!」

「何がにゃん？」

「何がって……その、ぱ、ぱぱぱぱんつがさ！」

「えっ？　そうにゃりか？　そんなはずは無いんだけどにゃー」

「いやいやいやいや！　はず、とか憶おく測そくでものを言わないでちゃんと確認してー！」

「でも現実リアルじゃないから別に平気にゃりよ？」

「こっちが平気じゃないんですが！」

「どちらかというとこの前リコッタにパンツを浴びせかけられたお礼とか、仕返しに近い意味合いがあるんだけどにゃー」

「たちが悪い！　たちが悪いよ！」

　いくらオンラインだからって刺し激げきが強すぎだ。これがリアルだったらとっくに逝いってる。

「いいから早くしまいなさい！　ほらほら」

　俺はテーブルの上に乗り出して、リコッタのひらひらするコートとかスカートの裾すそを引き下げようと手を伸ばした。しかし誤ってしっぽを掴んでしまい――――

「にゃはああぁぁん♡」

「いいっ!?　変な声出さないでよ！」

「だ……だってへぇ……リエルが変なところ触さわるから……」

「変なとこ!?　さっ、さわってないよ！　ここ、これしっぽだから！」

「ああぁんっ」

「ひょほっ!?」

「そ、そんなに強く……握にぎらないでぇ…………ああっ……」

　熱いのか、何なのか？　リコッタは顔を上気させ、気の抜ぬけたような声と共にテーブル上に体を投げ出した。たとえるならマタタビを与あたえた猫ねこみたいな感じ。

　いやこれどんな状じよう況きようなんだ？

　というか、こんな所を他のギルメンに目もく撃げきされたらただ事じゃ済まされないだろ。

　とりあえずリコッタを元通りシャキッとさせなくちゃ。そう思った矢先、

「何してるんですかー……？」

「ほわっ!?」

　在らぬ方向から声がして、俺はしっぽを放して飛び上がった。

　その方向とはギルドハウス最さい奥おう。

　そこに積まれている木箱にもたれて、ましゅーが座っていたのだ。

　どうやら眠ねむっていたらしく、今は目をこすりながらぼんやりとこちらを見ている。

「い、いつからそこにいたの!?」

「ええっと……いつからでしたかねー？　さっきリアルでお会いしてから家に帰ってすぐにログインしたので、多分それからずっとですねーへへ」

　ずっとって、気配無さすぎだろ！　全然気づかなかったじゃないか！

「だってアレなんですよ？　リエルちゃんたらログインしたらメッセージくれるって言ってたのに全然で……」

「え、あ……送ろうとは思ったんだよ？　でもログインする度に毎回すぐに何か起こってさー……今だってほら」

「今何かあったんですか？」

「あ、いや、何もない！　何もないけど、色々あるんだよ！」

　自分でしっぽの事ぶり返してどうする！

「そーですかー、リエルちゃんも色々忙いそがしいのですね。なのにわたしの為に手間と時間を割さいてくれるなんて……ぽっ」

　ぽやや～んとしたましゅーはゆっくりと身を起こし、近くの椅い子すに座り直す。

　そんな感じだから、さっきリコッタと俺がなんかやってたのは見られてないっぽい。

　はぁー良かったー。

「うれしいですー。でもお忙しいリエルちゃんに負担はかけられません。悲しいですがログインメッセージはいいです」

「え？　あ、そ、そう？」

　そうしてくれると俺の方も助かるんだけど。

　でもまたログインしっぱなしとかあると心配だなあ。
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　そういえばリコッタのしっぽ、アレは神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスの誤動作なのかな？　たとえば体のどこかの感覚が本来あるべき場所と違ちがう所に割り当てられちゃってるとか？

　危険すぎるぞ！

　まあ原因はなんであれ、もう彼女のしっぽは触らんでおこう。それが俺の為だ。

　それで当の本人はというと、ようやく立ち上がり、ふらつきながらもゆっくりと椅子に座り直しているところだった。

「あー……あれ？　ましゅー??　来てたのにゃ？」

　まだちょっと意識が朦もう朧ろうとしてる彼女。でも一部分に関しては聞きき逃のがしていなかった。

「てかーいつの間に二人は外で会ってたのにゃ？　リコッタに許可無く逢あい引びきは禁止にゃりよ？」

「逢い引きと違う！　スーパーに買い物に行った時にたまたま会っただけで」

「えへへ、どうしても逢ってお互いの愛を確かめ合いたいとリエルちゃんが言うものですからー」

「言ってない！　言ってない!!　ましゅーはそこ否定するところだから！　というかそもそもそういうシチュエーションが発生する場所としてスーパーとかおかしいでしょ！」

　そこでリコッタが訝しげな顔でましゅーに尋たずねる。

「それはどこのスーパーにゃん？」

「中央浦うら河が駅の近くのタケクラストアですよー」

「何で家うちからそんなに遠い所まで行ったのにゃ？　それに食材は昨日、リコッタが買ってきたものが冷蔵庫にまだたくさんあるにゃりよ？　新たに購こう入にゆうする必要にゃんてないはずだけどにゃー」

「えっとそれは……」

　俺は言いい淀よどんだ。

　これは困ったぞ。いい言い訳が思い付かない。何か買いたい物があったからといって、わざわざ家から遠いスーパーまで行く理由が不明すぎるもんなー。

　俺としてはそこからどうしても姫の秘密に繋つながってしまうので、その話題からは遠ざかりたい。

　返答に悩なやんでいると、ましゅーが余計なことをしゃべり出した。

「そういえばそのスーパーで久しぶりに姫ちゃんに会いましたー」

　俺を見るリコッタの目が怪け訝げんさを増す。

「なんでそこで姫にゃん??」

「リコッタちゃん、わたしもそこが怪あやしいと睨にらんでるんですよー」

「ふんふん超ちよう絶ぜつ怪しいにゃりね」

「だって暗い小道で、俺もう我が慢まんできない、限界だ！　とか叫さけんで姫ちゃんに襲おそいかかろうとしたのをわたしは見たのですー」

「はあいいぃ!?　どんだけ誇こ張ちようするの!?」

「それは聞き捨てならないにゃりねー」

「ですー」

　もうダメだ。おかしな方向に行く前に素す直なおに姫に会いに行ったことを話そう。

「ほら、あれから姫がまったくログインしてこないじゃない？　それで心配になって家まで様子を見に行っただけなんだよ。そしたら買い物手伝わされちゃって。それだけ」

　そこでリコッタがジト目で俺を見てくる。

「へーでもなんで姫の家を知ってるにゃ？」

「え!?　そ、それはその、たまたま知ってしまったというか……なんというか……」

「たまたまあ？」

　ジト目にへの字口がプラスされたよ。

　そりゃ不自然すぎるよね。俺もそう思うし。

「まあ二万歩くらい譲ゆずって住所入手ルートのことはひとまず置いといてあげるにゃん」

「ほっ……」

「今「ほっ」って言ったにゃん！　安あん堵どの息を吐ついたにゃん！」

「うえっ!?　違う違う！」

「やっぱり二人で連れん絡らく取り合って、その上姫の家でやましいことをしてたにゃりね!?」

「ないない！　してないっ!!　ほんとに様子見に行っただけなんだから！」

「誓ちかって言えるかにゃ？」

「誓う、誓う、すごい誓う」

「本当にゃ？」

「ほんと、ほんと、超ちようほんと」

「じゃあ４％だけ信じるにゃ」

「少なっ！　それだけっ!?　こんだけやってそれだけっ!?　しかも中ちゆう途と半はん端ぱな数字！」

「少なからず信用されただけでも喜ぶべきにゃん」

「は、はーい……」

　弁解になんでこんなに体力使わなきゃならないんだ？

　俺がそんなふうに脱だつ力りよくしていたら、リコッタとましゅーが急に真ま面じ目めに聞いてくる。

「それで姫は何だって言ってたのにゃ？」

「姫ちゃん、リアルでは変わりないように見えましたが、どうしたんでしょう？」

　普ふ段だんは騎き士し様さまとの婚こん姻いん権利でいがみ合ったりしてるけど、そこはギルメン同士、やはり気になるらしい。

　でもここで素直に現在の姫の状況を話すわけにはいかない。秘密を守ると約束したんだから。じゃあどうするかーっていうので考えたのが、こうだった。

「なんかやっぱり回線の調子が悪いらしいよ？　契けい約やくしてるプロバイダーとゼクスの相あい性しようがあんまり良くないみたい。前々から落ちることがあったみたいなんだけど、この前ゼクスのバージョンアップあったじゃない？　それから急に不安定になったらしいよ。それで今はプロバイダーの乗のり換かえを考えてるみたいなんだけど、その辺でてこずってるんだって」

　我ながら咄とつ嗟さにうまい嘘うそが出てきたもんだと自画自賛してみたり。

　と、そこでましゅーが思い付いたように話しかけてきた。

「あらそれなら丁度いいのがありますよー？」

「丁度いいのって？」

「公式ページで見たんですが、今ゼクスとＯＣＺのタイアップキャンペーンをやってるみたいなんですー。条件を満たしたプレイヤーに先着でゼクス＋プロバイダーの月額料金が一年間無料になるチケットがもらえるらしいですよー」

　ＯＣＺって言ったらゼクスが推すい奨しようしてる公こう認にんプロバイダーだ。その料金がなんと一年間も無料!?　しかもゼクスの月額料金まで合わせてだなんて太っ腹すぎる。

　まあでも無料期間をすぎた後もそのプロバイダーを契約し続けてくれるだろうとか、そういう思おも惑わくがあるんだろうな。

「ちなみにそのチケットって他人に譲じよう渡と可能なの？」

「えっと、ギルド内なら可能らしいですー」

　それならこのキャンペーン、今の姫にとってはとても都合がいいんじゃないか？

　本人は自力でなんとかするって言ってたけど、無料になるんだったらそれに越こしたことはないし。

「いいじゃない。挑ちよう戦せんしようよ。で、その満たさなきゃいけない条件って何？」

「それは……この前わたし達が何度も挑戦して失敗してる、あの難関クエを攻こう略りやくすることですー」

「あ、あれかぁ……」

　思い返してみてもクリアできる気がしない。しかも今は姫を欠いていてパーティとしてもガタガタだ。

「それって超お得にゃりねー！　無料＋ギルドの名声も上がるし、騎士様との結けつ婚こんも近付いちゃっていいことづくめにゃん」

　リコッタよ、脳天気すぎないか？　それにすでに獲かく得とくした気分でいるのはどうかと思うぞ？

　でもチャレンジしてみる価値はあるかな。

　あまり良い展望は見えてこないけど、失敗したところでそれほどリスクがあるわけでもないし、挑戦するだけしてみてもいいんじゃないかと思い始めていた。

　結局このキャンペーンが無くったって、俺おれ達たちはそのクエにチャレンジしてたはずだしね。

「じゃ、やるだけやってみようか」

「やるにゃん」

「それじゃあみんなで挑戦してみますか。一応リーダーにも確認を取らないといけませんねー」

　ましゅーがそう言ったところで今いま頃ごろ気づいた。

「あれ？　そういえば雫しずくは？」

　ギルドハウス内はもちろんのこと、ステータス画面を見ても雫がログインしている形けい跡せきが無い。いつもならとっくに来ている時刻だけど……何やってるんだろ？

「めずらしいですねーこの時間に雫ちゃんがいないなんて。でももう少ししたら来るんじゃないですかー？」

「そうにゃりねー。それまでリコッタはまた彫金スキルを上げてるにゃん」

　二人はそんなことを言ってそれぞれに何かをやり始めていたが、結局この晩、雫はインしてこなかった。

　姫の事情は承知してるけど、雫は一体なんなんだ??

　そんな感じでその日はお開きになった。




×　×　×




［件　名］（未記入）

［差出人］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

［宛　先］慧けい太た［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《あ》




［件　名］Re:

［差出人］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

［宛　先］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

《え……なになに？　あれ？　どうしたの？　携けい帯たい復活したの？　というかなんで「あ」しか言わないの！》




［件　名］Re:Re:

［差出人］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《ふん、ちょっとテストで送ってみただけよ。携帯はまだ使えないわ。とりあえず今は学校の図書館にノートパソコン持ち込んで、そこから送ってるの。うちの図書館無線ＬＡＮ入ってるの忘れてたわ。でもここにＥＳＧはさすがに持ち込めないので、たまにこうしてメールを送るくらいしかできないけど》




［件　名］Re:Re:Re:

［差出人］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

［宛　先］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

《さすが聖女校、設備が整ってるなあ。

　あ、そうそう、その事とちょっと関係する話なんだけど、ゼクスでプロバイダー料金とか色々無料になるキャンペーンをやってるらしいんだよ。これって今の姫に丁度いいんじゃないかと思ってさ、メンバーで挑戦してみることにしたよ》




［件　名］Re:Re:Re:Re:

［差出人］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《はあ!?　なに勝手なことやってんのよ！　誰だれも頼たのんでないわよそんなの。その件に関してはあたしが自分でなんとかするって言ったでしょ？　新しいバイト先だって今一いつ所しよ懸けん命めい探してるとこなんだから！

　どうせそうやって恩を着せて、あとでその代だい償しようとしてあの……その……あっあたしにイヤらしいことを要求する気なんでしょ!?　魂こん胆たんが見え見えだわっ。

　で、でも……まあ、慧太がそんなにやりたいって言うんなら、べ、べつに無む理り矢や理り止めたりはしないけど？

　っていうか、他ほかのみんなに秘密しゃべってないでしょうね？　あんたのことだから、つい口に出しちゃうんじゃないかってこっちはドキドキなんだからっ》




［件　名］Re:Re:Re:Re:Re:

［差出人］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

［宛　先］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

《なんで俺おれそんなに信用無いの!?　大だい丈じよう夫ぶ、みんなには肝かん心じんなとこだけぼかして伝えてあるから安心して。

　てかイケナイ事とか要求しないから!!　どうしていつもそう……。

　まあいいや。それはさておきバイト探し頑がん張ばって。こっちもこっちで気楽にチャレンジしてくるからさ》




［件　名］Re:Re:Re:Re:Re:Re:

［差出人］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《おっ、お礼なんて言わないわよ？》




［件　名］Re:Re:Re:Re:Re:Re:Re:

［差出人］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

［宛　先］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

《はいはい》




×　×　×




　◇　オフライン　◇

　昨日はマスターの自分都合で急きゆう遽きよバイトが休みだったが、今日は朝から連絡が無かったのでどうやら営業する気らしい。

　なので俺はそんな気まぐれ喫きつ茶さ店てん、ロープレにやってきていた。

　制服にエプロンといういつもの仕事着に着き替がえた後、店頭に立つ。するとすぐに窓まど際ぎわの席に目が行った。

　そこに座っているのは長い黒くろ髪かみのちっこい女の子。

　大きめのゴロチュウフードの下から円つぶらな瞳をのぞかせて、恥はじらうようにこちらの様子をうかがっている。

　まああれだ。いらん説明だが雫だ。

　彼かの女じよに話しかけるとろくなことにはならないのでそのまま無視してもいいのだが、昨日みんなで決めたキャンペーンクエについてまだ伝えてなかったし、それだけは話しておこうと思って近付いた。

　そうしたらいつものようにホワイトボードを俺に見えるように向けてくる。

『できちゃった♡』

　バーン!!

　店内に耳を劈つんざくような音が響ひびいた。俺が勢い良くボードを叩たたき伏ふせたのだ。

　そのせいで珍めずらしく店内にいたお客（約一名）が何事かと首を伸のばしてこちらの様子をうかがってる。

　俺はお客さんに対して頭を下げると、雫の方に向き直って迷めい惑わくにならないくらいのトーンで話しかける。

「できちゃった♡　じゃねーよ!!　誤解を招くようなことを言うな！　いや書くな！」

『何ができたと思ったの？』

「え……そりゃもちろん、ほら、あれだろ……その……」

『答え　アフレコ台本ができた』

「へ？」

　なにそれ？　そう思って雫の手元を見ると一冊の冊子があった。

　そして表紙にはこう書かれていた。




【魔ま砲ほう少女トトカルこのは［第８話］

〝ライバル登場！　フィールドはいかさまでいっぱいなの？〟ＡＲ台本】




　そいつは俺が崇すう拝はいして止やまない〝このはちゃん〟のアフレコ台本だった！

「えっ、これまさかっ……マジもんの台本!?　しかも８話ってヘイトちゃんが初登場の神脚きやく本ほん回じゃん！　なにこれ、どうしたの??」

『ふっふーん』

「それは誇ほこらしげにしてるってことでいいのか？」

　文字ではそんな感じだけど、実際ボードを掲かかげてる本人はおどおどしてるから今ひとつ分かりにくい。

「で、なに？　なんで雫がこんなの持ってんの？　あれ、そういえば雫って声優目指してるって言ってたよね？　それとこれなんか関係あるの??」

『関係ありあり』

「どういう関係があってこの台本がここにあるのか良く分かんないけど、とりあえず…………すっすげぇーっ!!　見ていい？　ねえ、中見ていい？」

『許可する』

「うぉーっほいー！」

　俺は喜び跳はねると、まるで貴重な美術品でも持つような手つきで台本を手に取り、震ふるえる指先で表紙をめくった。







［キャスト］

　野比けい太

　源しずく

　ボラえもん




　○けい太の家・自室

　　部屋に泣きながら駆かけ込こんでくるけい太。

　けい太「助けてボラえもーん！」

　ボラえ「どうしたんだい？　けい太くん、そんなにあわてて」

　けい太「しずくちゃんが、しずくちゃんが大好きすぎて、必ず右斜め42度からバックステップを踏ふんでしまうんだよー、連続で。それにしずくちゃんが可愛すぎて、放課後の教室でスルメを両手でつまんだままついつい小こ躍おどりしちゃうんだー、吐と血けつしながら。助けてよぉ～」

　ボラえ「なあーんだそんなことか。それなら任せてよ」

　ボラえ、六りく道どう輪りん廻ねポケットから秘密道具を取り出す。

　　ぱらぱぱっぱぱー（効果音）

　ボラえ「げーんーじーつーとぉーひぃー」

　けい太「なんだいそれは？　何も手に持ってないじゃないか。僕ぼくを騙だましたな！

　　　　　この詐さ欺ぎ師し！　謝罪しろ！　断罪だ！　打ち首だ！　打ち切りだ!?」


　ボラえ「お、おちついてよ、けい太くん！　首が絞しまるから！　キュッて絞まるから！　それより良く見て、ほら。秘密道具という名の真実は君の心の中にあったんだよ。君が現実逃とう避ひをして見えていなかっただけなんだ。ようやく君の目にもハッキリと見えてきただろ？　僕はボラえもんの姿をしているけれど実はしずくなんだ」

　けい太「ええっ、そうだったの!?　何だか謎なぞの感動展開だけど、良く見たらしずくちゃんじゃないか！　だいちゅき！　ポッ」



　しずく「私もだいちゅき！　ポッ」

　けい太＆しずく「チュッ♡」

〈完〉







　びったーん!!

　俺は床ゆかに台本を思い切り叩き付けた。怒いかりのままに。

「全然このはの台本じゃねえええええ!!　一体どんな展開なんだよ！　すべてが唐とう突とつ！　そして電波すぎて意味わかんねえよ！　つーか外見に中身を合わせようっていう努力すら感じねえ！」

　そいつは俺が興味を持つようにと表紙だけこのはちゃんを偽いつわり、中身は雫が書いたトンデモ台本だった。

〝できた〟ってそういうことか、と今さらながらに気づく。おせーよ、俺。

「しかも何このキャラクター。パクリな上に、明らかに俺と雫だよねえ？　これ」

『やっぱりわかった？』

　雫はフードの端はしを引っ張って顔を隠かくし、赤くなって照れている。

「気づいてくれて嬉しい、みたいな反応すんな！　誰が見てもまんまだろうがっ！」

『せっかく徹てつ夜やで作ったのに』

「徹夜？　まさか昨日ログインしてこなかったのはこれ作ってたの？」

　彼女は薄うすい笑えみを浮かべて肯こう定ていを表していた。

　こんな手の込んだ事をして、まったくよくやるよ……。

　手作りのようだけどきちんと製本されてるし、一見すると印刷屋に発注したのと変わらない出で来き映ばえだな。

　間ま違ちがった方向への努力に感心しつつ、俺は当初の目的だったキャンペーンクエについて彼女に話をする。姫ひめの事情も合わせてね。

　もちろん理由はましゅーやリコッタに話した内容と同じで。

　すると雫は照てれ臭くさそうにフードを目ま深ぶかにかぶりなおして、

『やっと私と結婚する気になったのね』

「なんでそうなる！」

『名声度上げに興味を持つ→私と結婚』

「はええぇぇ！　流れがどう見てもはえええぇ！」

『じゃあきちんと段取りを踏む』

「ん？」

『今、うちに私以外誰もいないの。寄ってく？』

「全然段取り踏んでないじゃん！　つーかお前んとこ、もとから誰もいないだろ！　一人暮らしなんだし！」

『何もしないよ？』

「あ、当たり前だろ！」

『マリモ竹刀しないよ？』

「うわっ何この竹刀!?　緑色の藻もみたいなのが生えててぬちゃぬちゃするよ？　こんなんじゃ試合にならないって」

『マシな菓か子し折おりよ？』

「ほうほうこれは無難なアソートパックって感じで、まあ菓子折にしてはマシなほうだよね？」

『菓子折持って両親にご挨あい拶さつ』

「初めまして鷺さぎ宮みや慧太と申します。突とつ然ぜんですが娘むすめさんを僕に下さいってちげええええええええええええっ！　またそういう誘ゆう導どうの仕方かっ！　というか最後のは語ご呂ろ全然合ってねーしっ!!　菓子折しか合ってねーしっ！」

　このやり取りにはほとほと疲つかれてきた。そんな所に、

「そういう事ならうちの焼き菓子を持っていきなさい」

　と声がして、ポニーテールの女性がすでに箱はこ詰づめされた喫きつ茶さロープレ特選お菓か子しセットを俺に差し出していた。

「ちょっマスター!?　それいつの間に用意したんすか！　てか、リボンまでついてるし！」

　マスター。それは今さら説明するまでもなく、この喫茶店の店長で俺の雇やとい主ぬしで仕事嫌ぎらいのゲーム好き色ボケちゃらんぽらん女である。

　そんなマスターが心底嬉しそうに俺を見て微笑ほほえむ。

「ふふん♪　気が利きくでしょ？　礼には及およばないわよ。これ持って早く梓月しずくちゃんのご両親に挨拶にいきなさいな」

「いらん気き遣づかいだ！」

「私としてはまだ挨拶に行ってないことの方が驚おどろきだわー」

「俺はあんたの乗り気に驚きだ」

「あ、そうそうその菓子折、従業員価格にしといてあげるから二万でいいわ」

「金取るのかよ！　というか従業員価格どころか逆に高けえよ！」

「この店、経営厳しいんだからしょうがないでしょ」

「ええーっ!?　従業員から搾さく取しゆしないといけないほどこの店傾かたむいてんの!?　って驚いていた時代が俺にもありました」

「まあ従業員価格は嘘よ。給料から差っ引いたりしないから安心して持っていきなさい」

　そう言ってマスターは俺の小こ脇わきに無理矢理、菓子折をねじ込んでくる。

　箱潰れるっちゅうねん。

「だからいりませんて！　頼んでないでしょ！」

「まあまあそう言わず、今日はほら仕事しなくていいから、ここに座って梓月ちゃんと仲良く話してなさいな。店番は私がやるから」

「マスターが自分から仕事するなんて言い出すの絶対おかしいし！　妙みように雫とくっつけたがるのもおかしいし！　何企たくらんでんすか？」

「はっはっはーっ何も企んでないわよー？　おかしなこと言うわねー。私はただ少年にリアルをより嫌いになってもらいたいだけで……」

「えっ？」

〝リアルを嫌いになってもらいたい？〟

　語ご尾びを濁にごされたが確かにそんなふうに聞こえた。

　それってどういう事??

「今なんて？」

「え、何が？　私は二人はお似合いって言ったのよ」

　すぐに聞き返したが誤ご魔ま化かされた。

　誤魔化しついでにマスターはニヤニヤしながら俺の肩かたを小こ突づいてくる。

「それよりさー、あんた達たちどこまでいったの？」

「どっ、こまでって!?　そういうことに興きよう味み津しん々しんな中学生みたいな言い方しないで下さいよ！　そもそも俺と雫の間にはなんもありませんから！　ってそこ！　なんで赤くなってんの!?」

　マスターの質問に対して雫が前にも増して頬ほおを朱しゆ色いろに染めていた。そこへあの腐くされ店てん主しゆがまるで格ゲーのハメ技わざの如ごとく追い打ちをかけてくる。

「まったまたー、そんなわけないよねー？　健全な高校生男子がそんなわけないよねー？」

「だからなんも無いってさっきからぐふぉぉおおぉ!?」

　俺は悲鳴とも雄お叫たけびともつかない複雑な声を上げた。

　だってマスターが唐突に俺の頭を小脇に挟はさみ込んでヘッドロックの体勢に持ち込んできたからだ。

　単純に苦しいってのもあるが、なんか良いい匂においがするし、大きめの胸が頬から額にかけて当たってるしで、もうなんか色々ヤバイ！　これ相手がマスターじゃなかったらとっくに昇しよう天てんしちまってる頃ころだ。

　だからといってこのままでいいわけもない。だって次し第だいに意識が朦朧としてきているから。そんな俺の頭上から彼女の声が聞こえてくる。

「えーなにー？　聞こえなかったわー。で、どうなの？　可愛い女の子とイチャイチャしたいわよねー？」

「わ、わかったっ！　イチャイチャしたい！　イチャイチャしたいでいいからっ！　この腕うでを早く放して!!」

「あんなことや、こんなこともしたいわよねー？」

「もっ、もちろんですとも！　だっ、だから早くこれを！」

「したいわよね？」

「したいしたい!!」

「梓月ちゃんと？」

「したい！」

「あーら、そうだったのー？　私が心配することなかったわねえ」

「えっ!?」

　流れにのせられ、なんかとんでもないことを口走ったような気がするぞ？

　不意に雫と目が合ったが、彼女は恥ずかしそうに目をそらせてしまった。

「えっ、ちょ、おっ!?　違う違う、そうじゃなくて!!」

「言い訳なんて男らしくないわよー？」

　マスターのニヤニヤが止まらない。

　くそう、人で遊びやがって！

「俺の体質知ってるクセに何言ってんですか！」

「あらあらすぐ怒おこっちゃうんだから。あ、でも私、前々から思ってたんだけど少年の怒った顔ちょっと好み♡」

「きっ、気持ち悪いこと言わないで下さいよ！」

「まあ今日は本当に仕事上がっていいから、二人で楽しんでなさいな」

「はい!?　ちょっと！」

　そう言ってマスターは俺からエプロンを奪うばい取とると、無む理り矢や理り雫の隣となりに座すわらせる。

　あまりに一方的すぎて俺はなすがままでしかなかった。

　マスターはさっさとカウンター内に戻もどってしまい、席に残されてしまった俺達。

　さっきまではなんだかんだと言い合っていたけど、マスターが茶々を入れてきたせいもあってか気まずい雰ふん囲い気きが二人の間に漂ただよっている。

　妙に意識してしまっているというかそんな感じ。

　せめて席を移りたいが、それさえも気まずい。

　雫もたまに俺と目が合うと恥ずかしそうに慌あわてて視線をそらす始末。

　ここでいつものようにボードで毒を吐いてくれれば助かるんだけど、それも無い。

　もう、いい加減息が詰つまってきた。

　そんな時、俺はまだ雫に例のキャンペーンについての返答をもらってないことを思い出す。結局、みんなと一いつ緒しよにその話に乗るのか？　否いなか？　ってことなんだけど。

　まあ聞くまでもないか。

　でも彼女がリーダーだし、まとめ役がハッキリと意志を示さないとあの難関クエに立ち向かえなさそうだし、一応聞いてみた。答えは、

『やる』

　の一言のみで、この気まずい空気は店の閉店時間までなーんも変わらなかった。




×　×　×




　◆　オンライン　◆

　その日の晩、いつもよりちょっと早めにゼクスにログインした俺。

　降り立った場所は王都西門を出てすぐの小さな沼ぬま。

　前回そこで少し釣つりをした後、ログアウトしたからだ。

　ここは釣り場としておいしい場所じゃないので他のプレイヤーの姿はまったく無い。

　俺は聖職者クレリツク用のアイテムが魚に混じってたまーに釣れるからっていうんで暇ひまな時に来るくらい。

　だからこそ、この場所でその人物はすごく目立っていた。

　パープルピンクのフリフリドレス。魔ま法ほう少女みたいな死霊使いネクロマンサーの装備がふわふわと揺ゆれる。

「メルルーナちゃん!?」

　俺が声に出すと彼女はパーッと表情を明るくして駆け寄ってきた。

「リエルさん、待ってましたっ☆」

「えっ、え、待ってたって……どうしてここにインしてくるのを知ってたの？」

「リエルさんがよくここで釣りをしてるのを見かけたことがあったので、もしかしたらと思い待ってたのです」

「へ、へー……それで今日は何か？」

「決まってるじゃないですか、二人のヴァチャ充じゆう計画を進めにきたんですよ」

「ヴァチャ充計画って……あの例の？」

「はいっ☆」

　メルルーナちゃんのくりくりっとした瞳ひとみが輝かがやいて、笑みから星がこぼれ落ちる。

　かわいい！　かわいすぎるだろ！

　っと、それは置いといて、メルルーナちゃんと約束したヴァチャ充を目指す計画。その事はもちろん覚えている。

　彼女から預かっている【暁天の鍵デイブレイク・キー】をこの世界のどこかにあるという【逢魔時の錠前ピリオド・ロツク】と合わせることでヴァチャ充になれるというなんとも曖あい昧まいでハッキリしない話だ。

　俺としてはおまじないの類たぐいのことだと思ってたから、彼女がここまで積極的にそれにこだわってやってくるとは思ってなかった。

　それよりも俺はダイレクトアカウントチェンジ機能なんていうシステム無視な反則チートアイテムをこれ以上持ち続けていることに不安を感じていたんで、今度彼かの女じよに会ったら返そうと思ってたところだった。

「そのことなんだけど……メルルーナちゃんから預かってるあの鍵、やっぱり返すよ」

「え……なんでですか？」

　彼女は悲しそうな目で俺を見る。

「なんていうか……ちょっと使ってみたんだけど、これってかなりまずいアイテムじゃない？　こんなの運営側に見つかったらアカウント停止どころかそれ以上のペナルティがありそうで……」

「なあーんだ、そんなことなら大だい丈じよう夫ぶですよ。リエルさんがそのアイテムの秘密を知ってしまったってことは私と同罪ですからっ☆」

「同罪って……え、えっ？　どういうこと??」

「ですから、そのアイテムを返却するっていうのなら、暁天の鍵デイブレイク・キーの不正性を公表するってことですよ。うふっ」

「うふって……ちょ!?　え??」

　それって……死なば諸共ってことじゃ!?

　しかもそれはメルルーナちゃんらしからぬ脅迫発言。

　黒いぃ、黒いよおぉぉぉ!?

　でも彼女は変わらず純心無垢な笑え顔がおを向けてきている。

　なんだろうこれは？　ヴァチャ充を目指す純じゆん粋すい性せいのあまり、盲もう目もく的てきになってしまってるってことだろうか？

　それとも何か特別な事情でもあるのかなぁ……？

　だからといってこのままでいいってわけでもないし……かといって鍵を返すという選せん択たく肢しも彼女に塞がれてしまった。

　うーん、どうしよう。

　悩みに悩んでいると、こちらの苦悩なんてどこ吹く風という感じでメルルーナちゃんがやる気に満ちた笑顔を向けてくる。

「さあリエルさん、さっそく逢魔時の錠前ピリオド・ロツクのある場所に向かいましょう」

「あれ？　メルルーナちゃん、そのアイテムがある場所知ってるの？　それってどこにあるのか分からないんじゃなかったっけ？」

「えっ!?　あ、ああ……大体その辺りにあるんじゃないのかなーっていう、あくまで私個人の予想です。はは……」

　焦あせったふうにしている彼女。

　なんかおかしい……。

　俺はそんなメルルーナちゃんを見ながら考えた。

　これはもう少しだけ様子を見てみるってのもありだと思う。その中で彼女が抱えている問題とかが見えてくるやもしれないし、そこから解決への糸口も見つかるかもしれない。

　そうしたら彼女もこんなアイテムに頼らずともヴァーチャルライフを楽しんでくれることだろう。

　ただ、暁天の鍵デイブレイク・キーについてはもう使わないでおこう。そう心に決める。

「というわけで、私が予測したその場所に行きましょうか。リエルさん」

「いやちょっと待って」

「なんです？　　　　　　　　　　　チッ」

　今舌打ちっぽい音が聞こえたけど、多分気のせいだろう。

「あのね、今うちのギルドでとあるキャンペーンクエストに挑戦するってことになってて、その成功報酬が先着順らしいんだ。だからそっちの方を先に進めたいんだよ」

「えーなんでですかー？　私との約束の方が先だったのに……ぐすん」

「あ、いや、それはそうなんだけど……」

　困ったなあ……うまい言い訳が出てこない。

　俺が悩なやんでいると、メルルーナちゃんがボソボソと何か独り言を言っている。

「うーん……この辺でもう一押おししといた方がいいかしら？　ヴァーチャルへの愛がさらに深まるかもしれないし……」

「え、何？」

「いっ、いえ、こちらのことです。そ、そうですかー、それなら仕方ありませんね。私との約束はその後でいいですよ。どうぞみなさんで楽しんで来て下さい」

「いいの？」

「ええ、どうぞどうぞ。それでそのクエストってどんなのです？　こんな私でもクエは結構な数をクリアしてますので、よろしければ攻略情報を提供できますよ？」

　なんだろう？　この変わり様は。急に協力的になったぞ？

　まあそれはさておき、メルルーナちゃんはカリスマプレイヤーと呼ばれる存在だし、レベルだって俺より遥かに上。そんな彼女は相当数のクエをこなしてきているはずだから、あの難関クエについても何か情報を持ってるかもしれない。

　それで俺はキャンペーンの概要と、挑戦するクエについてメルルーナちゃんに話した。

「ああ、あのクエですか……」

　伝えた途と端たん、彼女は力の抜ぬけたような声で答えた。

「何か問題でも……？」

「あのクエをクリアしたプレイヤーは多分……このサーバーでは〝１ＰＴパーテイ〟しかいないんじゃないかと……」

「たった１!?」

　ゼクスのシステム上１パーティの上限が６人。それがさらに６つまで同盟ユニオンとして組むことができ、最大36人のパーティを組むことができるけど、この場合は最小単位のパーティのことだろう。

　ってことはこの世界であの難関クエをクリアした人間は多く見積もっても６人しかいないってことだ。

「ええ、なんでもプログラム上で致命的な設定ミスがあって、事実上クリア不能に近い超困難なクエに仕上がってしまったらしいです」

「でもそれならあとからパッチとかで修正すればいいんじゃ？」

「どうもそれがゼクスの根幹に関わる部分と重なってしまってる箇所があるらしくって、下手に修正できないみたいなんです。それだからクリア不能の難関クエという名が一人歩きしてしまって……。でも絶対に不可能ってわけじゃない事が証明されてるので、今回のそのキャンペーンというのは不ふ名めい誉よな噂うわさを払拭する思おも惑わくも一面にあって催されたんじゃないかと思います」

　なんだか運営側のきな臭くさい話を聞かされてちょっとショボーン……。

　でもまあ、クリアした人がいるなら俺達にもできる可能性が無くはないわけだ。

「うーん……そのクリアしたっていうパーティの誰かに話を聞ければ一番いいんだけどなあ……」

「ああ、それなら今リエルさんの目の前にいるじゃないですか」

　メルルーナちゃんはそう言ってニコッと笑って見せた。

「ほぉえ!?　メ、メルルーナちゃんが!?」

「そうですよ☆　私はクリア済みです」

「ほんとに!?　すごっ！　でもあんなの一体どうやって……」

「では、そんなリエルさんに攻略へのヒントをお教えしますね☆」

　まさかこんな所で有力な情報を得られるとは思わなかった。

　俺は妙にやる気満々で話してくるメルルーナちゃんに一抹の不安を覚えながらも、彼女が教えてくれる情報にしっかりと耳を傾けるのだった。




×　×　×




「てなわけで難関クエの攻略情報を入手してきたよ」

　場所はギルドハウス。俺はギルドメンバーを前にしてそう口にした。

「情報の出所がいまいち気に食わないな」

　そう答えたのは雫。テーブルに頬杖を突き、ふて腐れた態度で聞いている。

「そもそも本当の事かどうかも怪あやしいにゃりよ」

　リコッタはしっぽを丸めながら雫に同調するような事を言う。

「そういえば以前言ってたメルルーナちゃんを激しく締め上げて吐かせる、っていうのをまだ実行してなかったですねー」

　若干一名（ましゅー）が何か恐こわいこと言ってるけど聞こえなかったことにしよう。

「いやなんと言ってもあのクエをクリアした人の情報だから、これ以上有力なものは無いと思うんだよ」

「私は情報の内容以前にリエルがあのメルルーナと会っていたという事実の方が非常に気に掛かるのだが？」

　雫はそう言って顔上げながら俺の方を睨にらんだ。

「立ち話ついでにその話題になっただけだよ」

「そうか？　私には二人が陰かげで何かこそこそとやっているようにも見えるのだが？」

「いやそんなことないよ？　ははは」

　何気に鋭するどいな。顔に出ちゃいそうになったじゃないか。

　暁天の鍵デイブレイク・キーのことは知られないようにしないと面めん倒どうなことになるからなー。気を付けないと。

「それにあれだけギルドランク上げに非協力的だったのに、ここに来てやる気出すとか怪しすぎるしな」

　ギクッ

「そ、それはほら、無料になるとかすごいお得だし、参加しといても損はないでしょ？　それに姫もプロバイダーの乗のり換かえに手こずってるみたいだし、丁度いいと思って」

「無料になるのは良しとして、乗り換えに手こずるとかいう理由が釈然としないな。そんなものはさっさと切り替えれば済むことだし」

　ギクッギクッ

「あと気になるのは、もしクリアできたとしたら誰の分のチケットをうさっころにくれてやるつもりなんだってことだ」

「そ、それは……自分の……かな？」

「なんでそこまで、うさっころにしてやるのだ？」

「う……」

　いい口実が思い付かず、何も言葉が出てこない。

　そこへリコッタとましゅーの厳しい視線も加わって、三人で呟く。

「「「あーやーしーいー」」」

　これは困った。

　困り果てて変な汗が出てきたそんな時、

「ま、理由なんてどうでもいいんだけど」

　と雫がなんとも軽い口調で言い放った。

「へ？」

「なぜなら、私にはそんな事では揺るがない大きなものをリエルからもらってるからな」

「何かあげたっけ？」

「将来の契り」

「はいぃ!?　そんな覚え無いんだけど？」

「昼間ロープレで会った時に〝雫ちゃんとしたい！　したい！　超したい！〟って連呼してたじゃないか」

「ぶほっ!?　そ、それはマスターに無理矢理言わされたからでしょが！　あと連呼はしてないし！」

　そこへましゅーが悲しそうな顔をして分け入ってくる。

「いつの間にそんなことになってたのですかー？　リエルちゃんはわたしとＢＬ本みたいな仲になるって決めたんです！」

「勝手に決まってた!?」

　リコッタも負けじと割り込んできて、

「リコッタはニャニャ星のしきたりに従い、すでに事は済んでいるにゃりよ」

「ウソはダメでしょ！　ウソは！」

「ウソじゃないにゃん。この前一緒のお布団で寝ねたにゃん」

「いやそれはそうだけど……って誤解を招くような発言はやめてぇぇ!!」

　もうこの人達ダメだ……。いやそんな事はずっと前から知ってたか。

　そこで雫は思い立ったように急に明後日あさつての方向を見詰め、天てん井じようを指差す。

「とにかく今は結婚式に向かって突き進むだけだ」

「それには賛成にゃん」

「わたしもですー」

　なんだか良く分からないが一致団結しちゃった三人。

　騎き士し様さまとの〝特別な挙式〟へのベクトルが強まったという感じだ。

　雫は手を下ろし、再び俺のことを見据える。

「それで、あの女からどんな情報を得たのだ？　一応話半分程度に聞いておこうか」

「あんまり話したくない気持ちになるのはなんでだろ……」

「いいから早く」

　急せかされて渋しぶ々しぶ口を開く。

「なんでもあのクエはレベルが高ければいいってわけでもなくて、チームワークが重要になってくるって」

　沈ちん黙もく。

「…………まさかそれだけ？」

「えっ……ああ、あと〝等しき力が闇を封じる〟とも言ってたかな？」

「…………」

　雫は呆ぼう然ぜんとしたまま押し黙だまってしまった。

　え、なに？　どうしたの？

「それはクエを受ける時に話しかけるＮＰノンプレイヤーＣキヤラクターの会話内にも同じものがありましたねー」

　と、ましゅー。

「あれ？　そうだったっけ？」

　雫が不ふ機き嫌げんそうに顔を顰しかめる。

「まったく予想通りの使えない情報だな。これでは前と何にも変わってないじゃないか。しかも今回はうさっころがいない分、人数的に条件が悪くなってる。本当に使えない奴やつで、戦力として考えるのもおこがましいのだが、いないよりは蟻ありん子程度くらいマシだからな」

　本人がいないのをいい事に散々な言われようだな、姫。

　あーでも雫なら、いても言うか。

「とにかく、このままではこの前と変わらない結果になってしまうだけだ。かといってこれという決め手になるものも無い。では私達に何ができるのか？　ハイそこ！」

　雫は不意にリコッタを指差した。

「えっ、えっ、えっと、気合いで頑張るにゃ？」

「ぶっぶー！　ハイ次、ましゅー！」

「え？　わ、わたしですか？　えーと、五寸釘と藁わら人形を用意して開発者さんを恨む？」

　恐いこわいコワイ。

「ぶっぶー！　ハイ次、はいらないか」

「ズコー！」

　絶対来ると思って考えながら待ってたのに！

　そんな俺に構わず、雫は誇らしげに腕を組んだ。

「答えは〝目には目を物量には物量を〟作戦だ」

「「「物量??」」」

　みんなが声を揃えて聞き返す。

「あれだけの数のアグリスライムを相手にするのだ、並大抵の体力じゃやり合えない。そこで回復アイテムを所持限界数まで全員が持つ。それに加え防御力やＨＰ増強効果がある装備や付与エンチヤント魔法など体力に関するありとあらゆる物で身を固めるのだ」

　意外と普ふ通つうだった。

　そんな程度でなんとかなるのかなあーと俺は思った。そのくらいのことはすでに誰かやってそうだし。ただの持久戦になって競り負けておしまいな気がする。

　でも他にいい案があるわけでもないし、それにのっかるしか今は思い付かない。

「異論が無いのなら早さつ速そく準備を始めるぞ」

　ギルメンからは誰も声が上がらなかった。

　まあ異論を唱えたところで受け入れられそうもないしね。

　というわけで姫を除いた俺達ギルメンは、あの超難関クエに再チャレンジすべく準備を開始した。




×　×　×




［件　名］淫いん獣じゆうへ

［差出人］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《あ》




［件　名］Re:淫獣へ

［差出人］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

［宛　先］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

《なに？　今学校？　そしてなんでいつもそんなメールなの……。

　てか、その件名はなんだ！》




［件　名］Re:Re:淫獣へ

［差出人］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《放課後の方が自習っぽくて紛れ込みやすいのよ。

　件名は気にしないで》




［件　名］Re:Re:Re:淫獣へ

［差出人］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

［宛　先］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

《気にするわっ！

　ったく…………。

　それはそうと、予定通りキャンペーンクエにみんなでチャレンジする事になったよ。決行日はもうちょい先だけど。またその時に連れん絡らくするね》




［件　名］Re:Re:Re:Re:淫獣へ

［差出人］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《いっ、いちいち連絡なんてしなくていいわよ！

　あたしの方も……新しいバイト先決まったし……》




［件　名］Re:Re:Re:Re:Re:淫獣へ

［差出人］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

［宛　先］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

《えっ、ホントに!?　すごいじゃん！　よかったね、おめでとう》




［件　名］Re:Re:Re:Re:Re:Re:淫獣へ

［差出人］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《べっ、べつにほめてもらいたくて教えたわけじゃないんだからねっ!?

　あっ、あたしはその……慧太達に頼らなくても大だい丈じよう夫ぶって言いたかっただけよ！》




［件　名］Re:Re:Re:Re:Re:Re:Re:淫獣へ

［差出人］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

［宛　先］姫［princess_kiri@motmail.co.jp］

《はいはい》




　姫とそんなメールのやり取りをして携けい帯たいをしまおうとした直後だった。

　すぐに別のメールが着信する。




［件　名］感動

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《君が僕の為ために動いてくれるなんて珍めずらしいね。

　僕はとても嬉うれしいよ》




　またこいつか……。

　いつもの調子のメールにうんざりしながらも、ふと思う。

　この文面って状じよう況きようからして姫の言葉でもおかしくないなーと。

　もしかしての一連のユーグからのメールは姫の仕業だったのか？

　――あれ？

　でもクエストに対して急にやる気を出した俺を見ての文面としてもおかしくはないな。

　結局、他ほかのギルメンにも疑いが残ったままだった。







＃04【クエストと約束がヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　俺おれ達たちギルドメンバーの面々は難関クエに向けてそれぞれに準備を整えていた。

　どんな準備かというと――

　たとえばリコッタはギルドハウスにこもり、メンバー全員分のハイポーションの生成に精を出していた。体力を大幅に回復させるアイテム、ハイポーションは購こう入にゆうすると結構値が張る為、錬金術士アルケミストである彼女が素材集めから生成まで一人でやっている。

　ましゅーはＨＰ増強効果のある首飾りやブレスレットなどの小物装備を全員分揃そろえるべく資金稼ぎに出ていた。

　なんでもそこは暗殺者アサシン使いのソロプレイヤーにとっては常識的な狩かり場ばで、砦を守る衛兵モンスターがそこそこ高価なアイテムをドロップするというのだ。

　ちなみにその狩り場では暗殺者アサシン特有のスキルが必要になってくるので、それ以外の職業ジヨブにとってはあんまり美味おいしくないらしい。

　なのでそっちは彼女に任せた。リコッタが生成した余剰分のハイポーションを売りさばいたお金と合わせれば相当の資金になるはずだ。

　んで俺はというと、雫しずくと一緒に王都【フィルムス】から【飛ひ翔しよう艇てい】に乗り、東大陸に降り立っていた。

　ここはエルフ族が支配する国【シルバ】の中心都市【ウィリデ】だ。

　飛翔艇を降りてまず目に入ってくるのは街の風景。

　人間が支配するフィルムスとは文化体系が異なる為、街の雰囲気はだいぶ違ちがう。

　圧倒的に緑の量が多く、その中に調和するように近代的な建物がある。言うなれば自然の中に高度な文明が折り混ざったようなそんな印象を受ける。

　行き交う人々を見ても自国ホームである為か、エルフ率もやや高めのように思える。

　それで俺がなんでここにいるかというと、聖職者クレリツクの専用装備である【加か護ごの腕うで輪わ】というアイテムを探しにやってきたのだ。

　なんでもそのアイテムを装備していると味方にかけた付与エンチヤント魔法の持続時間がアップするのだとか。

　たとえばパーティの防御力を上げる魔法【強靱化プロテクシヨン】とかできるだけ長く効果が続いてればかなり有効だし。

　だからクエ挑ちよう戦せんに加護の腕輪は欠かせないってわけ。

　そこはソロでも全然行ける場所なんで俺は一人で行くつもりだったんだけど、手伝うとか言い出した雫が無む理り矢や理りついてきて今はこんな状態。

「ねえねえ、どこでお弁当にするー？」

　隣にいた雫が突とつ然ぜん猫ねこなで声で聞いてきた。手には所持品から取り出されたサンドウィッチや骨付き肉などの食べ物系アイテムがある。

「なんでレジャー気分なの!?　というか口調がいつもと違うし！」

　俺が突っ込むと彼かの女じよはアイテムを引っ込めて、いつもの平然とした表情に戻る。

「レジャーなどとはこれっぽっちも思ってないぞ？　デートだと思ってる」

「もっとダメだ」

「二人きりで遠出。これはもうデート以外のなにものでもないだろ」

「そうかな？」

「あとはその辺で宿屋を探して、イチャイチャするだけだな」

「さらっとドライに大変な事を言わないでー!!」

「騎士様の姿でないことが悔やまれるが、とりあえず百合の関係から始めてみようと思う」

「いいっ！　いいっ！　そんな関係始めなくていいっ！　それより手伝いで来てくれたんじゃないの？」

「無論そうだが、多少ハメも外したいと思うのが乙女心というものだろう」

「どんな乙女心だ！」

「それで目的の場所はどこだったかな？」

　やっと本題に戻ってくれたか……。

　俺はやれやれと溜ため息いきを吐ついた。

　さて、俺達が向かう場所は町外れの墓地。

　そこでミニゲームイベント【墓場の掃そう除じ】が受けられるのだ。

　掃除といっても本当の掃除ではなくて、墓場に時たま現れる悪霊を退治（掃除）するというゲーム。簡単に言うとモグラ叩たたきに似ている。

　制限時間内に設定された数以上の悪霊を倒すとアイテムボックスが貰えて、その中にある一定の確率で加護の腕輪が入っているのだ。

　着いた早々早速チャレンジする俺。しかしゲーム自体は至し極ごく簡単なのだが、なかなか目的のアイテムが出ない。

　職業ジヨブに関係なく遊べるので雫も挑戦していたが、二人合わせて三十回ほどクリアしたところで、これって意外と大変??　とか思い始めた。

　一個10Ｇグランにもならない素材系アイテムが山になっていくだけだし。

「ちょっと休憩しようか」

「ああ……」

　さすがの雫も疲れた様子。傍らのすあまも「ふきゅぅぅ……」と項うな垂だれて疲ひ労ろうを露あらわにしていた。

　罰ばち当あたりも甚だしく、俺達は近場の崩れた墓石の上に腰掛けて、雫が出してくれたサンドウィッチと骨付き肉にかぶりつく。さっきのやつね。

　器用さＤＥＸと敏捷性ＡＧＩを上げる為に口にしただけだけど、なんとなーくほっとした気分になる。

　そんな時分、ふと隣を見れば投げ出した足をブラブラとさせて、ぼんやりと空を眺めている雫がいる。

　均整の取れた体型と顔立ち。リアルとは似ても似つかないすらっとした背丈についつい見とれてしまう。

　ああーやっぱりゼクスはいいなー。

　リアルでこんな傍そばに女子が座っていたら、心臓バクバクしてこれほど落ち着いてられないもんなー。その点、ヴァーチャル世界は安心できる。

　あとは少し黙っていてくれたら俺おれとしては最高なんだが。

　と感じていたその時、

「何を見ているのですかな？」

「うわあ!?」

　急に問いかけられて俺は慌てた。

　聞いてきたのは雫じゃない。だって彼女は珍しく目を丸くして頬を染めていたから。

　俺が彼女を見てたのバレちゃったじゃないか！

　それはそうと声はどこからしたのかというと足あし下もとからだった。

　雫は咄とつ嗟さにスカートの裾すそを押さえる。

　そこには地面に寝ねそべって俺と彼女の脚あしをにやけながら見上げている顔があった。それはくるりと巻き上がった金きん髪ぱつと貴族みたいな服を着た無む駄だにイケメンな男。

「どうもカールオジほごっ……」

　彼が何かを口にした瞬しゆん間かん、俺は反射的に危険を感じてそいつの顔を踏み付けた。しかし彼は、

「ああっ！　リエルたんのちっちゃなおみ足がっ……ハァハァ……ぼっ、僕ぼくの顔にめりめりめりこんでりゅぅぅぅうう！」







[image: ]







　と、よがりながら気持ち悪い声を上げ始めたので慌てて足を退いた。

「へ、へんな声出すなよっ!!」

　恍惚の表情でそこにへたり込んでいる男の名はカールフリードリヒ・オ……って長なげぇよ！　もういいや、めんどくせえ【カール】だよ、カール！

　中の人は言わずと知れたクラスメイトで俺のオタ友である鴨かも河がわ京きよう也やだ。

「いきなり酷いですなあリエル氏。でも僕個人としてはかなり美味しかったですよ。ピキーン」

「今度は本気で蹴り殺すよ？」

「またまた冗談ですよ」

「お前の場合冗談じゃないだろ！」

「あー、ほらまたリエル氏のキャラが崩くずれてますよ！」

「え？　ああっ、カ、カールの場合は冗談にならないよねー」

「グッ!!」

　俺が言い直すとカールはサムアップポーズを決めた。

　グッ！　じゃねえよ！

「それはそうとこんな所で何やってんの？」

「えっ!?　ああ、やだなあここにいるってことはリエル氏と目的は同じですよ。ミニゲームイベントをやってたとこです。ガハハ」

　なんだか口調が怪しい。

「目的って加護の腕輪？　吟遊詩人バードのカールがそんなの狙ねらっても使い道なくない？」

「あーこれはしまったーしまったー。ぼくとしたことが、かんちがいをしてたー」

「？」

　カールは急に棒読み台詞せりふを吐はいたかと思ったら、唐突にとあるアイテムを目の前に取り出して、尚も胡散臭いしゃべりを続ける。

「あれれれ??　これは加護の腕輪じゃないですかー。いつのまにかドロップしてたみたいですなー。でもこれ僕の職業ジヨブじゃつかえないです。こまった、こまったなー。これは聖職者クレリツクしかつかえないなー、聖職者クレリツクしか」

　あまりにわざとらしくてイライラしてくる。

　そろそろ殴ってやろうかと思っていた矢先、カールの口調が元に戻った。

「というわけで、これはリエル氏にお譲りしますね」

「えっ？　ちょちょちょちょっと!?」

　そう言って彼は俺に腕輪を押し付けると、そのまま脇わき目めも振ふらずどこかへ消えて行ってしまった。

　一体なんだってんだ？　何がしたいのかさっぱり分からん。

　俺と雫は手の中にある腕輪を見ながらしばし呆然としていたが――

　もらえるもんはもらっとくか。

　というわけで簡単に納なつ得とくしてしまっていた。




×　×　×




　とりあえず正攻法ではないが目的の物は得たので、俺と雫は街の飛翔艇乗り場までやってきていた。

　飛翔艇というのは大型飛竜ワイバーンの背中に座席を取り付けた乗り物で、リアルで言うとバスみたいな感覚で乗る乗り物だ。

　こいつに乗ればギルドの拠点があるフィルムスの都まであっという間に着いてしまうというわけ。行きもこれを利用したんだったよな。

　見通しの良い開けたこの場所には飛翔艇に乗り込む為のタラップのような階段が数基置かれていて、それぞれの階段の前に列ができている。これは飛翔艇ごとに行き先や巡回経路が違う為だ。

　幸いここは俺達以外誰だれも並んでなくて、次に来た艇に即乗って帰れそう。

　そこで飛翔艇が飛んでくるのを待つこと数分。

　俺達の後ろに三人目の乗客が現れた。

　しかしその乗客の姿にどうも見覚えがある。

　両サイドをお団子に結ったピンク髪がみ。そして初心者丸出しの無職ワークレス装備。

　そう、この前から何かと俺達の周りでうろうろとしていた【まり緒お】だ。

　彼女からはゼクス初心者どころか、ゲームすら初めてなんじゃないかというくらいの操作音痴さを見せられてきたが、それにもようやく慣れてきたのだろうか、今は普通に列に並んでいた――――

　と思ったらそうでもなかった！

　まり緒はそのまま俺の頭にぴとっとくっついて、頬ほおをすり寄せてきたのだ。

「あーん、なんとかやっとまともに動かせるようになったよぉー」

「なななななに!?」

　このリエルアバターだと彼女の方が背が高いので、上から覆い被されたような感じになるが、あまりに不意のことだったので当然俺はなんも身構えてない。

　そんなだからオンラインだというのに女性耐性不全症候群ＦＥＤＳがピクピクッと僅わずかに反応を見せる。

　くっついてきた彼女は、瞳をキラッキラッさせながら俺の全身を見回すと、急に頬を膨らませて修道服の裾をヒラヒラとめくり上げてくる。

「もーう、こーんな格好しちゃってー。女の子の姿なんか似合わないよー？」

「ちょ、ちょっとぉ!?」

　俺、男だけど、それでもなんだか恥はずかしい気がして反射的に裾を押さえた。

　にしてもなんでこの子には俺がネカマだってバレてんだ??

　それとこの妙みように馴れ馴れしくて、人のパーソナルスペースにあっさりと入り込んでくる感覚。つい最近どこかで感じたことがあるぞ？

　誰だっけ？

　そんな事を考えていると、まり緒は体をくねらせながら恥ずかしそうに言う。

「えへへ、そういえば近いうちに手帳返してもらいに行くね？　今度はこそこそせずに玄げん関かんから行く正当な理由ができたからいいんだよねー？」

　手帳？　返す？

　なんだか俺、この子の正体が分かっちゃった気がするぞ……。

　これ絶対、まり緒＝美み咲さきさんでしょ。

　いつからゼクス始めたんだろ？

　分からないままでいたほうが良かったなー…………。

「っていうか何してんの!?　ベタベタ触さわらないでっ！　ヤ、ヤバイっ、ヤバイから……ああっ……！」

　まり緒は興味深そうに俺の頬を指でぷにぷにしたり、髪をなでたり、脚にからみついてきたりしてた。

　その表情は恍こう惚こつに満ちていて、少しばかり上気しているようにも見える。

「ふふ、だってなんか面白いんだもん。これが仮想世界だなんて不思議だなーって思って。それにあの鷺さぎ宮みやくんのお尻しりがこんなふうになっふぼおっ!?」

　突とつ如じよ、押し潰されたような悲鳴と共に目の前にいたはずのまり緒が消失した。

　正確には消えたのではなく、何者かに物凄い勢いで吹っ飛ばされたのだ。

　まるでボウリングの球のように転がってったまり緒の体は、タラップの階段を駆かけ上がり一番上の所でようやく動きを止めた。

　逆に階段を転がり落ちてくるのはふわふわとした白い毛玉。

　そいつは俺の傍で一跳ねすると、ご主人様の肩かたに行儀良く乗っかって鳴く。

「ふきゅ！」

　任務を終えて雫の肩で満足げな顔をしているのは彼女の使し役えきモンスターすあまだった。

　見るからに柔やわらかそうなすあまの頭を雫は優しくなでる。

「よし、素晴らしい〝すあまスペシャルスーパーノヴァボルテックファイナルイリュージョンアタックツヴァイ改〟だった！」

「そのネーミングセンスはなんとかなんないの……」

　俺がそんなふうにげんなりしていると――

　タラップの上でまり緒がふらふらと立ち上がり、すぐさま雫に向かって怒いかりを露わにする。

「いきなりなにすんの!?　結構痛かったんだよ？」

「ふん、普ふ段だんからチャラチャラしてるからその程度も避よけれないんだ」

「それ関係ないでしょ!?　あとチャラくないし！　あんたなんか……えーと……このっ、無口！　チビ！　ぺちゃぱい！」

「は？　ビッチビチの中古品女にそんなこと言われたくないな！」

「ちゅ、中古じゃないわよ！　あんたこそホワイトボードがお友達の根暗性悪女のくせに！　なんなら棺ひつぎの中にボードも一緒に入れてあげるよ？」

「なんで私が死ぬことになってるんだ？　死んでも構わないのはお前みたいな存在自体がステマな人間だろ？」

「なにそれっ!?」

「ステルスマーケティングの略だ。そんなのも知らないのか」

「意味なんて聞いてないし！」

「なにそれ？　って言っただろ。周囲でうろうろして自分のことをさり気なく相手の意識に擦り込む。それがステマ女だ」

「はあ!?　別にさり気なくなんてないよ！」

　そうだね。むしろ堂々としてたね。

　それはそうとこの口喧嘩、なぜだかその内容はリアルでの互たがいの素性を知っていないと出てこないような発言ばかり。

　どういうことだろう？

　実際二人は以前カラオケで会ったりとか、校門前で顔合わせたりとか、リアルでの面識はあるけど――それだけじゃあね？

　俺は手帳の事とかがあったから、まり緒の中の人があの工く藤どう美咲だって気づいたけど、雫にはそれが分かる要素がまるで無いし。

　逆にゼクスを始めたばかりっぽいまり緒は、目の前の雫が同じ学校の綾あや羽はね梓月しずくだって知らないはずだ。

　そんなわけで俺は素そ朴ぼくな疑問を二人にぶつけた。

「あれ？　二人とも知らないところで自己紹介でもしてたの？」

「知らないな、こんな女」

「知らないよ、こんな人」

　返ってきたのは、なんともあっさりとした答え。

　うそくせえ！

　でもまあ中の人については、ここまでリアルとヴァーチャルの差がないキャラだからバレバレか？

　まり緒さん、普通に「鷺宮くん」とか言っちゃってるしね。

　ただこのやり合いは昔からの腐れ縁的なものを感じるなあ。

　やっぱ知り合いなんだろうか？

　以前、校門の所で顔を合わせた時も変な沈黙があったしね。

　とか俺が色々考えている最中も彼女らはまだ何かやっている。

「というか、お前は何しにここに現れたのだ？」

　雫はタラップの上に立つまり緒を顔色一つ変えずに見上げた。
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　すると、まり緒も負けじと雫をにらみ返す。

「それはあんたみたいな人にたぶらかされて、ヴァーチャル世界に入れ込んじゃってる鷺宮くんを救出しにきたんでしょ！　ゼクスなんてゲームだと思って甘く見てたのがいけなかった。こんなことならもっと早くここに来てればよかったよー……て、こんなこと言ってる場合じゃなかった！　これ以上こんな世界にいたら鷺宮くん、リアルに帰りたくないとか言い出すでしょ？　そんなことになったら大変。美咲と結けつ婚こんできなくなるじゃない」

「いや……リアルが苦手なのは身体的事情がありま……じゃ・な・く・て!!

　なんで結婚!?」

　またこの人もおかしな事を言い出した。いや元からおかしかったんだけど。

「待っててね、今この女の呪縛から解き放ってあげるからね」

「いやいや自分の意志でここにいるんだけど？」

　まり緒はハッとした表情になる。

「まさか、もうそこまで洗脳が!?」

「洗脳違う違う！」

「とりあえず今日はこのままログアウトしてもらうんだから。さあ一いつ緒しよに現実リアルに帰ろぼふぅぅ!?」

　俺を連れ去る為、タラップから降りようとしたまり緒の顔面にドッジボール大の毛玉が激突し、細い体が奥おくまで転がってゆく。

　またもやあの、すあまスペシャルなんとか（以下略）が炸裂したのだ。

　しかもいつの間にか到着していた飛翔艇（ワイバーン）の背中の上まで転がって行っちゃったまり緒。加えて丁度出発の時間らしく、ワイバーンが翼を大きく広げた所だった。

「えっ？　あれ？　どういうこと!?　うえええええっえぇっ!?」

　困こん惑わくする彼女を他所よそに飛翔艇は空高く舞い上がる。

　そのまま飛んで行ってしまった飛翔艇はあっという間に青空の点になっていた。

　そんな事があった直後、雫がタラップ横にある行き先表示を見て呟つぶやいた。

「あ、乗り場を間違えていた。これは【中央界メデイトウリウム】行きだ」

　中央界メデイトウリウム。それは６ゼクスの大陸が円を描えがく中央に位置する場所で、このゲームの最終目標地点があるとされている場所だ。

　もちろんその場所はまだプログラム的に解放されてないので、中央界メデイトウリウムの最さい南なん端たんにある砂漠に降ろされることになる。

　無論、その辺りの敵はむちゃ強なわけで……。

「なるほど、どうりで誰も並んでないわけだ」

　雫が無責任に言った。

　俺は遠く離はなれたまり緒のことを思う。

　あいつ即死だな……。




×　×　×




　ようやくすべての準備が整い、クエストに挑戦する日がやってきた。

　みんなで工面したアイテムや装備品を携えて、俺達たちは今、あのアクトゥス山脈の山道を登っている最中だった。

　かなり急な道のりを雫、ましゅー、リコッタ、俺の順で縦に並んで進む。

　雫が提言した体力特化型物量作戦により、ここ数日は準備にかかりっきりの毎日だったわけだけど、俺はそれが少し気がかりだった。

「あのさ、結構準備に時間かけちゃったけど大丈夫かな？」

「何がだ？」

　先頭を行く雫が聞いてくる。

「成功報酬って先着順じゃない？　悠長に時間かけてると誰かに持ってかれちゃうんじゃないかと思って」

「ふっ馬ば鹿かだな。元々難関すぎて一組のパーティしかクリアした前例が無いっていうのだから、ここに来てそれが急に増えるわけでもあるまい。これでたとえ今回一組もクリア者が出なかったとしてもキャンペーンとしては注目はされただろうから、十分宣伝にはなるだろう」

「そう言われると、なんだかもう全然クリアできる気がしてこない。まあこの前の時もそう思ったけど」

「なんなら取り止めにして、先日行きそびれたそこの温泉にしようか？」

　そう言って雫は左にそれた山道の方を指差した。

「いやだからそれはいいって！　行きます行きます！　素す直なおにクエに行きます！」

　湯ゆ煙けむり殺人事件の被害者になるのを回避すべく、俺はクエ開始地点がある右側の道の方へ率先して歩いて行く。

　そこにはものの十数分で到着した。

　左右を見覚えのある岩いわ壁かべに囲まれ、灰色の石ころが転がっているだけの殺風景な場所。

　ここには幾度となく訪れたから良く覚えてる。

　先客のパーティは二組ほど。思っていたよりもかなり少ない。

　入れ替わりで帰っていくパーティもいたが、その沈んだ様子からは収穫は無かったと見える。

　ちょっとやってみたところで無理だと悟って逃げ帰ってきた口だな、あれは。

　そんなんだから順番待ちをしていると、あっさり番が回ってきた。

「じゃあ行きますか！」

　俺が声に出すとリコッタとましゅーが続く。

「いっくにゃー」

「はいですー」

　でも雫だけが少し不機嫌そうに、

「それはリーダーである私の台詞なのだが」

　と口を尖とがらせていた。

　対象フィールドに足を踏み入れた俺達四人と一匹ぴき。

　前回と違って違い和わ感かんを感じるのは姫ひめがいないから。

　やっぱ彼女がいないとちょっと寂しい。

　辺りは不気味なほどの静けさが漂ただよっている。しかし、ここからあと三、四歩進めば状況が一転する事を俺は知っている。

　何度も挑戦して何度もここで死んでるんだから当たり前だ。

　あのゴツゴツした岩と岩を結んだラインの辺りがクエ開始のトリガーになってる。そこを踏み越えた途と端たん、左右にある岩壁と奥の方の地面から染み出るように大量のスライムが発生するのだ。

　突入前に雫を中心に円陣を組む。

「準備はいいか？　私が合図をしたら一いつ斉せいに踏み込む。あとは前に伝えていた通り、持久戦に持ち込む。その最中でできた隙を突ついて、誰か一人が壁を伝って上に上がるのだ。このクエ達成の為の目標物は多分その先にある。あのスライムを全ぜん滅めつさせることは不可能に近いからな」

「りょーかいー」

「おっけーにゃー」

「がんばりますー」

　俺は事前に全員に対して強靱化プロテクシヨンの魔ま法ほうをかける。

　あとはリーダーの合図を待つだけだ。

　雫の胸が息を吸って大きく膨らみ、僅かに静止する。

「では行こうか。騎士様との結婚の為に！」

「「結婚の為に！」」

「出陣！」

「えっ、ちょっ!?」

　俺だけ不意を突かれて前につんのめりそうになったじゃないか！

　まったく……。

　とか文句を垂れている場合じゃなかった。

　壁と地面から黒いアグリスライムが一斉に湧き出したのだ。辺りは一いつ瞬しゆんでまるでスライムの川じゃないかと思えるくらいに真っ黒に染まる。

　きたきた、これだよ。

　一匹一匹はたいした強さじゃないけれど、あまりの量に捌さばききれず押おし潰されるように死亡した記き憶おくが蘇ってくる。

　俺達パーティに襲いかかってくる黒い波。

　まずは、ましゅーが太ももに装備している毒針ポイズンニードル（投とう擲てきアイテム）を数本抜いて周囲の敵に先制攻撃。

　ダメージは少ないが五、六匹のスライムが足止めされる。

　そこへすかさず、ましゅー自身も追撃。両刀のククリナイフだ。

　その間、リコッタは錬金術で猫ねこ型がたのホムンクルスを作り出していた。

　可愛かわいらしい白猫ちゃんと虎とら猫ねこちゃんの二匹はそのままスライムに立ち向かう。まさに猫の手も借りたいこの状況では、手数が増えるのはすごく助かる。

　雫はテイム用の短笛を奏で、すあまを操る。

　ましゅーとリコッタが足止めしている敵の前に進み出たすあまは、息を吸って自分の体の倍はあろうかという大きさまで膨れ上がる。

　すぐさま吐き出された息は岩をも溶かすヒートブレスになっていた。

　目の前にいる数匹が沸騰したように泡立ち蒸発してゆく。

　俺はそんな彼女らの少し後方で、状況を見ながら回復魔法や付与エンチヤント魔法を各々にかけて回っていた。

　これが結構見み極きわめが大変で責任も重大。俺がちょっとでも気を抜いたり、間ま違ちがったりしただけでパーティの態勢が一気に傾かたむいてしまうのだから。それにあまり前に出すぎると自分自身も危ないしね。

　そんなわけで俺達はそれなりに戦っていた。体力に特化した戦い方にしたせいで、前より善戦してる。

　でも、それも長くは続かないだろう。

　やはり敵の物量がハンパじゃない。今では突破口どころか、じわじわと押され始めている。

「くっ、こうもやりにくくては、また……」

　応戦する雫が一いつ旦たん短笛から口を外し呟いた。

　彼女が言うようにこのままじゃ前回と同じように全滅だ。

　問題は無論倒たおして倒しても湧いてくるこの敵なんだけど、その他に障害になっているのは動作の重さ。前にもギルド内で話題になったけど、なぜだか普段より体が重いのだ。最初はこの敵の多さにラグが生じているのかと思ったけど、そうではないっぽい。

　ただでさえ手が追いつかないのに、こう重くてはやりにくいったらありゃしない。

　俺はふとそこで、黒いスライムの大群の中に白い影を見た。

「あれは……」

　歩く人骨。

　スケルトンだった。

　そういや前来た時も後ろのほうで一匹だけうろうろしてたなーと思い出す。

　それにしてもあんな所にぽつんと一匹だけなんて不自然すぎる。

　そいつを良く見ると、生前は魔法使いウイザードだったのか手に杖を持っていた。

　魔法使いウイザード？

「あ……」

　そこでピンと来た。というか忘れてた！

　魔法使い系のスケルトンには【鈍化スロウ】の魔法を使ってくる奴がいるってことを。

　俺はすかさずパーティ全員に【解呪アンチスペル】の魔法を唱える。

「あれ？　急に動きやすくなったにゃん」

「ほんとですねー」

「でかしたリエル」

　メンバーからそんな反応が返ってきて俺は「うしっ！」と小さくガッツポーズを決める。

　ついでにスケルトンに向かって【浄化バニツシユメント】の追撃魔法を放つ。

　死し霊りよう系けいのモンスターが相手なら聖職者クレリツクにおまかせあれ。

　二、三発撃ち込んだらあっさり昇しよう天てんしなすった。

　これで形勢が良くなる……と思いきや、状況はあんまり変わらなかった。

　いやあ……そのくらいで何とかなるほど甘くはないよね。

　やはり圧倒的な物量の前では態勢を維持するだけでも精一杯だった。

　それでも雫達たちは軽くなった体でたまに大おお技わざが出せるようにはなっていた。

【連携技スキルバースト】というやつである。

　二人以上のプレイヤーで攻撃系スキルをタイミング良く重ねて出すことで技が繋がり、単体で繰り出す時よりも大きなダメージを相手に与えるのだ。

　だからと言って無闇に技を重ねればいいというわけでもなく、特定のスキルと順番を守らないと発動しない。

　なので今は、ましゅー→リコッタ→雫の順でスキルを繰り出していた。

　ましゅーが暗殺者アサシンスキル【寝首掻き】を放ち、そこに、

　リコッタが錬金術士アルケミストスキル【錬丹爆薬】を重ね、そこに、

　雫が獣使いビーストテイマースキル【魔ま獣じゆう暴走】を最後に発動させる。

　そんな感じ。

　技が決まると派手なエフェクトが目映いばかりに飛び散って、周囲の敵がまとめてごっそりと消失する。

　すごい威い力りよくなんだけど……これといった決め手にはなっていない。

　俺は回復に徹しなきゃいけないのでそこには参加できないし、みんなの手持ちアイテムは次し第だいに減っていくしでジリ貧だ。

　それでも彼女らは諦めず、

「一番ましゅー、いっきまーす。はいっ！」

「ほいにゃ！」

「よしきた」

　とか掛け声をかけてタイミング良くスキルを繰り出している。

　普段はいがみ合ったりして各々の波長がまったく合って無さそうな彼女らなのに、今は連携技スキルバーストがほぼ完璧に発動するようになっていた。

「はいっ」

「ほいにゃ」

「よしっ」

　なんだか餅つきの掛け声みたくなってきてるが……ってあれ？

　良く見たら敵の勢いが僅かだけど落ち着いてきてるようにも見えるぞ？

「はいっ」

「ほいにゃ」

「よしっ」

「はいっ」

「ほいにゃ」

「よしっ」

　そんな声だけが山間に響く。

　えーと…………そういえば彼かの女じよ達たち、これで何回連続で連携技スキルバーストに成功してるだろう？　結構シビアなタイミングだから何回かに一回は失敗してもおかしくないんだけど…………。

　もしかしてさっきから一度も失敗してない??

　俺が見ていた限りでは確かにそうだ。かれこれ四十回くらいは続いてるぞ？

　そんなの今まで見たこと無い。並の集中力じゃないだろこれ。

「騎士様」

「結婚」

「わっふー」

「騎士様」

「結婚」

「わっふー」

　なんか掛け声変わってるし！

「わっふー」とかクールな雫らしからぬハイテンションっぷりだし！

　でも彼女達がここまでの集中力を発揮する原動力ってのが分かっちゃった！

　こえー！

　いまだに続く連続連携技スキルバースト。

　でもそのおかげであれだけ大量にいたスライムの群れの中に、僅かだが一人分は通れそうな隙間が出来上がっていた。

　今ならあの合間をぬって先に進めそうだ。

「リエル！　あとは私達に任せて先に行け！」

　連携を続けながら雫が俺に向かって叫さけんだ。

　なんだろうね、そのどこかで聞いたような台詞は。

「ちょっと雫、その台詞は死亡フラグにゃん！」

「どうせこのままではいずれ全滅するのは分かり切ってる。犠牲になっても誰か一人を奥まで辿り着かせればそれでいいのだ。というか、そもそもそういうクエだろ、これは」

　リコッタの言葉を一蹴した雫。

　彼女の言うとおり、このクエのクリア条件は〝全すべてのスライムを倒すこと〟には設定されていない。おそらくこのスライムは無限に湧いて出てくるのだろうから。

　最終目標はこの先にあるのだ。

　ちょっと心苦しいが、この状況ではその役目を担えるのは手が空いている俺しかいないのも事実。

「次の連携技スキルバーストで道を作る。その隙に行くのだ」

　雫が真しん剣けんな顔でそう言うもんだから、俺は心を決めた。

「わかった、行ってくるよ。みんなも気を付けて」

　こっちが了承したのを確かく認にんすると彼女達はそれぞれに目配せしてタイミングを決める。

　その時がやってきたのはものの数秒後だった。

「もい」

　雫がそんなふうに短く合図した。

「もい」ってなんだよ、「もい」ってｗ

　あんまり微妙な掛け声だったんで一瞬合図だって分からなかったじゃないか。

　せめて「いまだ！」とか「行ってー！」とかあるだろ。

　おかげで最初つまずきそうになったけどなんとか持ち直して、切り開かれたスライム達の間を駆け抜ぬける。

　何か言葉をかけたり、後ろを振り向いたりする余よ裕ゆうは無い。そんなことしてたら一瞬でスライムの波に呑のまれてしまうだろうから。だから前だけを向いて全力で走った。

　壁際に向かい、そこから細く延のびる小道を辿たどって岩壁の上に出る。

　スライムはここまでは追ってこられないらしく、小道の登り口付近で立ち往生してる。

　高台に出た所で下を見れば、おびただしい数のスライムが黒い川になって流れていた。流れに沿って雫達がいるはずの方向を見るが、その姿はまったくうかがえない。

　もう呑まれてしまったんだろうか？

　どちらにせよ回復役である俺がいなくなってしまったのだから、彼女達もそう長くは持たないだろう。

　なんだかちょっと後ろめたくもあるが、ここまでしてもらったんだから絶対クリアしないといけないなーと気持ちを引き締めた。

　それにしても普段はチームワークのチの字も無い彼女達なのに、不純な動機からとはいえ抜群の連携をしてたなあと振り返る。

　実はちゃんとやれば凄いパーティになるんじゃないのかなー？

　あれ？　そういえばメルルーナちゃんが言ってた、クリアにはチームワークが重要ってこれのことか？

　まああれがチームワークと呼べるかどうかは甚だ疑問だが……。

「さて、先を急ごう」

　気持ちを切り替え、俺は先に足を進めた。

　眼下に流れるスライム川を上流へと辿って行くと、ある場所から流れが地下に潜り込んでいてその先が見えなくなっていた。恐らくあの辺りが奴やつらが湧わき出でてくる源泉なんじゃないかと思う。

　スライムを吐き出し続ける洞穴。

　その上に覆い被さるような形で鎮座するドス黒い岩場。

　俺は大きく回り込んでその岩場の上に降り立った。

「おかしいなあ……この辺だと思ったのに何もないなー。もっと奥なのかなー？」

　俺は少し焦あせりを感じながらもキョロキョロと辺りを見回した。

　そんな時、突如何の前触れも無く足下が震ふるえた。

「地震!?」

　いやゼクスに地震なんてない。じゃあこれは??

　足下の岩場が隆起してる。

　いやそれだけじゃない。左右の地面から翼のようなものが生え、目の前には長い首が持ち上がる。その首の先には金色の目と白く光る鋭するどい牙があった。

　ここからではよく見えないが、太い足が地面をしっかりと掴つかんで立ち上がったように思える。

　グゴオォォォォォ

　体の芯しんを突き抜ける震動が伝わってきた。

　耳を塞ぎたくなるほどの咆ほう哮こうを上げたそいつは、黒い体皮を持った、

　ダークドラゴンだった。

「マジで!?」

　俺が岩場だと思って乗っかった場所は、思いっ切りドラゴンの背中だったのだ。

　しかもこいつがアグリスライムを発生させている元げん凶きようっぽい。

　ゼクスの世界は中央界メデイトウリウムに復活した魔ま王おうと魔ま物ものの影えい響きようで平和が失われつつあるという設定のオーソドックスなＲＰＧ。

　魔王復活の際の魔力の影響で温厚だった動物がモンスター化してるっていう敵も見たことがある。

　多分このドラゴンも魔力に体を蝕まれて暴走してるって設定なんだろうな。だってあからさまに翼に魔の紋章が浮かび上がってるんだから。

　見つけて下さーい、ここが弱点ですよーと言わんばかりだ。

　そいつは両翼の中央にそれぞれ一つずつあった。合計二つってことね。

　これはメルルーナちゃんが言ってた〝等しき力が闇を封じる〟 ってことに繋がるんじゃないかな？

　多分、その紋章を剣で突き刺すなりなんなりしてダメージを与えれば魔力の支配下から解き放たれて、ドラゴンが本来の姿を取り戻もどすのだろう。

　でも等しき力ってどういうことだろ？　もし二つ同時にとかだったら絶対無理じゃん。俺一人しかいないし。

　しかもドラゴンなんていう大物相手、気を抜いたらその爪一掻きでひ弱な聖職者クレリツクなんか即死だ。

　…………でもやるしかないやーね。

　俺は持っている杖の握りを確かめる。

　最初に降り立った場所がドラゴンの背中だってことがラッキーだった。

　翼は目と鼻の先。

「ちょちょいと終わらせちゃうよ」

　俺は右翼へと走った。

　途端、足下が大きく揺ゆれる。

　ドラゴンが俺を振り落とそうと体をくねらせたのだ。

「わわっ!?」

　そのまま前転するように転がった俺は、なんとか翼の付け根に掴まって落下を免れた。

　あ、あぶね……。

　でも、それがまたいい場所だった。

　見上げればすぐそこに円形の紋章が青白く輝かがやいているのが見えたのだ。

　ほんのちょっと手を伸ばせば届く距離。

「よし、行ける！」

　凹凸を見つけて翼をよじ登り、紋章に触れることのできる距離まで来る。

　そこでしっかりと体を固定して、柄えを握り直し、杖の先を――

　紋章に突き立てた。

　グオオォォォォォォッ

　次の瞬間、けたたましい咆哮が上がり視界が激しく揺れる。

　ドラゴンが両翼を大きく羽ばたかせたのだ。

「うほおおおおっ!?」

　俺はそこから振り落とされないように必死になってしがみついた。

　頭がシェイクされて、もう何が何だか分からない。

　てか、やばい落ちる。

　落ちたらそこはスライムの群れの中だ。それはちょっと気持ち悪いし御免被こうむりたい。

　そういえば眼前にある紋章は、さっきから不気味に明滅を繰り返していた。しかも何かを急せかすようにその間隔が段々と速くなってゆく。

　そいつは早くしろ、早くしないと終しゆう了りようしちゃうよ？　って言ってるみたいな感じ。

〝等しき力が闇を封じる〟

　その言葉をもう一度思い起こす。

　これはもしかして、この明滅が終了する前に左翼の紋章にもダメージを与えろってことか？

　いやでも、たとえそうだとしてもこんな状況でどうしろってんだ？

　翼が巻き起こす突風が竜巻のようになって吹き荒れているし、ここから手を離したら離したで勢い良く吹っ飛ばされて行くだけだと思う。

　こうしてる間にも制限時間が迫ってきてる。

　何か方法はないだろうか？

　ここから左翼まで一気に飛べる方法は……………………あ。

　一つだけ思い付いた。

　それは暁天の鍵デイブレイク・キーの存在。
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　ここで騎き士し様さまになって【瞬神速アクセル】のスキルを使えばまだ間に合う。

　ぎゅぎゅーんって飛んで、しゅぱ！　って感じでね。

　俺はなんとか片手でステータス画面を開く。

　しかしアイテムタブを表示したところで指先が止まった。

　そういやこいつは二度と使わないって決めたんだった。

　紋章はそんな俺を嘲あざ笑わらうかのように明滅を更に速めていた。

「あ～んもうっ、しょうがないなー！」

　愚ぐ痴ちると即そく座ざにステータス画面を閉じて、時を見計らう。

　ドラゴンが僅かに動きを止めた瞬間を狙って、俺はスタートダッシュを切った。

　黒皮の背中を左翼に向かって全力で駆ける。

　目の前にぐんぐんと翼が近付いてくる。

「行ける！」

　そう確信した俺は足あし下もとを蹴って飛んだ。

　あとは迫ってくる翼にしがみつくだけ。

　だけどそんな感かん触しよくが無いまま、俺の視界は闇に包まれた。




×　×　×




　◇　オフライン　◇

　俺は木こ陰かげになっているベンチに座すわり、頭上を仰あおぎ見た。

　覆い茂った葉の隙間から夏の日差しがキラキラと漏もれている。

　日陰でも全然涼しくなんかありゃしない。

　そろそろ夏休みも近くなってきて暑さも本格化してる。この調子じゃ八月くらいはどんだけ暑いんだ？　と想像するだけで脱だつ力りよく。

　さて、今俺がどこにいるのかというと中央浦うら河が駅近くの公園に来ていた。

　なぜかと言うと、この前ギルドメンバーで挑ちよう戦せんしたキャンペーンクエの結果を姫に報告する為ためだ。

　俺としては不用意にリアルで女の子と会うなんてことはしたくないし、わざわざ直接会って言わなくてもメールで済ませればいいじゃないかと思うかもしれない。

　けど、なんだか期待させたままで結果はダメでしたーなんて軽く言えなくて、しかも約束してしまった手前、微妙に心苦しくて……。自分の中の礼儀というかなんというか、そんな感じで面と向かって伝えたかったのだ。

　あ、そうそう、この前のクエの結果なんだけど、やっぱり全滅だった。

　俺はあの時、ドラゴンの翼にしがみつこうと跳躍したはずなんだけど、逆にその取り付くはずだった翼によって叩たたき落とされていた。その姿はまるでハエ叩きで叩かれた羽虫みたいにあっさりしたものだった。

　一撃でＨＰがゼロ。

　さすがダークドラゴン。まともに正面から戦ったら数秒と持たないだろうね。

　そんなわけで報酬も当然無し。

　これで各種料金無料計画が消えて無くなっちゃったわけだけど、姫はこの前決まったって言ってたバイト先ですでに働き始めているみたいだし、俺の取り越こし苦労だったってことかな。

　もう少しすれば給料も入るだろうし、普ふ通つうにゼクスに復帰してくることだろう。

　現に今も姫はすぐそこのファーストフード店でバイト中だ。そこでの仕事が終わってから話そうってことにしたから待ち合わせ場所がこの公園になったってわけ。

　それにしても緊きん張ちようからなのか？　ちょっと早く着きすぎてしまった。

　姫のバイトが終わるまであと二時間はあるぞ？　いくらなんでも長すぎだろ。

　どうやって時間を潰つぶそうか……そんなことを考えていた時だった。

「あらやだ、昼間からこんな所に変質者がいるわ!?」

「はいはい俺がその変質者です、て誰がだっ!!」

　顔を合わせて早々に失礼なことを言ったのは姫だった。

「だって、人ひと気けの少ないこんな所に呼び出して、その……することと言ったらアレしかないでしょ？」

「いやいや他ほかにもあるでしょ？　もっと視野を広げて見てみようよ」

　相変わらずの彼女に辟へき易えきとする。

　それでもすぐに目が行くものがそこにはあった。姫の着ている服だ。

　下からキュロットスカート、シャツ、そして頭にはＭの字の入ったサンバイザーがある。

　それはどこから見てもミクドナルドの制服だった。

　そういえば時間的にはまだバイト中なはず。休憩中なんだろうか？

「それよりどうしたの？　その格好。バイトはもう終わり？」

「なかなか似合ってるでしょ？　この制服。あたしが着ればこんな貧相な服もそれなりに見えるってもんよねー」

　姫はその場でくるりと回って見せてモデル気取りでいる。

「いやそうじゃなくて……」

「そんなことより、慧けい太たこそなんでもういるのよ。待ち合わせの時間はまだでしょ？」

「あー……いやなんとなく。早めに家出たらこんな感じに」

「なんとなくって……いくらなんでも早過ぎでしょ。まあいいわ。で、話があって呼び出したんでしょ？」

　無む理り矢や理り話をねじ曲げられた気がするけど、まあいいか。

「ああ、そうそうそれだ。いやね、前に言ってた色んなものが無料になるキャンペーンクエストの事なんだけどさ、この前それに挑戦して……その……やっぱりダメだった。なんか期待させといてゴメン……。それだけ直接言いたかったんだ」

「別に最初から期待なんてしてなかったからいいわよ」

「へ？」

「だから自分でなんとかするって言ったでしょ？　施しを受けるほど落ちぶれちゃいないわよ。こうやって新しいバイト先も見つかったし、ちゃんとやってるでしょ？　学校の人間が利用しない学区外のお店をわざわざ選んだんだから。ムカツクお客とかいるけどそれなりに頑がん張ばってるし、バイトリーダーが偉そうでムカツクけど頑張ってるし、店長が意味不明なこと言ってムカツクけど頑張ってるし」

「ムカつきすぎだろ！　てかそれで本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「だ、大丈夫に決まってるじゃない！　何言ってんのよ。あたしは平気、こういうの慣れてるんだから。すごく慣れ……っ…………っぐ……えぐっ」

　俺は目の前で何が起こってるのか一瞬理解できなかった。

　だって今まで毅き然ぜんとしていたはずの彼女が突とつ然ぜん表情を歪ゆがませて泣き出したからだ。

「え、お!?　どどど、どうしたの??」

「なんでもない、なんでもないわよっ！」

　口ではそう言うが隠かくしようがない。

　顔を背けてみても頬を伝う涙なみだは次から次へと溢あふれ出てくるだけだ。

　ええっと、とにかくハンカチ、ハンカチ……って持ってないよ！　こんなんだから駄だ目めなんだよねー俺。

　でも何か他に代用できるものがあるかもしれないとカバンの中を探る。

「あ、そうだ」

　さっきここに来る前にアニメショップに寄って【ロリーズブレイド】の新作ＤＶＤ買ったんだけど、それに特典で付いてきたハンドタオルの存在を思い出す。

　封を切ったら価値が無くなっちゃうけど、こんな時だものそうも言ってられないよね。

　俺はビニールを無造作に破り、取り出したハンドタオルを彼女に差し出した。

「はい、これ使って」

「あ、ありがとう……」

　彼女は素っ気なくそれを受け取り、目元を拭ぬぐう。

　それでようやく落ち着いてきたのか、すすり泣く声も止まった。

　そこまでは良かったんだけど、涙を拭ふき終えた姫が何気なくそのハンドタオルを両手で広げたのがいけなかった。

「……!?」

　彼女の顔が爆発したように真っ赤になったのだ。

　それもそうだ。

　そのハンドタオルには今日買ったＤＶＤに出てくるヒロインの一人【鉄鋼姫ミルミル】のちょっとえっちーな絵がプリントされたものだったから。

「なななななんてもので拭かせるのよ!?　というか、慧太はいつもこういうことしか考えてないってハッキリ分かったわ！　やはりあたしの勘かんは間違ってなかったのね」

「いや、それはあの……ち、違ちがう！　違うって！」

「何が違うっていうの？　これは動かぬ証しよう拠こじゃない」

「えっ、と……あ、あれー？」

「あれー？　じゃないわよ！　正直に言いなさい。こういうのが好きなんでしょ？」

「ま、まあ……はい」

「まったく相変わらずのロリコン趣味なんだから……あたしと体型が違い過ぎるじゃない。どうすればいいのよ？　サラシでも巻けって言うの？」

「え？　何を言ってるので？」

「こ、こっちの話よ！　とりあえずこのタオルは研究の為に……じゃなくて、洗濯してから返すから預かっておくわ。いいわね？」

「いや別にいいよ、そこまでしてくれなくて」

「何言ってるの？　このまま返したらあんた、「ハァハァ……これ姫たんの涙と匂においが染み込んでりゅぅぅぅ……くんかくんか……あぁ姫たーん！」ってやりかねないでしょ？」

「ねーよ!!」

　そんなことしたら卒倒しちゃうだろ！　俺はただミルミルちゃんを早く返してもらいたいだけなんだぜ？

「で、話を戻すけど……どうかしたの？　バイト先で何かあった？」

　彼かの女じよはこの話題を避さけたい様子だったけど、だからといって見なかったことにはできないだろう。だって心配だし。

　姫はしばらく口を噤つぐんでいた。

「俺でよかったら話を聞くよ？」

　そう尋たずねたら、踏ふん切りがついたのか彼女は口を開いてくれた。

「見てのとおりよ。分かるでしょ？　う、うまくいってないのよ。今日だって二度もお客さんを怒おこらせちゃったし、仕事でも数え切れないほどヘマやっちゃったし、それだけならまだしも注意された事に対して口答えしちゃったし、ちゃんと謝れなかったし……今だって……苦しくなって……逃げたくなって……こうやって仕事中に勝手に抜け出してきちゃって……迷めい惑わくかけてる」

　姫の瞳ひとみが再び潤み始める。

「ダメなの、あたし！　どうしてもこの性格を変えられないの！　いつも周りにトゲを向けてそうやって生きてきたから。パパんが亡くなった後はそれがもっと酷ひどくなった。九く條じようの娘むすめとして完璧でなくてはいけない。あたしの失敗はパパんの失敗になる。だから毎日気を張って過ごしてきた。けど、あたしはパパんみたく強くて、なんでもできる人じゃない。ダメな所ばかり。だから人に当たり散らして自分があたかも正しいように振る舞って、それでなんとかあたしという人間を保とうとしてるのよ。そんな自分が大だいっ嫌きらい！」

「すごいね」

「……え？」

　姫は何を言ってるの？　という顔で俺を見た。

「すごいって言ったんだよ。そこまで自分の事が分かってるなんてすごいよ。自分の何が良くて、何がダメなのか？　そこまでしっかりと客観的に把握できてる人間なんてそうそういないよ？　それにそのままでいいじゃない。それが姫なんだからさ。それに今話してくれた本当の姫の姿にもちゃんと気づいてくれる人もいるって。だから大丈夫」

　今度はさっきと比べものにならないほど、姫の顔がしわくちゃになって歪んだ。

　目め尻じりにいっぱい涙を溜ためて、今にも決けつ壊かいしそうだ。

　そして不意に、俺の体に重みがのしかかる。

　そう、姫が抱きついてきたのだ。

「うえっ!?　な、なに、ちょ、ちょっとぉ!?」

　姫の細ほそ腕うでが俺の背中に回されてしっかりと抱き締められている。胸板には姫が顔を埋めていてなんだかむず痒がゆい。なんかお腹なかの辺りにむにゅむにゅしたものも当たってるし！

　これはまずい！　かなりまずい!!

　意識が朦もう朧ろうとし始めた中、胸むな元もとで姫が囁ささやく。

「……やっぱり、あなたはいつもそうよ」

「へ？」

「人の心の中に勝手に入ってきてはあたしを丸まる裸はだかにしてしまう」

「は、はだか!?」

「慧太の前では誤魔化せないっていうか、不思議と本当の自分が出ちゃうってことよ」

「そ、そそそういうことね……」

「そもそも慧太と会うまではこんなあたしじゃなかった。ゼクスを始めたのは気を張ってばかりのリアルから別の世界に逃げたかったからなのかもしれない。でもそこがオンラインだからってこの性格が変わるわけじゃないでしょ？　どうしても周りにきつく当たってしまうの。でもある時、リエルに出会った。彼女は包み隠さずの感情をぶつけてくる人だった。根が素直なのよね。それが逆にあたしの全てが見透かされてるような気がしたわ。それでもリエルの前ではあたしは本当の自分でいられるような気がして、とても心地好よかった…………そういえばあの時の〝約束〟覚えてる？」

　またあの言葉だ。

　でもそれって??

　何も答えずにいたら、彼女の方から口を開いた。

「ギルドに勧かん誘ゆうしてくれた日のことよ。その時あたしは〝ずっと一緒にいてくれるの？〟って聞いたのよ。そしたら慧太は答えてくれた。〝いいよ〟って」

　俺はその話をもとに記憶を辿った。

　ゼクスで姫と初めて会ったのは【始まりの森】。

　彼女がＰＫ集団に襲おそわれている所に俺がたまたま通りかかって、それを助けたことが切っ掛けだったんだけど、その時は事が済んだと共に別れたんだよね。

　その頃ころの俺はまだレベルも低かったし、ギルドメンバーは雫しかいなかったりで、ソロで狩りをすることが多かった。姫と出会ってから数日経たったある日も、殺人キラーマツ茸シユルーム相手にソロでレベル上げをしてたんだ。

　狩かり場ばで地味ながらも順調に経験値を貯めていると、どこかで見たことがあるエルフ盗賊シーフの女の子が同じようにソロで殺人キラーマツ茸シユルームを狩ってる姿が視界に入ってきた。

　すぐにあの時の子だって分かったね。

　でも声はかけられなかった。俺チキンだし。

　でも次の日も、次の日も、そのまた次の日もやっぱり同じ狩り場で同じように狩りをしている彼女を見かけて、ここ数日他のプレイヤーの姿なんか見たこと無いから、さすがに向こうも俺の存在に気づいているだろうと思って勇気を出して声をかけてみたんだ。

　その時の事をちょっと思い出してみる。




×　×　×




「こんばんは。あ、あのー……この前始まりの森で襲われてた人だよね？」

「は？　何あんた？」

　予想外の反応キター！　覚えてたの俺だけだったー！　自うぬ惚ぼれ恥はずかしー！

「す、すみません、ごめんなさい！　人ひと違ちがいです、忘れて下さい！　じゃ」

「ちょ、ちょっと!?　待ちなさいよ!!」

「へっ？」

　急に腕を掴まれたんで驚おどろいた。

　振ふり返るとさっきの彼女が頬ほおを染めて立っていた。

「なんで逃にげるの!?」

「いや別に逃げたわけじゃないけど……人違いだったみたいだから」

「ちっ、ちがわないわよ！」

「え、じゃ覚えてくれてたんだ」

「べ、べつにずっと気に掛けてたとかそういうのじゃないわよ！　か、勘違いしないでよねっ！　そっ、それより何か用があったんじゃないの？」

　初めて会った時にも思ったけど、やっぱ面めん倒どうな人だなあ……。声かけないほうが良かったかなー……。

　そんな事を思ってると、目の前の彼女の顔がどんどん不ふ機き嫌げんになってゆくので答えた。

「いやね、一緒にパーティ組まない？　って誘おうとしただけなんだけど。ほら、どうせ同じモンスター狩ってるならそうした方が効率がいいかなー……なんて」

　俺がそう言うと彼女は辺りをキョロキョロと見回したり、赤くなったり、何か考えたりして、

「パ、パパパパパ、パーティ??　あたしと？　あたしと組んでくれるの？」

　とか何度も尋ねてきた。

「そ、そのつもりだけど……？」

「ふん、しょうがないわね。あたし超忙いそがしいけど仕方が無いからあなたと組んであげるわ」

「そんなに忙しいなら無理にとは言わないよ」

「えっ、そ、ちがっ!?　く、組みなさいよ！　組んであげるって言ってるでしょ！」

　急に偉えらそうになったりして、やっぱり面めん倒どう臭くさい人だ。

「はいはい、どうかこの私をパーティに入れて下さいませ」

「い、いいわよ……」

「じゃ希望マーカー出すから誘いよろ」

「え!?　あ、そ、そうね」

　そう答えると彼女はステータス画面を広げて色々いじり始める。しかし数分が経っても一向にパーティが組まれない。

　これはもしかして……。

「あのさ……もしかしてパーティ組んだこと無い？」

「な、なんでそれ知ってるの!?　……はっ！　う、うるさいわね！　なんか悪い？」

「いやあ悪くはないけど、それなら言ってくれればこっちでやったのに」

「じゃあ早くやりなさいよ」

「……」

　そうそう、そのまま成り行きで姫とパーティを組むことになって、そこで何日かにわたって過ごしたんだけど、レベル上げっていう当初の目的がある程度達成されたんで俺おれがパーティ解散を口にしたんだ。

　そしたらプレイ中いつもツンツンしてた姫が、突然寂しそうな顔をしたもんだから、俺は結成したばかりのギルドに彼女を誘ったのだった。

「あ……」

　思い出した。

〝ずっと一緒にいてくれるの？〟

　その言葉を口にした時の姫の表情が脳裏に蘇よみがえる。

　終始ツンツンとしていた彼女が、その時ばかりは控ひかえ目めでいじらしく見えたのだ。

　でもあれってギルドに入ってずっと一緒にプレイするって意味だと思ってたけど、違うのか？




×　×　×




　突然、傍そばにある樹きの幹から蝉せみがジジッと鳴いて飛び立ち、それで俺は我に返った。

　思い耽ふけっていた意識が現実に戻ると、眼前には柔和な表情を見せる姫がいて、

「ふふ、思い出した？」

　そう言って胸元から顔を上げて微笑んだ。

　彼女の頬は赤い。それにいつもの尖った雰ふん囲い気きが無く、なんとも可愛らしかった。

「あたし達はオンでもオフでもずっと一緒。だからそろそろいいと思うのよね」

「何が？」

「リアルでの結婚よ」

「!?」

〝ずっと一緒に〟ってそういう意味!?

　お姫ひめ様さま症しよう候こう群ぐんを発病しちゃってるギルメン達はオフでも結婚をアピールしてくることがあるけれど、今のこれは完全にヴァーチャルとリアルを混同しちゃってるよね？

　ってことは、あの一連のメールを送ってきていたユーグの正体は、

　姫!?

　俺は動揺しながらも考える。

　オンの結婚なら架か空くうのものだからまだいい。でもリアルでの結婚となったら俺の人生は即終了だ。

　毎日の生活でいつも傍に女の子がいてみろ、女性耐性不全症候群ＦＥＤＳを持つ俺は生きた心地がしない。というかホントに死ぬ。

　俺にはまだやり残したゲームとか未消化のアニメがたくさんあるんだ。こんな所じゃ死ねない！　それに俺の嫁はこのはちゃんただ一人！

　そうだ逃げなきゃ、逃げるんだ！

　そう思って俺は抱きついてきている姫の体を振り解ほどこうとした。その為に彼女の腕を掴みに行ったのだが、

　その手はいつの間にか俺の首元にあって……眼前には綺き麗れいなストロベリーブロンドに重なる柔和な笑えみがあった。

　まるで小さな果実のような唇くちびるが目の前で囁く。

「――すき」

　そしてその果実は俺の唇を塞ふさいでいた。
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＃05【家出した猫が戻ってこなくてヤバイ】







　◆　オンライン　◆

　ゼクスにログインした俺は久しぶりにギルドハウスの前に立っていた。

　最近クエだのなんだのでフィールド上に出てることが多かったから、ここに来るのもなんか懐なつかしい気がする。とは言っても僅わずか数日ぶりでしかないのだけれど。

　そんなわけで俺はハウスの扉とびらを開けて中に入った。

「あ……」

「えっと……」

　室内に入ったと同時に、ある人物と目が合い思わず沈ちん黙もくしてしまう。

　ある人物というのは姫のことだ。

　しかもハウス内にはあろうことか彼女一人しかいなかった。

　先日リアルであんなことがあったばかりだから、（あの後、公園で盛大にぶっ倒れたのは言うまでもない）どんな顔をしたらよいのか分からず、なんとも気まずい。

　一いつ瞬しゆんどうしよう……かと思ったが、すぐに話題が見つかる。

「あ、あれ？　も、もうログインできるようになったの??」

「えっ!?　あ、ああ、あの後すぐにお店に戻って店長やみんなに謝あやまって、なんとか続けさせてもらえるようになったのよ。それでこの前、数日分だけどバイト代が入ったってわけ」

「それは良かったね」

「当たり前でしょ？　ぼやぼやしてたらあんたに恩を着せられて、いつの間にかあたしの純潔を要求してくるに違いないもの！」

「ないない！　あるわけない！」

「それはどうかしらね？　ギルドハウスに入ってくる時、舌舐なめずりしながらあたしのことを見てたじゃない」

「いや、姫しかいないんだからそりゃ見るっしょ!?　それと舌は舐めてません！」

「舐めてたわよ！」

「舐めてないって！」

　いつの間にかどうでもいい言い合いになっていた。

　それにしても最初はちょっと心配したが、話してみるといつもと変わらない普ふ段だんの姫で安心する。

　そこで唐とう突とつにログインを示す三つのエフェクト光がハウス内で輝いた。

　光の中から現れたのは雫しずく、ましゅー、リコッタの三人。彼女らは姫の姿を目にすると僅かに驚きの表情を見せる。

　そこで最初に口を開いたのは雫だった。

「なんだ、うさっころじゃないか。生きてたのか」

「勝手に殺さないでよ！　てか、あんたならそう言うと思った！」

「私はてっきりハウス内にダッチ○イフが転がってるのかと思った」

「はあああああっ!?　せっかくあたしが久しぶりにログインしたっていうのにその言いようは何!?　死にたいの？」

「やれるものならば？」

「やってやるわよ」

「まあ、相変わらず雫ちゃんと姫ちゃんは仲がいいですねー」

「「どうやったらそう見える！」」

　ちょっとずれたましゅーの発言に二人が突っ込んだ。

　なんだかこの二人がやり合う姿も久しぶりに見たなあ……。

　俺が感慨深くしていると、雫が先立って席に着く。そしてこんな事を言い出した。

「ともかく今日はこの前のやったキャンペーンクエの反省会をするぞ」

「反省会って……まさかまたアレにチャレンジする気なの？」

「リエルは本当に淡泊だな。そんなふうでは私の愛を受け止められないぞ？」

「今、愛とか関係ないから」

　雫は一瞬不服そうな顔をするが、すぐに話を仕切り直した。

「あのクエはキャンペーンとしては一回こっきりしか受けられないらしいが、通常のクエとして何度も受けることができるのは前と変わらない。この前の挑戦でせっかくノウハウができたのだ、これを続けない手はないだろ？」

「確かにそうですねー。この間はあともう少しだったみたいですし、次やる時は姫ちゃんもいますからねー」

　ましゅーの言うとおり、姫が加われば戦力的にも安定して今度は作戦が立てやすくなるだろう。でもキャンペーンクエがもう受けられない今、俺としてはもうそれに参加するメリットはなんもないんだけどね。

「さあそうと決まれば作戦を立て直すぞ。みんなで反省点を出してくれ。レッツ挙式！」

　雫の掛け声と共にみんなはテーブルを囲んで着席する。

　一人だけ抜け出すわけにもいかないし、そもそもできないので仕方無く俺も座る。

　まあ三十人もメンバー集めて、ギルドランクＣなんてこの面々じゃあ到底無理だし、その辺は前々から安心しててもいいかなーって思ってる。

　そんなわけで雫を中心として反省会が始まった…………

　のだが、なんだか俺のすぐ隣となりに気配を感じる。チラッと横目で見たらいつの間にか姫が物凄く近くに椅い子すを寄せてきて座っていたのだ。

「わっ!?」

　俺の声で気づいた雫は指差しながら指し摘てきしてくる。

「おい、そこ！　近すぎるのではないか？」

「そうかしら？　普通だと思うわよ」

　しらばっくれる姫。

「久々にログインしてきたと思ったら、なんだか少し様子が変じゃないか？」

「何がよ？」

「いつもよりやたらとリエルとの距離が近い気がする。うさっころのクセに生意気だ」

「は!?　そ、そんなことないわよ！」

　慌あわてふためく姫に雫は不ふ審しんの目を向ける。

　そこへのそのそと、ましゅーが分け入ってきて、

「それならわたしもリエルちゃんの隣にしますー」

　とか言いながら椅子をずらし始めた。

　これには雫も我が慢まんならなくなったようで実力行使に出始める。

「こらっそこ！　リエルの隣はリーダーである私が座ると決まってるのだ。散れ！　それと、うさっころはさっさとどけ」

「いたっ！　なにすんのよ！　今何か当たったわよ？」

「あ、それわたしのククリナイフですー。でもわざとじゃないですー。雫ちゃんを狙ねらったんですー」

「な・ん・だ・と？」

　なんだか揉め始めちゃって収しゆう拾しゆうがつかなくなってきたぞ……。

　そういえば初めてのオフ会の時もこんなふうに席争いしてたっけ？　あの時からなんも変わっちゃいないなー……。

　あれ？　でもなんか一人足りない気がする。

　俺はギルメンが争う中、向かい側に一人だけポツンと座っているリコッタの存在に目が行った。

　いつもの元気一杯な彼女と違って、伏し目がちでなんだか寂しそうだ。

　俺は心配になって彼女に声をかける。

「どうしたの？　どこか具合でも悪い？」

「ううん、そんなこと無いにゃりよ？　全然平気にゃん」

　リコッタは淡い笑みを見せる。

　本人はそれで取り繕えていると思ってるみたいだけど、俺から見たらあからさまに強がりにしか見えなかった。

　それにリアルの彼女はあの日、家を出て行ったままでいまだ帰ってきた様子は無い。

　外で何かあったんだろうか？

　それが気がかりで、もっと突っ込んで尋ねようと口を開きかけた時だった。

「あーみんな喧嘩はダメにゃん。ここはリコッタがリエルの隣に座るということで丸く収めようにゃん」

　そう言いながら争いに参戦しちゃったんで、リコッタにはそれ以上は何も聞くことができなかったのだ。

　あとはもういつもの通り。

　反省会？　それ何だっけ？




×　×　×




　◇　オフライン　◇

　あれから数日が経ったが理り央おはいまだ家に帰ってこない。

　メールを送ればちゃんと返事は返ってくるし、どうせ友達の家とかに置いてもらってるんだろうからそれほど心配する必要は無いのかもしれないが、せっかく家に居付くようになったのにまた前みたく家出生活に戻ってしまうんじゃないのか？　そう思うと気がかりで仕方無い。兄として。

　俺は下校中にそんな事を考えながら家に着いた。自転車を玄げん関かん脇わきの軒のき下したに停とめ、家の鍵を開け……て？

　あれ？　開いてる。

　もしかして理央のやつ、帰ってきたのか？

　期待しつつドアノブを回して中に入ると、玄げん関かんを上がった所に巨大な袋ふくろが置かれていた。

　俺の両りよう腕うでで一抱えほどあるそのピンク色の袋は、巾着状に絞しぼられていて絞り口の所を真っ赤なリボンで飾っている。

　まあそれは、普通にプレゼントや贈り物に見える。

「なんだこりゃ……誰だれが置いたんだ？」

　俺はその巨大巾着に近付いてみる。すると袋にメッセージカードが添えられていて、そこにはこう書かれていた。




［生ものなので早めに食べてね♡　　美み咲さき］




「生もの!?」

　こんなでかい生ものって……。

　そう思って再び巾着に視線を落とすと、袋の中身がモソモソと僅かに動いてる!?

　しかも袋を通してなんとなーく中身の形が見えてくる。

　丸まってはいるけれど、しなやかな手足とくびれた腰、そして胸の辺りの膨らみ……。

「なるほど……」

　納なつ得とくした俺はおもむろに巾着の頭を掴んで――

「ふんっ!!」

　ハンマー投げよろしくそいつを玄関の外へ放ほうり投げた。

「ぎゃあ!?　いたいっ！　何これどうなってるの!?　鷺さぎ宮みやくん??　あ、あれ??」

　玄関の外で巾着がしゃべりながらごそごそ動いているが気にしない。

　俺はそのままドアを閉めた。

　一体どうやって鍵開けたんだよ！　この前アカウント証盗まれた時にセキュリティアップしたはずなのに。今度は鍵ごと替えないとダメかなあ。

　そんな事を考えながらもちょっと気になって、ドアの隙間からそーっと外をのぞいてみると……

「あ♪　早く食べてー」

　バタンッ

　巾着が蠢うごめきながらまだしゃべってた！

　しばらくしてまだいたら、あとでゴミ捨て場にあのまま捨ててこよう。

　多分燃えるゴミだ。

　そんなわけであの人のことは放って置いて、俺は二階の自室へ向かう。

　その途と中ちゆうで手前にある理央の部屋がなんとなく気になって、ちょっとのぞいてみた。

　妹の部屋なんてまともに入るのは彼女が小学生だった頃以来かな。久しぶりにのぞいたらその頃とはだいぶ印象が変わっていた。

　ドアを開けるとそこには、中学生の女の子らしいふわっふわした空間が広がっていた。カーテンはふりふりだし、そこかしこにピンキッシュなものが転がってるし、漂う香かおりもなんとなくフローラルな気がした。

　殺風景な雫の部屋や、小綺麗ながらも渋い姫ひめの家とは大違いだな。

　これぞベストオブ女の子の部屋って感じ。

　って色々語っちゃったけど別にやましい事とか、他意とか無いよ？　ホントに。

　俺はただ、理央が友達の家とかに泊めてもらっているのだとすれば、その家の人にも迷惑をかけちゃってるわけだし、そしたらどこにいるのかくらいは把握しといたほうがいいかなーなんて思っただけなんだから。

　だから少しだけお邪じや魔ましまーす。

　俺はそーっと部屋の中に足を踏み入れた。

　ざっと部屋の中を見回すと、手懸かりがありそうなのは本ほん棚だなくらい。

　俺はそこにささってた小学校の卒業アルバムにまず目が行った。

　これで理央の友達っぽいのを探せるな。後ろの方に住所録もあるし。

　そう思って俺は床ゆかにそいつを広げて、一ページ一ページ見ていった。

　まず最初はクラスごとの集合写真。

　理央は何組だか忘れちゃったけど、一人ずつ見ていけば分かるだろ。さすがに小学生の時の顔は見み間ま違ちがえたりしない。

　だが、一組から最後の組までずーっと指で辿たどって行くが、なぜだか理央らしき子が見つからない。

「おかしいな……」

　そう思って最初からもう一度見直そうとした時に気づいた。

　一組の集合写真の右上にある枠わく。欠席しちゃった人や、何か訳ありな人専用のちっちゃくて四角いアレだ。

　そこに幼い頃の理央が生気を失ったような顔で写っていた。

　無論、銀ぎん髪ぱつでもないし猫ねこ耳みみもついてない。血色が悪く、覇気が無い感じだ。

「なんだ、撮影の時休んじゃったのか？」

　そう言いながらも、なんだか不安な気持ちが込こみ上げてくる。俺はそのまま後ろの方にあるクラスごとの写真が載のってる所までページをめくる。

　そこには授業中の様子とか、運動会や修学旅行に行った時のものなど行事関係の写真が載っていた。それらを満遍なく見るがどこにも理央の姿が無い。

　いや、よく見たらあった。

　修学旅行の時のものだろう。旅館の部屋の中で五、六人の女子が楽しそうに顔を寄せ合って写ってる。その背後に、分かりにくいが遠くからカメラのレンズを虚ろな目で見ている少女の姿があった。

　理央だ。

　しかも写っているのはその一枚だけ。他の写真には彼女の姿は見つからなかった。

　俺はそこでようやく気づく。

　はなから理央に友達なんていなかったのだ。

　思い起こしてみれば、ギルド勧誘の時もコミュニケーション不全っぷりを全開にしてたし、小学校の時彼女が家に友達を連れてきたことなどただの一度も無かった。

　恐らく学校でも〝ぼっち〟だったのだろう。

　なんで分かるかって？

　それは俺もぼっちだから。ぼっちの気持ちはぼっちにしか分からないのだよ。

　俺も京きよう也やがいなかったら今のクラスでも話す相手いないもんなー。

　って、俺のことはどうでもよくて！　そうなると今理央はどこで何してるんだ??

　家に泊めてくれるような友達もいないはずだぞ？

　事情が分かると急に焦あせりが増してくる。

　どこかに彼女の行き先が分かるものがないものかと部屋の中を探る。

　目に付いたのは机の上に開きっぱなしで置かれていた小冊子くらい。

　こんなものに手懸かりなんてあるはずがない。そう思いながらも何となく手にしてみる。

　えーとなになに……［無線ＬＡＮフリースポット設置場所一覧］??

　そいつは対応機器さえあれば無料でネットに接続できる施設の一覧表だった。

　そういえば……姫も似たようなのを学校の図書館で利用してたなあと思い出す。

　そこで俺はピンときた。

　すぐさま開いてあったページを流し見る。それは丁度この近辺の設置箇所が載っているページだった。

　一覧には喫きつ茶さ店てんや駅、市役所、図書館、公共施設などがずらっと並ぶ。

　その中で、一箇所だけ赤のボールペンで丸がつけられていた。

　それは家から程ほど近いコミュニティーセンターという名の公民館だった。

　俺は冊子を机に投げ置き、制服姿のまま家を飛び出した。




×　×　×




　家から飛び出した時、玄げん関かん先さきでいまだ巾着がもそもそ動いてた。でも俺は気にせず横を素通りして、冊子にあったコミュニティーセンターにやってきていた。

　名前のわりには結構古めかしいこの建物は地区住民の集会や催しに使われるのがほとんどだ。何もない時は非常に閑かん散さんとしている。

　こんな所にフリースポットなんて設置しても誰か利用してる人なんているのかなー？　なんて疑ってしまうほどだ。

　理央は多分ここにいる。

　ＥＳＧを持ち出したのも、ここからゼクスにアクセスする為だろう。

　だが今はもう黄たそ昏がれ時どき。施設自体が完全に閉鎖されてしまっている。

　移動しちゃったか？

　そう思いつつも一応建物の周りをぐるっと一回りしてみることにした。

　それほど広くない敷地を進む。

　するとすぐに建物の裏手に出た所で不審なダンボールの塊かたまりを発見した。

　いくつもの箱が張り合わされたそれは、いわゆるダンボールハウスと呼ばれるものだ。

　そいつが建物の窓辺にピタッと張り付くように建っていた。

　そこには人の気配があって、中から、

「にゃんにゃん♪　にゃんにゃん♪」

　と、ご機嫌な声が聞こえてくる。

　嫌いやな予感がするけど、まさかね？

　俺はそーっとダンボールハウスに近付いて、そこにある隙間から中をのぞいてみる。

　すると薄うす暗ぐらい中で青白い光がぼーっと瞬いているのが見えたのだ。

　それはノートパソコンから漏もれる液晶の光で、それに照らされて見覚えのある特とく徴ちよう的てきな銀髪と猫耳が薄闇に浮かび上がりながら蠢いていた。

「理央!?」

　俺はつい声を出して叫さけんでしまった。

　突然名前を呼ばれた理央はハッとなってこちらに振り向くが、問題は彼女の格好にあった。

　彼女が振り向いたことによって脆ぜい弱じやくなダンボールの扉が外れて、その体が夕日に照らされる。

　それはＴシャツを両手で首もとまでたくし上げて、今まさに脱ごうとしている姿だったのだ。

　なんでいつもこうなんの！

　理央は最初目を丸くしていたが、すぐに事態を把握したのか、なんとも言えない複雑な表情に顔を歪ませる。

「ひっ……!?　ひにゃあああああああああああああああああああああああ!!」

　辺りに絶ぜつ叫きようが木こ霊だました。

　俺もクラッときて、後ろに倒れそうになっちゃった。

　しばらくして――

　心も体も落ち着いた頃、俺は開口一番こう言った。

「なんでこんな所で着き替がえてるのさ」

「にゃって、そろそろ……その……に、におい始めちゃうから……」

　彼女は恥はずかしそうに言った。今は新しいシャツに着替え終わっていて、手には猫のシールが貼られたノートパソコンとＥＳＧがあった。

「ずっとここで過ごしてたのか？」

「この場所が一番感度がいいにゃん。ゼクスにもばっちし入れるし」

「感度がいいって……まさか建物内の無線ＬＡＮをこの場所で受信してるのか!?」

「そうにゃりよ」

　姫が苦労してアクセスしてるっていうのにお前という奴やつは！　というかこれも結構な苦労が必要だな。

「いや普通に中に入って利用すればいいだろ」

「それだと閉館後は使えないにゃん。大体みんながアクセスするのは深夜だからにゃー。でも前みたく頻ひん繁ぱんに着替えや食事を取りに帰らないと、たった数日で疲ひ弊へいしてしまうにゃりねー……。ＰＣの予備バッテリーもすぐ無くなっちゃうしー。完全な家出は初挑戦だったけどやっぱり難しかったにゃん。お腹空いちゃったにゃりー」

「前みたくって……つい最近家に帰ってくるまでの間もここで生活してたのか!?」

「見た目より住み心地はなかなかいいにゃりよ？」

「いいにゃりって……なんでそこまでするのさ。もうこういうのは止やめて戻もどってきたはずだろ」

　俺が言うと理央は少し沈んだ様子を見せた。

「だってそれはにぃが……あの時の事をすっかり忘れてるからいけないにゃ」

「あの時？」

　あの時ってどの時だ？　まったく思い出せない。

　思考を巡らすことすらできずにいると、うつむき加減だった理央の表情がにわかに明るくなりだした。

「でもこうやって迎むかえに来てくれたってことは、やっぱり覚えていてくれたにゃりねー、あの〝約束〟のこと」

「えっ、ええ!?」

〝約束〟

　その言葉が姫以外から出てきたことに俺は驚いた。

　俺が動揺してる最中、理央は恥ずかしそうにしながらも細い肩かたを寄せてくる。

「リコッタが小学生の時に、にぃと交わしたあの約束。その時にぃはリコッタの事を

〝ずっと守るから〟って言ってくれたんだよにゃー。きゃはー♪」

　なんか照れながら一人で悶もだえてるぞ……？

　俺は反射的に彼女から距離を取った。

　小学生の時？　なんだかそんなような事を言ったような……言わなかったような……。

　記き憶おくが全然はっきりしてこない。というかどんな状じよう況きようでその言葉が出てきたんだ？

　まずそれが分からないと、なんにも辿り着けない気がする。

「ずっと守るねえ……」

「そう、ずっと。一生、死ぬまで。だからそろそろ頃ころ合あいだと思うのにゃん」

「頃合い？」

　理央はそこで上目遣いで見み詰つめてきた。

「それは…………結けつ婚こんする頃合いってことにゃりよ。もちろんリアルでの」

「ぶっ!?」

　それがどんな約束だったか知らないが、どうせ理央のことだから、

　ずっと守る→一生傍にいる→結婚

　とか曲解して捉えてるに違いない。

　でもこれ、良く考えたらお姫様症候群とは違うよな。

　ユーグの正体は俺の中で姫で確定してたし、リアルでの結婚を迫ってくるのは彼女だけだから、そこを重点的に警戒してれば大丈夫と思ってたのでこれは不意を突かれた。

　もうどこまでがヴァーチャルの結婚アピールなのか、リアルでの結婚アピールなのか分かりゃしない。

　把握できてるのはどっちも俺にとってよろしくないものだっていうことくらい。

　こうなったら徹底的に現実逃とう避ひするしかないね。

　俺は自宅に向けて踵きびすを返した。

「はいはい、それは置いといてそろそろ家に帰るぞ」

「ちょ、ちょっと、結婚の話がまだにゃりよー？」

「法律上、実の妹とは結婚できませんが何か？」

「そ、それは愛で乗り越えるにゃん」

「愛？　それはどういったもので？　それがあれば婚こん姻いん届とどけが受理されるの？」

「さ、されにゃいけどぉ……で、でも、なんとかするもん！」

「なんとかとは具体的に？」

「ぐぬぬぬぬ……」

　俺と理央は家に辿り着くまでそんな会話を延々と続けた。

　さて、これからどうしたものか……。

　先が思いやられる。




×　×　×




［件　名］信じてる

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛　先］慧けい太た［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《僕ぼく達たち、いつになったら結婚できるのかなー？

　でも君は必ず〝約束〟を守ってくれるって信じているよ》







＃??【とあるＧＭゲームマスターと死霊使いネクロマンサーの密談】







　◆　オンライン　◆

　草花の絨じゆう毯たんが広がる平原。そこにある小高い丘おか。

　丘の頂上には一本の大樹があり、その袂たもとには二人のプレイヤーの姿があった。

　魔ま法ほう少女にような格好をした死霊使いネクロマンサーメルルーナと、全身を頭の先から足あし下もとまで鎧よろいで包んだＧＭ、ノイエヴェルトだ。

　幹にもたれ掛かっている二人はどこというわけでもない虚こ空くうを見詰めていた。

　そこへふとノイエが口を開く。

「これは計画が進んだと思っていいのか？」

「いいと思いますよ☆」

　メルルーナが最上の笑みでノイエに答えると、彼は仮面下で不愉快そうに言う。

「その喋しやべり方、止やめてくれないか……。非常に気色悪い」

「ノイエさん、それは女の子に向かって失礼だと思うのです、うるうる。これが本来の私なんですよ？　うるうる」

「おい……」

「本当のところは、いつどこでボロが出ちゃうか分からないので普段から慣れさせているだけですよ。気にしないで下さいねっ☆」

「そう言われてもな……だがしかし、ボロと言えばこの前のアレはなんだ」

「アレ、ですか？」

「私に事前の相談も無く、逢魔時の錠前ピリオド・ロツクのある場所にリエルを向かわせようとしただろ。どう考えても早過ぎだ。下手をすればお前の二の舞になるだけだぞ」

「そうですかー？　私はもう十分行けると思ってるのですが。でもそれを言うならノイエさんも行動が不用意すぎますよ？」

「どこがだ？」

「リエルさんに事前に確保しておいたアイテムを譲りましたよね？　状況的にあまりに不自然です」

「あ、あれはスムーズにクエに入って貰って、そこで華麗に立ち回ればリエル氏の好感度がアップするのではないかと思ったのですよ、ガハハ」

　そこで今まで落ち着いたふうだったノイエの口調が急に変化した。

「気を付けて下さいね。あとキャラが崩くずれてますよ」

「あ？　ゲフゲフッ……と、とにかく今はまだ逢魔時の錠前ピリオド・ロツクに近付けるのには時期尚早だ。リエルにはもっとリアルを嫌きらいになってもらわないとな」

「でもそれにはあのイレギュラーの存在が気になりますね」

「イレギュラー？　ああ、あのまり緒おとかいう奴か。あれはそこまで注意しなくても問題はないだろう。むしろこちらにとって良い方向に働くのでないか？」

「そうですか？」

「そうだ。それより我々は今後騎き士し様さまの管理を適切に行っていかなければならないな」

　ノイエの言葉を受けてメルルーナは紫色の瞳を妖あやしげに歪ませた。

「ですね。彼女、いや彼にはヒーローでいてもらわないと」

　それは少し先の未来を想像して出た笑みだった。







《Wait till next login!!》







あとがき







　どうも、藤谷あるです。

　御陰様で『ネトラれ』３巻をお届けすることができました。ありがとうございます。

　本巻ですが、姫中心のお話になっております。

　さて、今回はあとがきが一ページということなので早速謝しや辞じを。

　三嶋くろね様、この度も美び麗れいなイラストをありがとうございました。改めて素晴らしい絵師さんに挿絵を付けて頂けたことを幸せに思います。

　白しろ髪かみ教団員の皆様もいつも応援ありがとうございます。

　担当様、編集部の皆様にも大変お世話になりました。

　そしてなにより、ここまで読んで下さった読者様に御礼申し上げます。

　次巻は多分、リコッタのお話です。

　それではまた。

平成二十四年三月吉日
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤谷ある先生／三嶋くろね先生
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